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1 環境調査

(1) 鳥海山噴火にともたう河川水調査

(1)概要

秋田、山形県境にそびえる鳥海山 (2,2 3 0メートル）が 4・ 9年 3月i日突然・15 0 

年ぶりた噴煙をあげ、地元民に大きな不安を与えたばかりでなく、火山灰や泥流による

：河川水、農作物への被害が心配された。

秋田大学鉱山学部の分析によると、多量に降下した火山灰は硫黄分を硫化鉄換算で約

1 2似も含み、酸性が強く、灰が多量に作物や牧草に付瘤すると生育障害の恐れや家畜

への影響が懸念された。

一方、泥流も火山灰と同様硫黄分を多羅iC含み酸性が強く、河川水や水田忙そのまま

入ると飲料水、農業用水として使用出来なくなるばかりでなく、士哄の酸性化が進むこ

をも考えられた。そこで泥流の混入したと思われる鳥越川水系の由利郡象潟町上郷地区

では河川水を飲料水として使用することを一時中止するとともに、農業用水を確保する

ために小滝淵水路に士のうを積んで、流速を弱める処置をとる一方、鳥越Ill下流の白雪

川水系た当たる金浦町大竹堰、仁賀保町県川堰のニケ所では沈澱池をつくり、微粒物の

沈巌化をはかつた。

幸い、農作物、家畜への影孵はほとんどなく、鳥海山も 49年 5月以降たいした噴火

活動もたく過ぎ去つた。

9 5. 1年 5月26日、鳥海山噴火対策専門家協議会が開かれ、鳥海山は今のところ噴火

活動を再開する兆候は認められないという統:.......見解が出され、 2年 3ヶ月ぶりで入山規

制が全面解除となり現在にいたつている。

当公害技術センターにおいては河川水への火山灰、泥流の影響を調査する目的で、•本

荘。矢島両保健所公害係の協力を得て、河川水調脊を実施した。

〔2) 結果及び考察

河川凶及び河川水分析結果を表 1に示す。火山灰、泥流とも硫黄分を多景に含み、酸

性が強いことから PH及び重金属が懸念された。

まず、環境基準〔 PH、6.5~8.5;浮遊物質、 25以下；鉛、 0. 1以下；カドミウム

0. 0 1以下；砒素、 0.0 5以下〕をもとに分析結果をみてみると、鉛、カドミウム、砒

素においては、とん跡か又は不検出であり環境某準を越えるものは全くなかつた。しか

したがらPH、浮遊物質において環境某準を満足しないものがみられる。 49年 4月30

日採水の PHは採水地点すべてにおいて環境基準を下まわつており、これは火山灰、泥

流の影奇翠があったのではないかと思われる。しかしPHは上浦と下流、同じ採水地点で
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も採水のつど変化しており流量にも左右されることから、どこまでが火山灰、泥流の影響に

よるものであるかを判定することは難しい。さた一般飲料水判定基準(PH、5.8~8.6)を

下まわったのは、わずかに岩股川の 1地点 1回のみであった。

浮遊物質については採水．日に雨が降り、増水等の自然的要因で高くなつたものであり、透

明度からもわかるようば閉題はない。

一方、今回採水した地点における以前のデータはないが同じ河川系〔白雪川（白雪橋） ： 
2 3) 

奈曽川未端〕のデータ‘ と比較してみると、 PH、浮遊物質、硫酸イオン、重金属におい

て顕著な差がみられない。

以上のことから鳥海山噴火による火山灰、泥流の河川への影響は、この分析結果からみる

かぎり、幸いにも影饗は少なかつ・たと考えられる。

参考文献

(1) 4 9年5月8日毎日新喝

(2) 秋円県公害技術センター年報 1号〔 45、46)P145、153~155(1972)

(3) 秋用県公害技術センクー平報2号〔 47、48〕P,90(1974) 
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表ー 1 鳥海山噴火にともなう河川水分析結果

闘Iいい肉 1日
• ↓ 

採 水
牢月日

天 気 気温(C) 水温(C)I透明度bi}I PH 

6.2 0: 

白
ー
奈

（横

曽 JI I 

岡）

4 9. 4.3 0 

4 9. 5.1 5 

4 9. 5.30 

4 9. 6.1 4 

I 
AA j 4 9. 6.2 7 

I 
49. 7.17 

4 9. 8.2 6 
I 

雨

一

晴

一

睛

一

晴

一

雨

一

雨

1 5.0 

2 3.0 

2 6.5 

2 4.0 

1 8.0 

1 8.0 

6.0 

9.5 

9.5 

1 2.0 

13.0 

1 6.0 

30以上

30以上

30以上

6.8 

7.4 

7.0 1 

7.3 5 

7.2 9 

30以ェ「石五

27 

4 9.1 0.30 I畏り時々雨
5 0.1 1. 5 晴 I 11.1 

49. 4.30 

7.0 

5.9 6 

ニニー
5

A
 
A
 

・
 

-
J
ヽ
ノ
．
所電

越
発
・
・
＇

2
.
 

第

鳥

（
2
 

ー

4 9. 5.1 5 

4 9. 5.3 0 

雨

晴

晴

晴

雨

雨

暴り時々雨

睛

1 5.0 

3 0.0 i 

2 4.0 

二I 

7.0 | 30以上 1 竺~I

言口]-*i
2 2.0 

1 7.0 

13.0 

1 2.0 

1 5.0 7.0 

累
塁
一[
 

4 9. 4.3 0 
I 
i 4 9. 5.1 5 4.0 

赤川

3 」（白雪川合流点AA)I AA 

4 9. 5.3 0 

4 9. 6.14 

雨

一

晴

一

晴

一

晴

一

雨

一

雨

1
-
2
-
2
-
2
-
1
-
1
8
0
 

7.5 

8.5 

4 9. 6.2 7 

4 9. 7.1 7 

49. 8.26 

1 1.5 

9.0 

1 3 
． 

30以上

30以上

30以上

6.11 

6.6 6 

7.5 

6會8

7.2 

1 3.0 

30以上 I 6.7 o 

二 I曇り：々雨 1 120 l 
4 9. 4.3 0 

8.9 

1三
30以．I::I6.6 2 

4
 

白 雪川

（赤川合流点前）

4 9. 5.1 5 

AA~了五
4 9. 6.1 4 

雨

一

睛

一

睛

1 8.0 

2 2.0 

2 2.5 

6.0 

9.0 

1 0.0 

ーー＇竺こ|’

立己130以ー1:I 1.0 j 
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2一
k s s ct― so、 Cu Pb zn Cd T-Fe T-Mn AS 

μu/ば (111ツ8)(IIl9/8) (lt9/g) 他IIツ0)（叫／t） ⑭/0) 般／0） (nl9/0) (nt9/¢) 艘／e）

5 9.4 0 3.0 1 3.5 2.7 nd nd . nd nd 0.0 1 0.0 2 nd 

47.60 15.0 10.6 2.5 nd nd tr nd. 0.4 8 0.0 2 nd 

61.8 0 1.0 9.5 2.5 nd nd 0.0 3 nd 0.2 2 tr 

48.60 3.0 9.5 2.0 nd nd 0.0 1 nd 0.1 0 0.0 1 

3 8.5 1.0 8.8 2.0 nd nd 0.16 nd 0.1 7 tr 

50.5 5 2.5 6.5 2.5 nd nd 0.01 nd 0.10 tr 

5 4.80 11.5 2.9 2.5 nd ・tr 0.0 1 nd 0.5 2 0.0 2 

6 2.60 0.0 .1. 3 3.4 nd nd 0.0 2 nd 0.2 5 0.01 
I 

6 5.7 5 0.5 6.7 0.7 tr 0.02 0.0 7 .n□-1 1.43 0.02 
nd l 9 2.2 0 1.0 15.0 2 0.0 □nd I —呼nd 0.1 3 tr.  0.0 3 

nd I t：：」竺竺上 0.05 8 2.2 5 13.0 1 3.5 1 9.0 nd 

10 1.5 1.5 1 4.8 1 9.5 
nd 戸l i nd 下0.0 5 nd 0.6 5 0.0 3 

9 3.7 5 1.0 1 3.4 I 9.5 nd. 0.1 6 nd tr 0.0 3 
l —-
7 6.9 2.0 10.8 1 7.5 nd nd 0.0 2 nd t r 0.0 2 

85.4 5 1.0 ! a.1 I 1 9.3 nd I i nd 0.01 nd 0.07 0.01 
I 

10 3.5 2.5 7.7 2 3.5 0.0 1 t r tr- nd 0.0 9 0.0 4 

155.5 6.5 1 0.0 38.4 nd nd 0.0 8 nd 0.5 0 0.0 8 

2 95.0 4.0 5 2.2 4 4.9 nd tr 0.03, nd 0.2 6 0.31 
- -

7 5.5 0 5 2.0 1 5.5 1 2.0 tr nd nd nd 0.2 6 0.0 2 nd 

5 4.50 11 3.0 1 2.1 9.2 tr nd nd nd 2.95 0.0 6 nd 
．．  

88.70 2.5 1 2.7 1 3.0 nd nd 0.0 5 nd 0.11 I tr 
ーl

8 6.40 2.0 13.5 1 6.3 nd nd 0.0 4 nd tr 0.0 2 

一89.3 2.0 1 3.9 16.2 nd nd 0.0 1 nd tr 0.01 
•一 l

10 4.5 3.5 1 2.4 1 8.3 nd nd 0， .0 2 nd 0.0 4 0.01 

11 0.5 5 4.5 8.2 24.0 0.01 tr 0.01 nd 0.3 7 0.0 2 

IO 5.0' 2.5 2.9 2 2.2 nd nd 0.0 5 nd 0.1 1 0.01 

127.5 1.0 11.9 2 5.2 nd nd nd nd tr tr 

5 8.15 14.0 I 1 3.3 6.0 tr nd 0.0 1 nd 0.2 8 0.0 1 nd 

3 4.5 5 45.5 8.5 3.5 tr nd tr nd 0.80 0.0 2 nd 

5 4.4 5 7.5 9.9 5.3 nd nd nd nd 0.2 7 nd 

6 8.1 5 1.5 11.5 1 0.3 nd nd 0.0 3 nd nd tr 
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地点 河 JII 名 墨： 採 水
天 気 気温{C) 水温(0) 透明度り pH 

番号 （採水地点） 類型
年月日

4 9. 6.2 7 晴 2 6.0 13.0 30以上 6.7 

4 9. 7.1 7 雨 19.0 11.0 30以上 6.7 5 

4 9. 8.2 6 雨 1 8.0 ・14・.o 20 7.0 7 
●● 

4 9.10.30 曇り時々雨 7.02 

5 0.11. 5 晴 13.0 6.5 30以上 6.5 7 

4 9. 4.3 0 6.14 

4 9. 5.1 5 雨 1 9.0 9.0 30以上 6.71 

4 9. 5.3 0 晴 28.5 1 2.0 30以上 7.2 

4 9. 6.1 4 晴 2 5.0 1 0.5 30以上
6.4 I 

白 雪 . JI I 
晴 30以上 '7.3 5 

（桂坂発電所）
A 4 9. 6.2 7 2 0.0 1 2.0 

I 

4 9. 7.1 7 雨 . 2 0.0 11.0 30以上 6.3 9 

4 9. 8.2 6 雨． 2 1.0 1 7.0 30 6.74 

4 9.1 0.3 0 侵り時々雨 6.94 

5 0.1 1. 5 晴 11.0 7.0 I 3 o以上 6.5 4 

4 9. 4.3 0 5.6 2 

I 4 9. 5.1 s 雨 1 5.0 1 3:0 30以上 6.38 

4 9. 5.3 0 睛 2 9.5-

｀ 
1 4.5 30以上 7.1 

_, 4 9. 6.1 4 睛： 2 1.5 15.0 30以上 6.1 

6 右山 股 JII A 4 9. 6.2 7 晴 2 7.5 1 6.0 30以上 6.7 

49. 7.17 雨 1 8.0 1 5.0 30以上 6.4 3 

4 9. 8.2 6 雨 I 9.0 7.0 30以上 6.05 

4 9.10.3 0 曇り時々雨 6.76 

5 0.11. 5 晴 1 2.5 8,0 30以上 6.4 5 

4 9. 4.3 0 6.0 8 

．． 4 9., 6.14 6.1 7 ... 

鳥 海 Jil 
7 
（猿倉付近＇）

AA 4 9.'. 6.2 7 6.7 7 

・、 4 9. 7.1 7 • 6.21 ． 
4 9. 4.3 0 6.1 7 

鶯 Ill 
8 
（金ケ沢付近）

A 4 9. 6.1 4 6A8 

4 9. 6.2 7 --7.2 2 

4 9. 1.11 I. 6.80 
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Iμ..u.. k /C1Jl 

I 
s s ct― so:- Cu Pb zn Cd T-Fe T-Mn AS 
（明／¢)(!1/j/f,) 便／8）(I”9/0） （町／t)(II99/0) (I°9/¢) （呵／¢） （呪／0）（呵／0）

1 3 2 1.0 2 3.3 12.0 nd nd tr nd tr tr 

88.3 0 4.5 1 0.6 14.0 nd nd 0.0 5 nd 0.05 tr 

6 5.00 39.0 3.3 1 4.7 0.0 1 tr 0.0 1 nd 1.00 0.0 2 

8 1.2 5 2.0 2.2 12.2 nd nd 0.0 4 nd 0.0 8 0.01 

1 1 0.5 2.0 1 0.6 17. 7 nd nd nd nd • tr nd 

7 4.2 5 1 3.5 1 5.0 1 2.2 tr. nd nd‘ nd 0.3 5 0.0 2 nd 

6 1.40 28.0 1 1.6 1 0.8 tr nd 0.0 3 nd 0.4 8 0.0 3 nd 

8 8.0 0 9.5 1 3.4 1 4.2 nd nd tr nd 0.65 0.0 2 

91.80 1.0 1 3.6 18.7 nd nd 0.0 1 I nd 0.20 0.0 3 
100 4.0 14.8 2 2.0 nd nd 0.01 nd 0.1 5 0.0 4 

11 4.5 2.5 1 2.6 23.5 tr nd 0.04 nd 0.0 6 0.0 1 

126.0 10.5 9.9 2 9.1 0.0 3 tr 0.0 1 nd 

二0・.ロ1 2 ! 0.0 6 ' 
13 5.5 2.0 7.7 3 2.1 nd nd 0.0 2 ! nd 0.0 5 

2 6 1.5 2.5 4 4.4 40.5 nd nd nd nd 0.4 8 0.1 9 

4 0.90 1.0 1 0.8 5.8 nd 'nd nd nd tr 0.0 1 nd 

4 9.6 5 2.5 1 1.6 7.5 tr nd • n-d nd 0.0 4 tr nd 

7 2.40 1.0 1 3.1 9.5 nd nd nd nd 0.13 nd 

6 9.20 3.0 1 4.1 9.0 nd nd 0.0 1 nd nd tr 

69.0 1.0 1 4.1 9.5 nd nd nd nd tr tr 

62.80 7.0 9.9 8.5 nd nd 0.0 2 nd 0.07 tr 

16 9.5 1.0, 1 5.0 3 9.5 0.0 3 tr 0.1 2 nd nd 0.08 

5 9.4 5 1.0 2.2 9.0 nd nd 0.0 6 nd 0.17 tr 

6 9.2 5 1.5 9.8 7.8 nd nd 0.0 1 nd -0.01 tr 
ヽ

9 3.10・ 9.0 l 4.6 5.2 nd nd 0.02 nd 0.2 3 0.02 nd 

5 9.7 2.5 l 2.0 8.0 ,nd nd 0.0 2 nd tr・ 0.02 

7 0.7 5.5 1 3.0 9.7 nd nd tr nd 0.19 0.0 3 ・: 

7 3.7 5 9.5 5.6 1 9.2 nd nd 0.0 2 nd 0.0 3 0.0 3 

4 7.20 4.0 13.3 3.5 nd nd o.o 9 I nd 0.01 0.01 nd 

40.4 2.0 1 0.2 2.8 nd nd 0.0 2 nd 0.0 1 tr 

7 1.2 1.0 1 3.4 9.0 tr nd tr nd 0.12 0.0 3 

5 4.55 7.0 8.7 5.1 nd nd 0.0 4 nd 0.0 8 . tr 
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(2) 4 9年、 5 0年度十和田湖水質調査

〔1〕概．、、要

十和田湖は、センクー設如忠朽年2回の水質調査を実施してぎたが、年々通常は清澄であるが

時紺酌に湖畔の汚濁が目立つてぎた。その汚濁の原因は主に生活排水である。現在観光客の

増加ととも陀民宿、旅館の数は局地的に増え、排水を湖へ放流しているもの、排水を地下浸

秀しているものたどの影響が観光・ンーズソを中心陀現われて百ている。

湖畔花は現在鉛山鉱山が稼動中であり、それにともなう湖水への重金属の影響陀ついては

今回の調査でも、ほとんど認められたかつた。

古だ、 4 9年侭、養殖ヒメマスの斃死が初めて報告されその原因調査を県水産試験場とと

も陀事後の水質調査を行った。

（2〕分析項目および分析方法

゜
ss J"IS K 0102 1 0、2、1、1、(3)

゜
QOD :TIS K 0102 1 3 

゜
ce JIS K 0102 2 5、1

゜
Totae -N  .JIS K 0102 17、1、2 A法（前処理としてデバルダ合金を加

えたのち 17、1、1、2(3)の操作を行う）

3•— 
゜
P04 JIS K 0102 2 7、1、(3)(C) 

゜
電金属 JIS K 0102 3 7、2

(3〕分析結果および考察

水質調査分析結果表では軍金属汚染は全くみられない。したがつて変動の目安が明確な

CoD値、 ss値により水質状態を考えてみた。

図ー 1～図ー 4は49年の夏期と秋期の各定点の CoD、 SS値である。

この図から CoD、 SS双方とも夏期よりも秋期の値が高い。 CoD値は度とんどが lP圏以

下であるがStI（休屋）、 St3 (和井内キャンプ場）では 1ppmを上回わる結果がでてい

る。これは観光客の増加忙ともなう生活排水が、この地点に秋期に集中的陀流れるためであ

ろう。

s sにおいては各定点とも殆んど環境基準 Ippmをこえている。特に St7 (湖心）の値が、

Co D、 ssとも陀かたり商くなつて百ている。

原因が何であるかは判然としないが調査採水時にSt6、St7、St8で3～舘［類のミジンコが

観測される。これがSS測定の測定値に影響を与えている一因でもあり、湖水の流れ、滞留、

水温忙も関係があると思われる。
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図ー 3と図ー 4から極端な StI 0の25 m層を除いて、 5 0年度が49年度と比較して一
2 

～ーの値であるがこれは 49平度JIS改正により、フィルクーの孔径が 0.45 mμから 1mμ 
5 

忙改正されたことを主肉の一つと考えられる。

4 9年7月、湖内ヒメマスおよび和井内ふ化養殖ヒメマスの斃死が県水産試験場から報告

がありその原因調査を行った。

県水産課、青森県水産課の調査結果では、和井内ふ化場内の養殖稚魚匠、今まで確認され

たことのないネプタウイ．Jレスが検出された。この細菌は伝染性がありその性質は今だ詳細に

はわかつていたいが極端な水温の上昇と水質の悪状態忙より異常な伝染繁殖をするもので人間

忙は全く害はないものと考えられる。又、湖内の宇樽部、休屋で斃死したヒメマス陀も検出

されたが、比較的水質状況のよいところで弊死したピメマスには検出されずこの点の斃死原

因はいまだはつぎりしていない。

当センターで担当した水質分析結果から各地点とも異常侑は認められなかった。しかし稼

動中の鉛山鉱山排水が流れ込んでくる鉛Il」川の市金屈が幾分他の河川水より嵩い値を示して

いる。

古た、鉛山川が流入する近辺（鉛山、根山の離岸2O m)にも若干の影響が現われている

この分析結果は斃死後翌日から採水したものであって斃死時は若干高かったと思われるが、

軍金属がヒメマス斃死の主たる原因であるとは判断で百ない。しかし、これにより皮膚およ

び鯉に付着した際、生体防禦として粘液匠よる 1種の洗浄作用がおぎこれが嬰皮膚を覆い、

酸素の摂取が因雅となり死に到つた可能性も考えられる。

斃死原因はこの調査結果から判断するのはむずかしi＾が魚民の死活問題であるので今後こ

のような事も考慮し水質調査をつづけたい。
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表ー 2 4 9年度十和田湖水質調査分析結果表

J
.
6
 
4
.
1
 

採水 採水 採水 水深 透明度 •水温 pH COD ss DO 電導1度 ce― 
T-N P034 - Cu Pb zn Cd 

地点 月日 時刻 ”し ”t ℃ 叩／0 明／0 IIlg/¢ μv/cm 呵／0哨／¢ 哨／¢ 哨／¢ 呵／¢ 呵／t n19/e 

゜
7.9 7 0.3 0 0.5 9.15 21 0.0 1 8.1 nd nd tr tr 0.03 nd 

8月1
i 0.2 St I 5 8.1 2 0.7 3 0.5 21 0.5 19.0 nd nd nd tr 0.0 5 nd 

~ 2日
10 8.1 0 0.5 8 

゜
11.0 1 9 8.5 l 8. 5 tr nd tr tr 0.0 4 0.0 0 1 

゜
7.9 3 0.3 9 3.5 9.60 1 9 1.5 1 8.1 nd nd tr tr 0.0 4 nd 

St 2 II 5 8.0 2 0.4 7 2.5 9.80 2 0 1.0 2 0.2 nd nd tr. tr 0.1 4 nd 

10 7.8 7 0.9 7 8.0 9.9 5 I 9 1.0 1 8.8 0.0 3 ・nd 0.01 tr 0.0 6 0.001 

゜
7.9 3 0.3 8 3.5 9.5 7 1 9 2.5 18.5 nd nd nd tr 0.0 5 nd 

5 8.0 8 0.5 6 3.5 I 0.0 2 0 2、5 2 0.6 nd nd tr tr 0.0 8 nd 

St 3 ” 1 0 7.9 9 0.7 3 1.5 9.8 6 1 9 3.0 18.5 nd nd tr tr 0.0 2 nd 

25 7.9 4 0.5 6 3.5 1 0.3 2 0 0.5 2 0.0 0.0 1 nd 0.01 tr 0.1 1 0.0 0 l 

40 7.8 2 0.6 9 3.0 2 0 0.0 2 0.5 0.1 3 0.0 2 0.0 I tr 0.0 7 0.0 0 1 

゜
8.1 5 0.6 3 3.5 19 8.5 1 9.8 nd nd tr tr 0.0 5 0.001 

5 7.9 6 0.5 8 3.5 2 0 0.5 1 9.2 0.0 1 nd tr tr 0.0 9 nd 

St 4 ” 10 8.07 0.71 3.0 198.0 18. 6 nd nd tr tr 0.0 7 nd 

25 7.8 6 0.9 0 6.5 2 14.5 I 9.8 nd nd tr tr 0.0 5 nd 

50 7.7 9 0.4 5 3.5 2 0 5.5 2 0.4 0.01 nd tr tr 0.12 0.001 

゜
8.0 9 0.4 1 4.5 2 3 0.0 2 0.2 nd nd tr 0.0 1 0.0 5 0.001 

5 8.1 2 0.4 1 2.5 3 6 7.0 2 1.8 nd nd tr tr 0.0 8 0.0 01 

St 5 II 10 8.0 -4 0.5 6 2.0 2 2 7.0 1 9.1 nd nd tr tr 0.0 5 0.0 0 1 
，＇ 

25 7.9 8 0.6 3 1.5 2 1 6.0 2 0.2 nd nd nd tr tr nd 

50 7.9 4 0.6 7 3.5 1 2.3 2 6 2.5 2 2.8 nd nd tr tr 0.1 3 0.0 0 l 



’
 

1
6
5
1
 

゜
I s.o 9 o.6 9 I 2.5 9.4 0 21 9.5 I 9.I nd nd nd 0.01 o.o 4 0.00 l 

5 7.9 8 0.9 6 1.5 9.6 9 4 2 8.5 2 8.2 nd nd tr tr 0.0 9 0.0 0 1 
8月1 I 

st 6 10 8.0 1 0.7 2 3.0 1 0.1 206.―O I 8.3 nd nd tr tr 0.0 8 0.001 ~ 2日 . 

25 ； 7.9 3 0.9 3 1.5 I 2.8 3 5 9.0 tr nd tr 0.0 I 0.0 5 0.001 

50 7.7 7 1.0 9 1.0 I 2.1 2 4 9.0 0.01 nd 0.-0 1 tr 0.0 7 0.00 I 

゜
8.0 9 0.3 6 1.5 9.1 5 2 15.0 1 8.5 0.0 I nd nd tr ,0,0 5 0.001 

I 

5 8.1 1 0.5 8 1.5 8.7 7 22 0.5 l 8.5 tr nd tr tr 0.,0 9 0.0 01 

St 7 ” 1 0 8.04 0.7 2 1.5 1 0.7 21 0.5 I 5.8 nd nd tr 0.01 o.o 6 nd 

25 7.8 5 l.1 5 7.5 I 2.9 2 5 6.0 2 6.9 0.31 1.2 2 0.01 tr o.o 8 0.0 0'1 

I ＇ 
50 7.90 0.4 1 3.0 I 2.8 2 1 3.5 1 9.1 l nd nd I tr tr 0.0 7 0.00 1 

8.0 8 0.3 9 2.0 9.7----y 0j213.0 ＇ 0.0 1 nd tr 0.04 nd 

゜
I 9.8 nd 

5 8.11 0.36 4.s I 1 0.4 2 2 0.5 i 2 1.0 0.0 1 nd nd tr 0.05 nd 

St 8 ” 10 8.0 2 0.6 <l 3.5 I 1.4 2 16.5 1 8.1 0.4 I n d. tr tr 0.0 5 nd 

25 7.9 4 0.58 
1.0 1 2.8 匹2 84.ol_ 1 9.3 nd nd tr tr 0、05 nd 

50 7.8 4 I 0.5 3 3.0, 1 L 7 I 2 2.3 ． 0.0 1 nd tr tr 0.0 6 nd 

゜
8.3 2 0.6 3 2.0 9.88 

詞2 3 7.5 2 8.7 
nd .nd tr tr 0.0 8 0.00 l 

5 8.14 0.6 5 4.0 7.4 I 9.8 nd nd 0.0 1 0.01 0.0 8 n.d 

St ， ，， 10 8.10 0.45 3.5 11.1 0.7 nd ! nd tr tr, 0、05 0.00 l 
25 7.96 0.8 0 3.0 12.8 2 4 1、5 2 3.5 nd I nd tr tr 0..0 5 0.0 0 1 

.. • ， 

50 7.8,2 0.5 6 0.5 1 L9 2 0 1.0 1 9.1 nd nd .0.0 1 o.o 1 0.2 1 o.o O 1 

゜
8.1 7 0.50 3.5 9.4 0 I 9 6.0 20.0 nd nd nd tr o.o 7 nd 

St 10 
II 5 8.10 0.5 6 4.0 9.6 0 2 2 2.5 2.0.6 nd ,nd tr tr 0.0 6 0.00 l 

1 0, 8.2 2 0.6 9 3.5 1 0.3 195.0 20.0 nd nd tr tr 0.0 6 0.001 

2・5 ' 7.9 8 0.67 1.5 1 2.6 I 2 1 2. 5 I i 8, 7 nd nd tr tr 0.0 8 0.001 I 



ー

6

6

1

• • -□日／口¢．III9-/:¢|μッ̀em|̀lll9/.::.¢ -l 採＇水 採水 採水 水保 秀明度 水温 pH COD T-N p4-cu Pb zn Cd 
地点 月日 時刻 m nt ℃ 99/9/¢ In9/¢ 9/99/¢ 哨／¢ 哨／¢ 1119/¢ 呵／0

゜
8.0 6 0.4 6 2.0 9.3'4 2・3 5.0 1 8.1 nd nd tr tr, 0.0 5 0.001 

5 8.1 0 0.71 1. S l'〇.o 1 9 :1.5 1 8.1 nd nd tr tr・ 0.0 4 0.0 0 1 
8月1

1 0 I O.8 8 t 11 8.0 6 0.6 3 5.5 l 9 1.0 1 8.9' nd nd tr tr 0.04 0.001 ~ 2日 I 25 8.0 2 0.6 9 1.5 1 2.7 2 0 5.0 I I 8.8 nd nd tr, ! t.r! 0.10 0.0 0 I 

50 8.0 3 0.6 7 3.0 12.7 jl93.o! 19.B, nd nd tr 0.0 1 0.0 4 • nd 

゜
9.5 I 0.2 7.8| o.8 5 4.5 I O.4' 20 5,0 1 7.7 I nd nd tr nd 0.0 7 nd 

1 0月
St 1 13:25 5 1 0.3 7.8 1.0 6 6.5 l 0.5 198.0 1 7. 7 nd nd tr・ nd 0.1 0 nd 

3 l日
i 

1 0 ̀  1 0.3 7.8 1.0 8 6.5 1 0.6 20 4.5 I 7.0 0.01 nd nd nd 0.0 6 nd 
--

I 
。』 I 0.0 1 0.3 7.7 1.0 6 3.5 l 0.7 • 20 0.0 I 7.1 nd nd nd nd 0.0 7 nd 

St 2 5 1 0.2 7. 7 I 0. 9 1 4.5 1 0.6 1 9 8.!i 1 7.6 tr nd tr nd 0.0 7 nd 

” 1 3 ! 5 0 I 0 1 0.2 7.7 0.8 9 6.0 I 0.6 i2 O 0.1 1 8.0 0.0 8 nd tr nd 0.0・8 nd• 

゜
95 1 0.2 7.6 1.2 7 □ l 0.5 I !I ， 203.5 1 6.2 nd nd nd na. 0.0 7 nd 

5 1 0.2 7.6 1.2 9 
1 0. 旱7i2 O Q 3.5 ] 8.-t nd nd tr nd 0.0,5 nd S t3 ’’ 14: 1 5 

1 0 1 0.2 '7.6' 1.0 2 7.0 1 0. 1.5 2 1.0 nd nd nd nd 0.0 6 nd, 

25 8.3 ?.5 1.0 2 3.0 J 1.7 2 0 6．ベ 1 8.1 nd nd tr nd 0.0 7 .nd 

~゚ヽ 9.0 1 0.2 7;7 0.'6'2' 2.5 1 0.6 2 0 0.0 1 6.6 0.1 5 nd tr nd 0.0 7 nd 

5 I 0.2 ， 7.6 0'.7 7 4.0 I 0.8 2 0 3.0 1 7. 7 0.25 nd tr nd,‘ 0.0 9 nd 
St4 ” 1 4: 4 0 1;0. 9.9 7.6 0.9 5 6.0 l 0.5 饂4.0 I 1 7.3 ! I I 0.6 3 0.0 7 tr nd 0.0 9 nd 

25 9.1 7.6 I 0.62 5.'5' 10:7 3.0 18.1 1 nd nd tr nd 0.0 7 nd 
l 

50 6.0 7.5 0.51 2.5' I I 4 21 1.0 I 8.8 0.0 3 nd tr nd 0.1 1 nd 
l 

゜
8.8 1 0.0 7.7 0.6 0 6.0 1 0.8 20 5.0 1 7.3 0.5 8 tr tr nd 0.0 9 nd 

s t5 II 1s:30 
7.6丁．605 1 1 0.2 3.51 10.1 I i1s,i.o J 17.3 nd ! nd nd nd 0.0 7 nd 



1

6

7
ー

1 0.0 i 7 6 1。5.9I 4.511 1.1 ••. 

f 

1 0 2 0 4.0 I 7. 7 0.11 nd tr nd 0,0 7 nd 

25 9.7 1.6 1 o.6 o 6.0 I 0.8 2 0 3.5 I 9.2 0.0 5 nd nd nd 0.0 7 nd 
--

50 8.0 7.6 0.4 5 5.5 11.0 2 0 5.0 l 7.7 0,4 5 nd nd nd 0.0 7 nd 

゜
10.0 102 7.7 1.00 3.0 1 0.8 ] 9 8..5 1 8.1 nd nd tr nd 0.0 6 nd 

5 I 0.1 7.7 0.8 2 0.5 1 0.2 I 9 5.5 1 7.0 nd nd nd nd 0,0 5 nd 
＇ 1 0月 --

o.9 6 I St 6 15: 50 l 0 9.9 , 7.7 4.0 I 0.6 210 ?..O 1 7.0 0.3 3 nd tr nd 0.0 7 nd 
3 I日 •-

25 9.3 7.6 0.5 9 4.0 11.2 20 6.0 17. 7 nd nd tr nd 0.1 7 nd 

•• • 一一→

＇ 
:、̀, 5 0 7.0. 7. 6 0.6 2 3.5 I 0.6 2 0 4.0 1 8.4 0.0 7 tr tr nd 0.06 nd 

‘’ 

I゚ 
9.0 7.6 1. 2 7 1 0.0 1 1.6 I i 2 1 6.5 1 s.1 I nd 0.0 6 tr nd 0.0 8 nd 

I -
I 5 7.7 1.6 8 I 0.0 1 1.1 2 I 0.5 1 9.2 0.2 5 nd nd nd 0.05 n d 

St 7 
” 
1 6 : 2 0 l 1 0 7.7 1.0 2 6.0 11.1 219.5; 18.8 nd nd tr nd 0.1 2 nd 

25 7.7 0.6 6 6.0 I 1.9 209.o/ I 1s.sl nd 0.0 2 nd nd 0.1 5 nd 
I 

204.0 18.4I ! 0.03 50 7.0 7.7 0.6 6 4.0 1 1.8 nd tr nd 0.0 7 nd 

゜
1 2.5 9.5 .7:7 0.7 9 j ::1.0 1 o.s I-20 9.5 1 9.2 nd o.o 4 nd nd o.o 6 nd 

5 9.5 I 7.6 o.9 s I I 7.5 1 1―.2 2 0 7.(' 1 9.5 nd nd nd nd 0.0 7 nd 
1 1月

10:05 9.5 7.6 1. 1 5 1 1.0 

出1 2.4 i 2 2 3.5 
1 7.7 0.0 2 nd 0.0 4 -St 8 1 0 nd nd nd 

'' 
6 日

： 25 9.0 7.6 1.1 7 13.0 18.8 nd 0.0 3 nd nd 0.0 5 nd 
l 

i 
50 5.7 7.6 0.9 1 1 0.0 I 8.8 n:d nd nd nd 0.0 6 nd 

゜
1 3.0 9.8 7.6 0.8 3 5.5 11.5 2 I 2.5 l 8.4 0:2 1 nd nd nd 0.0 4 nd 

1. 

5 9.5 7.6 0.6 0 3.0 l 1. l I. 2 0 6. 5 1 8.8 nd 0.0 2 I nd nd 0.0 7 nd 
St 9 ” 1 0: 5 5 1 0 9.5 7.6 0.45 , ・ 9,0 1 0.9 211.0 1 8.8 0.5 1 nd tr . nd 0.0 4 nd ，． 

25 9.3 7.6 0.4 2 11.5 l 1.1 2 I 0.0 1 8.8 0.0 2 nd nd nd 0.0 6 nd I 

50 7.2 7.6 0.9 8 3.0 1 1.3 2 1 6.5 1 8.8 1.2 6 nd tr nd 0.1 3 nd 

St 1 0 ” 11 : 4 0 ゜
1 1. 9 9.5 7.5 0.4 0 0.5 1 0.9 2 0 5.5 1 8.8 nd nd nd nd 0.0 5 nd 



採水 採水 f採••水＇ 水：深＇ 透明度 水温・ pH 
C•O D 

8 8 D O 戸仰 ／c m ---C ¢，，¢寸, T-N P古 Cu P.b zn . Cd 
地点 月日 時刻 m ”し ℃ 哨／¢ 呵／¢ fI19/0 II19/ ffl9/¢ 喝l/¢ /il9/¢ 哨／¢ 明／¢ 呵／¢

; 9 

5 9.5 7.5 0.5 9 , 5.. 0 , l 0.1 2 o 6.P ・1 8.1 nd nd nd nd 0.0 4 nd 

I'•' 10 9.5 7.5 0.6 4 5.5 ~ 0.8 20 6.5 1 8.4 0.10 nd nd nd 0.0 5 nd ...' . 
'2  5 9.0 7,.5 0.5 7 9.5 1 1.7 2. 11.o 18.8 nd nd nd nd 0.1 0 nd 

Stll 11月6日 12 :10 

゜
1 1‘. 2 9.5 7、6 0.9 5 2.5 11.1 2 2 3.0 18.4 nd nd nd nd 0.1 1 nd 

• 5 i 9.3 7.6 1.10 2.0 11.1 2 2 3.0 18.8 0.0 4 nd nd nd 0.0 6 . nd 
' 

10 9.3 7.6 0.5 7 2.5 l 0.4 2 2 2.5 18.8 nd nd nd nd 0.0 5 nd 

25 9.0 7.6 0.6 4 2.2 11.5 21 5.0 18.1 nd nd tr nd 0.0 6 nd 

50 7.2 7.5 0.4 2 2.5 •1 •2. 2 21 5.0 19.2 0.0 8 0.0 2 nd nd 0.05 nd 

本晶柄 ” 1. 1 1 l 2.12 1 0.5 12 6.5 4.4I tr 6.1 1 nd nd 0.0 7 nd 
I 

1

6

8

-

表ー 3 5 0年度十和田湖水質調査分析結果表

ce 
• 3 -

採水 採水 採水 水深 透明度 水温 pH COD ss mgD/O ¢ 電四導/c度m T-N 
呵P／Ot¢ cu Pb zn Cd 

地点 年月日 時刻 n2 ”t ℃ 呵／¢ 呵／¢ 叩／¢ In9/¢ '“9/¢ 哨／0 呪¢ n19/e 

゜
7.5 1 4.5 7.7 0.9 2 nd •1 0.7 186.5 nd nd nd nd 0.0 5 nd ! 

St 1 6月11日 1 4: 00 5 11.5 7.7 0.90 2.3 11.3 182.0 0.8 7 nd nd nd 0.0'4 ＇ nd 

10 1 0.1 7.7 0.9 2 3.9 11.7 18 0.5 0.3 5 nd nd. nd 0.0 6 nd 
， o:o、5

゜
'J.3 14.0 7.7 0.5 5 nd 10.6 181.0 nd nd nd nd nd 

5 1 1.2 7.7 1.02・ 22 11.8 1 8 0.5 0.2 8 nd nd nd 0..05. nd 
St 2 ” 14:30 10 1 0.8 7.7 0.7 7 nd 1 2.4 17 9.0 nd nd nd nd 0.0 5 nd 

14 8.8 7.7 0.6 8 -nd 1 2.4 1 a o--←.o . I 9 
nd nd nn nd 0.0 5 'nd 



|

6

9

1

 

゜
7.7 1 3.8 t 7.6 0.94 nd 1 0.8 175.5 0.3 8 nd nd nd 0.0 5 nd 

5 1 1.5 75 0.6 8 2.2 1 1.5 180.5 0.5 9 .nd nd 0,0 6 0.1 7 nd 

St 3 fl 1 5 : 1 5 1 0 1 0.0 7.6 0.9 6 nd 1 1.6 1 7 7.5 0.0 9 nd nd nd 0.0 4 nd 

25 6.5 7,7 0.5 1 nd 1 2.6 18 0.0 0.1 3 nd nd nd 0.0 5 nd 

33 6.0 77 0.8 5 3.o 1 2.4 1 7 7.0 I 0.2 9 nd nd nd 0.0 5 nd 
←--

I ゚
6.0 1 3.5 7.7 0.7 9 l. 7 1 1.4 179.0 nd nd nd nd 0.0 5 n•d 

5 1 2.5 .7.6 0.7 5 3.8 1 3.2 1 7 8.5 0.1 4 nd nd nd 0.0 5 nd 

St 4 ” 1 6 : 0 0 
10 9.0 7.6 0.7 5 nd 1 2.1 1 8 2.0 0.7 0 nd nd nd 0.0 6 nd 

25 6.5 7.6 0.6 6 nd 1 2..7 11 7 9.5 0.1 8 nd nd 0.0 1 0.0 5 nd 
I 

50 5.5 7.5 0.6 2 1.0 1 2.1 18 1.0 I 0.2 1 nd nd nd 0.0 6 nd 

゜
70 1 2.0 7.6 1.0 2 nd • 1 2.4 181.5 0.2 0 nd nd'nd 0.0 4 nd 

5 10.7 7.6 0.8 6 1.2 1 1.3 1 8 3.0 ! | | 0.4 6 nd nd nd 0.0 5 nd 

St 5 II 12: 50 1 0 1 1.2 7.6 0.8 6 nd 1 1 9 1 9 9.0 ! I 0.19 nd I nd nd 0.0 4 nd 
， 

25 7.8 7.6 1.11 nd 1 2.4 1 8 6.0 0.3 3 nd nd nd 0.0 4 nd 

50 5. 1, 7.6 1.1 5 nd l 11.4,181.5 nd nd nd nd 0.0 2 nd 

゜
7.5 1 2.0 7.6 0.8 8| 0.7 1 1.0 i 1 8 3.5 I 0.1 7 nd nd nd I 0.0 4 nd 

5 10.5 7.6 0.8 8 2.5 1 1.2 1 8 1.0 I 0.3 7 nd nd nd 0.0 4 nd 

1 8 3.o l St 6 ” 1 2 : 2 6 
10 1 0.7 7.6 0.8 3 1 1.7 nd nd nd nd 0.0 5 nd 

25 7.8 7. 6l ,, 1. 1 1 nd 1 2. 511 7 8. 5 I nd tr nd nd 0.0 4 nd 

50 5.0 7.6 1 :・ 0.9 4 nd 

l 2. 戸41185. 5 nd 0.0 2 nd nd 0.0 4 nd 

゜
7.3 1 1.6 7.7 0.9 2 nd 1 1. 5 nd 0.0 2 nd nd 0.0 5 nd 

5 9.3 7.7 1.5 8 0.5 11. 5 nd tr nd nd 0.0 5 nd 

St 7 ” 
1 2 : 0 5 1 0 8.3 7.7 0.8 5 0.6 ;l 2.4 1900 nd nd nd nd 0.0 5 nd 

25 7.0 7.7 0.81 3.3 1 2.6 190.5 nd nd nd nd 0.0 4 nd 



：：日閲；t;I透明：
50 

哨／01,,;人|、,;/do

,゚5 

St 8 16月11日I9 : 1 5卜＿竺
25 

50 

-゚5 

9:551 10 

7.5 

- -.  - -,  

水湿 pH COD | SS Do 霞芦 cr| T-N I疇 cu 
℃呵／0 哨／0、919/0 四／’"呵／0 lll9/0 、ll9/e.IIし／e
5.0 I 7.71 0.861 2.01 12.4 1191.0 I I 0.40 I nd Ind 

1 0.3 7.5 1.1l 2.5 1 2:0 1 1 8 9.5 n d nd nd 

9.3 ! 7.51 0.5'61'2.111'2.l !189.0 
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(3) 秋田湾水質総景規制導入基嘩調査

1. はじめに

最近の公害対策の動向は以前の涸々の化学物質による汚染いわゆる単一汚染の対策から総

合的な対策（環境保全を重視）へのアプローチがなされつつある。大気関係ではテレメーク

ーシステムを活用し、濃度規制から総量規制への転換をはかり各地で実施されているが、水

質関係では従来通り手分析（一部自動化されているが）による監視体制が取られており海洋

への汚染が、徐々に進行している。その一例として本県では「すす水」があげられる。男鹿

半島南岸一帯の海城では従来から「すナ水」と呼ばれる着色水が発生し、漁業関係者の間で

問題となつていたが、特に48年忙は異常気象と軍たつて発生が顕著となり漁業関係者から

苦情が殺到した。これは某製紙工場の廃液が着色したまま海城へ流出、又、都市下水からの

窒素、 リン酸等のいわゆる栄養塩類が含古れた淡水が流出し異常気象と相まつてプランクト

ンが異常繁殖し、茶かつ色を呈する水「ナナ水」が発生したためである。この例では栄養塩

類とパルプ廃液紀よる著色水が原田であったが、その他の物質、軍金属、油分、特殊化学物

質(PC玖 PC凡 PA瓜 ete.)等、漑度的陀は阪微量であるが人口増加と共に絶対最が年々

増加し、海洋汚染へ拍車をかけていろ。

2 調査目的

本県においては水質汚濁防止に関する現行法体系忙碁づぎ、本県の地城特性を生かした環

境茎準の設定、上乗せ排水基準の設定を行い、水質汚濁防止に効果をあげつつあるが、秋田

湾臨海部の大規模開発の今後の進展の状況によつては汚濁物質の排水骨tが増加し、現行法の

濃度規制のみでは将来とも環境甚準を満足するという安全性の面から必らずしも効果的であ

ると断言し得ないものがあり、より合理的な排水規制手法を導入すぺ百であると考え、水質

の総量規制の導入に必要な基礎資料を得る弁．めl'C5'0年度より行ったものである。

3 調査水城

St 1~9......... 河川 (0mのみ） 9 Sampe es 
St 10~1 7 • • • • ・・・・・ 港湾 (0、 1、 3、 5m) 20SamJ)8es 

St 18~3 7......... 海城Co、1、3m) 

St A~ J………  工場事業場（総合排水）

手形山団地・・•••……一般家庭排水

図ー 6の調査地点図と表 5~8の分析結果を参照。

4 調査月日、調査機関

5 0. 9. 3 ……•••河川及び港湾海城

-76-

42SampP,es 

10 S ampP, es 

6Sampke S 



50.1 1.1 2 …•・・・・・工場事業（秋田市内）

5 0、 •1 1.1 3…...…手形山団地

調査機関•••・・・3 ・・・公害技術センクー、公害課、秋田保健所公害係

5. 調査項目、調査方法及び分析方法

調査項目………気涸、水温、透明度（透視度）、流量（河川のみ）、水色（色相）p凡

S— K、DO.BO玖 con.TOC. ss_ T-N P04 、ce-
調査は河川の僑の上から流心を、工場は総合排水を採水い港湾海域妬お、いては小型船で

バンドン型採水器により 0、 1、 3、5m層を常法により採水した。

分析法はJIS -K0102に定める方法か又はそれに準ずる方法で行い、 TOOVCついては、

OcE:lanography, Internationae co.の非分散敬赤外線分析計524 B型でアンプ

ル方式で行った。又、 CE万てついてはk5 mv,-伍以上のもののみ oec%。)=.o.3 s x k(m u 
/cm)に換算しだ。

6. 調査結果及び考察

諏当日社、日中の町嵩気淵が30℃を越い海上でも 31. 5℃と残暑はきびしかった力へ

波浪は1~2で比較的おだやかであっ免。調査当日前 10日間ぐらいは降水がなく、当日は、

渇水状態匠近く、風向風速は調査開始の 9時では SEの風が卓越し、時間の経過と共に時計

回りの方位に移動しており、風速も 3~4mで波浪への影響もさぽどなかった。

潮流妬ついては調査でぎず、 4 7年の運輸省第一港湾建設局調査の潮流図を引用させて頂

く。（図ー 7参照）秋田湾は佐渡ケ島周辺から沿岸沿いに北上する対馬暖流の分枝流が湾ロ

部を通り、 NWからNNWに流向をかえ、男鹿半島南西部へ流れている。この際、湾内には右

回りの循環域が形成され、河川や工場などの汚濁水は（時期的に差はあるが）湾内に停滞す

る傾向がある。夏季には対馬暖流の流速も1.5ノット（キ 0.75111:./sec)と速く沿岸へ汚濁水

は滞溜するが冬季は北西の強い季節風とリマカ慧流の南下により湾内の汚濁水は乱れて滞溜で

ぎず、醗ょり遠ざかる。又、波浪は波高 1m以上の出現率は夏季6.7喝、冬季52.1伶で

冬の季節風の影響が大ぎい。周期は 8secl:J._I:.の出現率が秋田沖で 11. 2 dJ,出戸浜沖で6.4 1£ 

である。波向は屈折の影響でほとんど汀線（海面と陸地との境界線）に直角方向になる。潮

位は一般的に小さく、秋田港で約0.3m、船川港で約0.4 mである。高潮による影響は、冬

季に多く、そのほとんどが日本海を通る低気圧と冬の季節風のため発生している。以上、気

象、海象を考慮に入れながら考察してみる。

海域忙おける水色は図ー 8に示す。47年運輸省第ー港湾建設局の調査とほぼ一致し、男鹿

．，：半島南部方面からの巻き返しがあり、発電所近くのSt.. 1 9は沿岸沿いに南下した廃水奴

--:7 7-



発電所放流の温排水の影響を受けて巻こまれ、水色 14の間で循環城が形成していると推定

される。雄物川の水量は秋田運河のそれと比較しても大であるが、南防波堤が潮流に大きく

影響していると思われる。又、当日は渇水状態に近く、雄物川から（淡）水量も平常より少

なく、海水の河川への流入も考えられる。河川からの表層水は河口より、あまり流出せず沿・

岸沿いに拡散するものと思われる。

溌明度も又、水色と殴ぼ同様である。（図ー 9参照）電導度からは秋田運河（旧雄物川）

のSt;11港大橋あたりまで海水が進入していることがうかがわれ、渇水状態のために海水

の逆流を裏づけるものである。 BODII(おいて河川の S女7草生津川勝平橋で30. 4ppmと他

の河川に比戟し異常な値であるが、（他〇頁目も高い）、約 1o·•m上流たは E し尿処理場、 F終

末処理場があり、叉、少流奇のため高濃度陀なつた。秋用大橋ではいずれも低濃度であるが、

これはJ'製紙の排水口より上流のためである。下流の雄物川新橋での測定も必要と思われる。

秋田速阿の港大橋ではOm、 2. 5 Illより 1m屑が、 BODは高く、つつみ込まれた状稚とな

つている。これば CEーをみてみると 1mが低塩分であり 0m、 2.5 mが祁塩分とをつてい

ることから推測六れる。 St,12の石油基地あたりからS炊 16の大浜水路境界tてふ叶て水

色20、透明度約 1mと非常に汚濁した水であるが、濁水たよる海水の流入！てより停滞した

ためである5又、海域では St、 25がBOD、CO込 'roeがOmと3mで逆転しているが、
これはB発電所からの温排水の放流によると思われる。

次！rt.河J!~運河、海城と大ぎく竺．つに分け、海域はさらに A 水城 (S t, 18~26)、 B

水域（ St,27~37)と特別し、さらに又、これらを omと・3m陀屑別し、それらがあくさ

でも涸々に同一母槃団であると仮定~ BOD-TO C',,. COD-TO C、Bo・n-co込 Toc-ce―

の相関分析を行い、各々の関係を考察してみた。表ー 9~12（て相関分析結果を示ナ。 nは

サンプル数、四、すは平均傭、(Jz、dyは試科凛準偏差、 rは試料相関数、相関性 1琢

5,,,はr岱食定結果、戸は寄与率、分散比は分散分析の検定結果を示す。

o BOD(x)-TOC(y)の関係

BODは海城と河川運河とでは平均値で約2.5倍強の開きがある。 TO•C は BODぽど差は

たく、海城と淡水城での開きは約1.5倍である。 BOD、TOC共に海城においてはOmと3

m層の差はあまり著しくはたい。 0のも当然異常値があれば、パラッキが大きくなる。河

川に本、いてdzが8.8 l'C対し6釦 1.5である。海城においてはバラッキも少なくなる。河川

と海城のdE/dyとの比率は約 6倍となつている。

o COD(X)-T6d(y)の関係

CODでは海城と河川では平均値で約4倍であるが、(JXでは河川で2.5、海城で0.5とバ
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ラッキは少なくなくなり、河川と海域の<1x/6yの比率も約 5倍と BOD-TOCより少ない。

。•BOD(x)-coD( y)の関係

河川においてBOD,CODとも TOCに比較し、 aは大であり、海城においても約2倍のパ

ラッキがある。

o Too(x)-ae-(y)の疇

運河において<1y/<1Xは約 5であるが海域では約0.3と同程度のバラッキに過ぎない。

・O' Tの精度・

rだけを比戟すると BOD-TOCが全体に渡り、相関性が一番ありそうに思われるが、表

-l 3に示すよりに rの精度を比敦すると COD-TOCが粒度がよくその中でも St、 1-37

全層の 0.9がこの中では一番、正規分布に近い形を示している。図 5~8にBOD-TOC¥C 

on-Toe_ Bon-con_ ・roc-ce―の散布図と回滞直線を示す。

0 回帰有線

表ー．14に回帰南線の勾配と切片を示す。 BOD-TOC!'Cないて 1,=b叫 aではBODが増

加すれば河lIK港湾より海域に出いて TOCはより増加い:.C=t炉｛出TOC力贈加すれば

BODは河川より海域においてょり減少する。 COD-TOOの凋係はy=bX+aでは CODが増

加すれば河川より海城においてより減少い ←和＋a1では TOOが増加すれば CODもやは

り河川より海城においてより減少する。

0 分散分析

ざて、それでは今までの相関分析を行ったととが意味があつたかどうかを判定するため分

散分析法忙よる解折を行った。表ー 9~12を参照。分散比をみてみると全般的にサンプル

数の多い方が分欣比が大ぎく、，又、 COD-TOOの方が大きい。回帰匠よる変動と回帰から

の変動を全変動と比牧＋るとやはり、サンプル数の多い方、つさり 集団を拡大した方が回

帰ycよる変動が大きく、海城に進むにつれて、その比率は回喘からの変動が増加してくる。

っ古り、河Ji~港湾、海城全てを母集団としたものはy=bX+a （か49+{) iておいて X(y}

の変化に対し、y(X)の変化のバラッキも大きいので回帰からの誤差は小さくみえる。海域

のみでは元（り）の変化に伴ない、 y(X)の変化のバラッキも小さくなるので回帰からの誤

差は大きく現われる。今主ではSt17の海域基点を中心として考察した汎観点を変えて沿

岸かちの垂直距離と海底の地形を考慮に入れて考察してみる。（図ー 19参照）雄物川河口

から出戸浜沖たかけては全面砂地で、単調な地形であり、等深線も海岸線に平行で規則正し

く並び沖合いに向い次第に深度を増~ 4Kmでは 30 m前後の水裸である。図ー20~23 

は沿岸からの垂直距離と Bon.con.. TOO.. oeーの関係を示したものである。 BODでは0、
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3 m共に沿岸より3Km地点まで変動は激しいが、それ以上の距離では比飩杓安定い次第匠

減少している。 Om、 3 m、共忙ピークの山から明らかなより忙北防波堤及び発電所放流口

周辺の地点である。 CODでは 1Km未満さで 0,3 m共陀変動は激しいがIKmを越えるとうね

り陀も似たカープを描がき、 5畑地点でo,3 mともiて上昇している。 TOC ctll.5~2. 7Kni笥

で多少の変動はあるがその他はあまり変化はみられず、 3 Km以降は Omと3mは接近し、つ

まり拡散混合されて安定し、次第四：戊少する。 C『¥l畑以内で多少の変動はあるが IKm 

以降は Omと3mが上下し、次第に安定している。又、 BOD,con. TOO、oe一の0mと
3 mの濃度差をとりプロットしたのが図ー 24である。 BODではSt, 3 6と23が顕著で

ある。 Sス36はD製紙の廃水忙よるものと思われる。 CODではSt27、24, 3 2がプラユ

(0 mが商く）でSt_2 0、30はマイナスである。 TOCとce―では沿岸より 1Kmまでは同

じように変動し、それ以降は負の相関があると思われる。 BODとCODでも 3Kn以降は角の

相関らしいものが表われている。沿岸と記で有角な地点S仄 17、27、28, 2~ 30, 31、

3 2をプロツトしてみると図ー 25のよう陀そり、 CODIf[,おいては0.3 m共忙波形（うねり）

i,'(11わたペクーン！てなり、 又、 TOO、ceーのomと3mの哨廿司じよう相到昴うもで^ 元

工場事業場と手形山1可地の排水については 11/I 2~l  3 SampR,"ingのため河川、海

成などとの対比はできず、デークのみにとどめておく。

以ヒのことから守とめとして

0 調脊当日は渇水状態陀近く、海水の淡水域への流入があっセ。

0 風向風速は S凹から Sに移行し 3~4  mであり波浪への影9母はあまりなかつた。

0 潮流は水色、透明度からみると 47年の建設省の調査と汽ぼ一故し、循環流が形成され

ている。

0 汚染源近くの水域では拡散が十分に行われていない。

0 河川陀おいてはパラツキが大至く、海城では拡散のため小さい。

0 BOD, con. TOOではBODがバラッキが大ぎく、 TOCが小さい。
o COD-TOOの喝係が一番相喝性あり、精度もよい。

0 母集団のとり方により、相関性が変動する。

0 沿岸より 3KmはBOD、00恥 TOCが変動しそれ以降は安定する。

調査及び分析上の問題

0 海域では気象、海象｛てよる影料が大であり、同時調査が必要である。

0 サンプリング地点を同心円状ではなく、沿岸に垂直陀行い、サンプJレ数を多くする。

0 汚染源をはつぎりと把握する。

o N、 Pにおける分析法の検討が必要。

などがあげられる。

今回は総量規制導入基礎調査の初年度であり、十分な検討が行われなかつたが、今後、デ

ータの蓄積忙より秋田湾の排水規制手法を把握したい。

-8 0-



...,ヽ .ヽ・.,...,..．．  ..,.. 

＇ 

忍ク・.,-、9:

心°

＼
 ｀
 

匂
＼＿  

⑲
 

・―一ヽ..

‘'ヽ、
、、
・. 

•、··
‘̀ ‘ヽ・‘̀ • •· • ̀  `

ー・`ー・・ーエ．疇!jSI____... -

・/,. 

／＇ 

＇ 
/ 

•‘..,. 
ク

... 

‘ヽ

ノ

•9. ・
ヽ
・
‘
`
'
!
'
... ,
.
9．ヽ
ー
／
 

I
 .
. 
ヽ ． 

．．
 
ヽ

＇ ／． 

／
 

．． 
‘‘ `̀ • 
．`` 
｀` ~̀~-̀・-―― ----

． ／ 
／グ'

，，，，／ 

-—·—— 
—··/ 

---

園
＜
讐
＊
冥
冨
霰
●
露
麟
｀

9

1
匿 -~I-



表ー 5 水質総量規制分析結果（河川）

Sampeing 5 0. 9. 3 

＼
 

ー

8

3

1

3-
種 地点

地点名 採水 讐讐 記 流景点岱 pH COD TOC 88 忙ーN
（P呵0／4e) CB 類 番号 時刻 約／e)（叩／B)（呪／り （呵e) （％。）

① 秋雄田物大橋川 流心 10:30 31.3 260 27 蛋 色白 7.5 8 1.5 7 1.0 1.0 0.2 3 .0.0.0 6 
緑

② 太平川 ” 11:55 34.3 26.0 1 3 
， 濁灰

7.0 4 4.5 5 3.2 8.5 0.5 4 0.6 00 
牛島橋 緑色

河 ③ 猿田川 り 11:30 330 25.6 1 3 微緑 6.79 3.. 03 2.5 6.5 nd 0.1 68 
開橋 濁褐色

④ 旭 Jll 
” 14:00 31.7 27.5 1 2 

黄緑 8.12 126.5 11.1 2.6 I 2.4 3 1.7 4.5 0.21 0.2 76 
川口橋 褐色

⑤ ” 
， 

6.0 I ！ ” 1心2533.0 26.7 1 5 ” 
6.9 0 5 4 8.0 2.6 3.8 5 3、1 7.0 0.8 6 0.3 10 

旭 橋

J I I ⑥ 草面生影津川橋 II 1s:oo 33D 27.3 7 乳 白 6.9 4 2 7 2.0 . 5.4 5.4 8.90 I 4.5 1 2.5 1.85 1.0 1 
褐色

⑦ ” ” 15:15 33.0 27.1 3 黒褐色 7.0 1 9 28.0 2.9 3 0.4, 7.8 9 6.0 2 3.0 11.3 2.3 2 勝平橋

⑧ 新城 閾” 9:10 30.8 I 25.0 13 濁褐色I7.7 4 m邪 m: 8.2 2.9 4.2 6 2.9 3 8.0 0.0 1 0.2 1 2 9.5 2 
大浜 2 5.0 5 

⑨ 旧雄物川 II 10:00 30.8 1I I 26.0 29 微濁 7.7 5 
mU/cm 

8.8 I 2.4 1.6 s I 1.0 2.0 0.0 8 0.0 1 2 9.5 4 取水点 I 緑色 2 5.1 0 
I 



表ー 6 水質総櫨規制分析結果（港湾海域）
Sam pE in g 5 O. 9. 3 

1
8
4
1
 

種 嘉喜
採水

讐30」.o : 2 8.l i 1透明m) 度1色相 pH i k, DO I BOD COD TOC ss （呪T-／¢N)|p（喝o／i-e) c t! 類
地点名 時刻 (0.k色） (μ必n)€ヅり (m'J,／の （昭／e)(Inヅ佐） (71llj/¢) （％。）

⑩ 秋田港旭 I 流 9: 1 5 1.5 1 7 7.0 6 2,220 4.8 8.0 2.3 9 2.7 2.0 2 9.1 5.0 0 
91I合流怪 心

゜
2 9.5 28.0 1.5 1 7 7.8 7 4 3.5 5 5.0 I 3.3 3.5 6 3.1 3.0 1 4.2 3.3 0 1 6.5 5 

港 R 
秋田港 1 9， :40 2 7.5 7.2 3 1 2.6 0 5.1 2 1.1 2.5 3 I 2.9 

2 1.；・5ロi 4. 6 8 1.0 2 4.7 9 港大＇揺

3 3.8 o I 
—· l -

2.5 2 7.4 7.9 1 4.2 8.5 1.5 0 2.5 3 0 1 0.7 9 2 I 2.8 4 
~ ・ 

満 I . i 

゜
30.6, 1 27.6 I 1.2 18 765 2 3.2 0 8.0 1 3.0 3.2 8 2.8 7.5 9.4 3 1.8 4 8.8 2 

． 

及 I9 ⑫ 
| ＇ 

石油革地 1 10:00 2 8.0 8.4 2 3 5.0 5 9.4 10.9 4.9 6 3.5 1 8.5 5.00 0.9 5 0 1 3.3 2 

i I 2 7.5 2.1 I I 28.0 1.0 8¥ 3 8.16 4 1.2 5 6.8 i 4.9 1.96 0.3 5 3 1 5.6 8 

び
3 0.0 2 7.9 1.3 20 8 4 3 3 6.4 0 1 2.0 3.1 2.9 2 2.8 2 2.s I 3.8 9 0.5 99 1 3.8 3 

゜I • ． ’’’ l 

秋田港
j ⑬ 秋田鉄鋼 3 10:20 2 7.7 8.2 5 4 2.1 0 

8 ］ 竺J.lにI l 6 9 2.8 I 1 8.5 nd 0.101 l 6.0 0 海 埠頭前 , -
I 

5 2 7.fi 8.1 3 4 4.1 5 d I i 7 36 1.7 2 5.5 nd 0.1 0 5 11 6. 7 8 

ヽ

9.7 I 5.61 1.8 5 域
秋田港

゜
10 :.40 3 1.5 2 6.5 • 1.2 20 8.2 7 i 3 2.0 5 3.1 1 6 0 2.00 0.4 1 5 1 2.1 8 

⑭ 火力発電
8.2 2 ーナ14一4→.6 5 1 I 01 0.1 I 

ヽ 所取水点 3 2 7.5 6.2 1.2 6 2.4 1 6.5 0.1 4|0.1 4 8 1 6.9 7 

0110:so 3 1.0 団_'.:'!'20
8.3 -ニ2 !4-1-2] I 10 -゚ 4.7 2.2 7 2.7 2 4.0 2.1 2 i Jo.3 o 2 l 1.6 l 

⑮ 秋田•港
．． 大浜7k路

a 3 
，8,2 9 ． i 2.0 0.2 3 1. 9 2 4.5 0.2 9 0.1 l 3 1 fi.6 6 



ー

6

5

、’

.
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大秋浜田水路港 ゜
11 :oo 3 1.0 2 8.2 1.1 21」8.45 

3 8.7 5 叫10.9 i 5.7 3.6 31 3.0 1 9.5 2.3 5 0.3 4 0 14.7 3 ・⑯ 
2.5I ! I 1.5 0 

: I 
境 界 3 2 7.8 8.2 7 41.2 5 I I 2.4 2 8.0 1.1 O・ 0.2 2 6 15.6 8 

39.90 I 1 12.2 
I 

゜
3 1.0 2 8.0 3.5 15 8.3 7 3.9 0.8 6 2.6 2 7.5 1.9 2 0.4 8 3 1 5.1 6 

港
秋中央田（海港

ー・・

⑰ 1 11: 10 , 2 7.7 I 8.1 8 4 4.40 8.9 2.1 i 0.9 5 2.0 2 2.0 nd 0.0 4 8 16.8 7 
城甚点）

＇ヽ ,,  , 9,  I 

1 2 7.5 44.7 臼 1.9 I。.741 I 
麓 3 8.1 9 1.6 2 8.0 nd nd 17.01 

I 2 7.5 I 4 4.6 1.1 o.s s I I 
： 

5 j 8.1 5 1.2 1 7.0 nd I nd 16.9 7 
及

2. 9.8 j I 2 8.0 4 5.9 s ↓ I 
, 9 

゜
9: 2 0 , 2.51 I 15...8.2 0 8.3 1.9 1.0 3 2.0 1 8.5 tr nd 1 7.4 6 

⑬ 
NNW ＂ 

1 Km 
3 ! 2 1 2 4 5.5 5 I 7.9 1.5 ！ , 9,  1.6 1 1. 7 iI • 3 0.5 nd nd 1 7.31 び I. 

； 

2.0 I i I 3 0.0 

゜
9: 4 5 4 4.3 5 8.8 2.3 1.5 7 nd nd 16.8 5 

⑲ 
'NNW 

3Km 
.. 

海 3 2 2i 44.2 0 9.0 2.3 1.7°9 2.0 2 5.5 nd tr 16.80 

゜
10:20 3 0.7 2 ::! 6 4.4.9 5 9.7 ' 2.6 o.so 1.9 30.0 nd tr 1 7.0 8 

城 ⑳ 
NNW 

5Km 
.、

3 2 9.,o 8.2 4 ,15.0 5 I i 8.9 2.4 1.4 2 1.9 20.5 nd nd 1 7.1 2 

,・ 

゜
11:50 29.5 2 8.5 2.0 1 5 8.1 8 4 3.1 0 9.1 1.6 2.6 6 1. 7 Z7.0 0.7 5 0.0 10 16.3 8 

R 
NW ；， 

＇・

0.5km 1 2 8.5 8.1 5 4 4_3・0 I 8.2 2.0 2.1 6 1.5 19.0 0.1 9 0.0 0 4 16.8 3 

゜
11:40 31.6 28.5 2.0 14 8.20 4 2.. 4 5 9.4, 1.8 0.8 5 1.7 26.5 0.8 4 0.0 0 9 16.13 

⑫ 
NW .. .. .. 

トー

1 Km 
，！ 

3 2 8.5 8.1 8 4 5.05 9.9 2.5 1.0 2 1.8 2 1.0 nd 0.001 l 7.1 2 
・＇ , t ，．．、、

—• 



1
8
6
1
 

種 馨魯
採水 気淵 水温 透明度 色相 pH k DO BOD COD T 00 ss T-N p喝一

c ¢― 
類

地点名 ”2 
時刻 （℃） (C} (m) （水色） (μ.u／吋） C呵/e) （噂r!) （喝~) （吸／の （呵／f,)（畷Aり（呵／の (%。)

゜
11: 10 3 0.0 2 9.0. 3.5 1 3 8.1 7 4 4.7 5 8.1 1. 1 0.3 2 1.5 2 4.5 nd nd I 7.0 I 

NW I 

⑬ 2Km 
3 28.0 8.1 6 45A 0 7.5 2.8 0.4 7 1.6 1 9.5 nd 0.00 3 l 7.2 5 

港

゜
11 : 0 0 30.3 • 2 8.0 3.0 14 8.2 2 4 4.70 9.3 2.1 1.3 1 1.9 2 7.0 0.2 8 0.0 2 7 16.9 9 

⑳ 
NW 
3Km 
3 2 8.0 8.21 4 5.10 8.7 2.2 0.6 4 1.s I 2 2.0 nd tr 1 7.1 4 

湾
10:45 27.7 3.5 8.6 0.6 4 0.1 l 0.0 2 5 

゜
2 8.0 14 8.21 4 4.8 0 l.6 1.4 2 9.5 l 7.0 2 

⑮ 
NW 
4Km 
3 2 8.0 8.2 3 4 4.7 5 9.0 i 2.2 0.7 4 2.0 2 5.0 0.0 3 0.0 6 5 .17.01 

及 ！ 

゜
IO: 3 0 3 0.3 28.0 3.0 14 8.25 4 4.7 5 9.2 2.3 i '0.8 l 1.8 2 9.5 0.2 0 nd 17.01 

R 
NW 
5Km 
3 2 8.0 8.21 4 4.6 5 8.9 1.7 0.8 9 1.8 2 4.0 nd nd 16.9 7 

び □ 31.o 28.5 2.5 14 8.2 l 4 2.6 0 9.1 1.8 1.4 8 1.8 2 7.5 0.7 4 0.120 1 6.1 9 I 

w 
海 ⑰ l 11: 25 28.5 8.2 2 4 3.2 5 8.6 2.2 1.17 2.2 2 4.5 0.5 9 0.0 7 4 16.4 4 

0.5Km 
3 2 8.0 8.1 4 4 4.6 5 8.2 2.0 0.6 4 1.6 3 0.5 0.10 0.0 1 2 l 6.9 7 

城

゜
9: 1 0 31.0 I 2 7.8 4.0 ， 8.1 2 4 3.3 0 8.3 1.8 1.0 3 1.8 2 5.5 0.7 7 0.0 8 6 16.4 5 

⑳ | W lKm 
4 5.20 I 8. 5 1 I 

3 27.6 8.1 2 1.4 1.2 1 1.5 2 9.0 nd 0.0 4 9 l 7.1 8 

゜
10:35 2 9.0 2 7.7 

70「'8.1 2 4 4. ：ロI 1.0 1. 1 4 1.3 2 3.5 nd • nd 1 6.9 3 ⑳ 
.w 
2Km 
3 2 7.5 8.1 2 4 4. 1.4 0.9 3 1.4 25.5 nd nd 16.89 



1
-
8
,
7
1
 

゜
9:45 3 0.0 2 7.6 , 7 5 1i , I 1 88..0 1 1 8 ！ 14 5.2 0 7.5 1.5 068 1.5 3 0.5 0.0 2 nd 1 7.1 8 ＠ 

w 
3Km 
3 2 7,5 4 4.2 5 7.7 0.8 1.27 1.7 3 5;0 0.0 6 nd l 6.8 2 

... 

゜
9:55 30.5 27.7 l 1.5 i 7 8.1 0 4 4.1 0 7.4 1.3 1.0 4 1.4 2 7.0 nd nd 16.7 6 

R w 港 4Km I 3 2 7.6 I 8.I 0 4 4.1 5 I -7. =-+ 3 i 0V .8 0.8 9 1.4 3 4.5 0.0 4 nd 1 6.7 8 
'-

゜
1 0: 0 3 3 1.0 2 7.6 l 2.5 7 8.0 8 4 4.0 5 7.4 I 0.6 2.0 6 1.2 3 1.5 nd nd 1 6.7 4 

湾 ⑫ 
w 
5Km 

2 7.5 I 3 8.10 4 3.9 5 7.7 0.8 1.2 l 1.2 3 1.5 nd nd 16.7 0 

o・ 11: 05 ・3 1.5 2 7.8 I 6:() 1 8 8.1 l 4 3.90 8.0 2.51I 。.49 1.8 3 4.0 O.Q3 n d l 6.6 8 
及 ⑲ SW  

. i I 

lKm 
3 2 7.7 8.1 3 4 3.2 0 7.8 1. 9 I 0. 5 l 1’. 3 •• :-i 2.5 nd nd 16.42 

1 ̀  0'.・5 ’ 1 び ゜
l O: 4 3 30.5 2 7.7 7 8.10 4 4.3 5 7.7 .0.9 0.5 8 0.9 3 0.0 nd nd I 6.8 5 

⑭ SW 
3Km I ； ‘・ •• 

3 ．，2 ·•· 7. 6 8.12 43.9 5 7.5 1.2 0.6 8 1.3 2 5.5 nd nd 16.7 0 

... 
海

゜
、10:20 3 0.0 2，7̀6 1 0;5 7 8.1 2 4 4.10 7.4 1.2 0.7 4 1.3・ 31.5 nd nd l 6.7 6~ 

SW .-・ ．． .• I 
⑮ 

5Kro 
3 2 7.6 8.11 4 4.70 8.0 1.1 0.3 6 1.2 2 5.0 ~nd nd, 16.99 .. 

城

゜
l O: 5 5 31.0 • 2 7.7 8.0 8.1 l― H.15 7.7 2.9 0.60 1.1 3 1.0 nd nd l 6.7 8 8 

⑮ SSW 
2Km 
3・ ．、

• ・ 2 7.6 8.1 3 4 4.6 0 7.8 1.2 0.4 2. 1.4 2 2.5 nd nd 16.95 

゜
10:32 30.5 2 7.6 ,8:5 7 --8.l l ~.4 5 5 7.4 1. 5’ 0.6 6 1.8 3 0.0. nd nd 16.93 .. 

⑰ SSW 

I 7.s.12 rヽ4.95 4Km 
， 

1 7.0 8 ! 3 27.6 :i.o 1.0. 0.5 3 1.3 2 6.5 nd nd 

／ヽ 



表― .7 水質総量規制分析結果（工場）
Sam i i Il IZ 5 0. 1 1. 1 2 

工場事業 l k BOD COD 婉TOC6) ・SS T-N （p叩0パ43-） c£— 
場 名

採水箇所 pH 
“u/cm） C叩パ） （町／e) （噂0)匂り C %。)

A 
し’尿 総合排水 6.9 3 4 3.3 5 2 2.9 15.29 2 8.2 125 tr l 2.2 16.4 7 
処理場

B 発電所 放流口 8.21 46.15 1.0 1.0 3 2.8 13.0 nd 1 7.5 4 
,'--•一

B ” 
取水口 7.4 4 15.4 0 1.0 2.4 3 1.6 18.5 0.9 2 0.1 00 5.8 5 

C 製錬 総合排水 7.5 8 4 4.60 0.9 0.1 4 1.5 2 0.5 nd 0.0 5 7 16.9 5 

D 製紙 ” 7.5 9 
伽ん』

l 2 冗 5 1.8 6 4.0 5.46 
2.6 l I 

45 0.0 

E し尿 ” 7.6 5 “2 u5 /1.c5 り 15. 4.3 2 1.0 1.6 1 2 6.4 
処理場

F 
終末
” 6.5 l 

(μu/co 3 6.6 13.4 8 1 2.8 35.0 9.5 4 5.7 3 ＇ 
処理場 4 50.5 

| G 肥料 ” 7.8. 0 U1.Lu4/0c心0, 1.9 3.5 9 2.9 4 1.5 102 2 2.8 ． 

“6 I)6 /6c.(o ) 1.7 | 2 5. o .H 化学 ” 8.5 1 1.2 3.07 1.0 7 0.2 61 

｀ I 金属 l ” I 6.s 9 μ5 /)3 ／0.0 叫 1.9 3.0 7 1.7 2 8.5 nd 0.35 0 

J 製紙 ＂ I 6.6・ 3 如1.3／7 c5 O 4 4 l 6.4 i 583 107 4.4 6 I I 1.2 5 ' l 

表ー 8 水質総量規制分祈結果（一般排水）
Sampeimg 50. 11. 13 

I 
：芦 1.pH k I BOD I COD TOO I ss T-N （p叩o／i-e) cc%e。―) 団地名 (j.L I~）（噂り（町／e ） （噂e)（叩／e)向／0）

I I 
手形山団地 7: 30 6.5 3 41 8.0 5.4 7.5 5 7.3 4 0.0 6.3 2 2.6 l I 

” 10:00 6.4 6 4 1 1.5 5.6 8.6 5 7.6 3 8.0 1.8 6 2.s 9 I I 

” 12':30 6.5 3' 4 2 0.5 
'. 0.4 7. 5.3 5.1, 6.0 7.3 6 2.0 9 

” 15:oo 6.5 0 4 1. 7.5 0.2 7.3 3 5.1 6.0 6.1 6 2.1 1 

I 

” 1 7: 30 6.4 2 3 5 4,5 0.1 6.56 3.7 8.0 2.1 2 1.5 6 I 

” 20:00 6.2 5 3 6 6.0 0.2 5.5 5 3.8 s.o I 4.1 4 1.6 2 ！ 

I 

-8 8'-
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.i
 一 平均的瀾流‘

図ー'l 秋田溝濃漬図

（図中の徴字は演速（ノット））
~ 多く現われる部分涜

`---—ー 比較的回数の少ない特殊流
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2 月 3 月～ 4 月

|

,

1
「

ー

ロ

ロ

ー

、

＼

、

口

信

□
-―5

、ゞ
‘
¥
‘
¥
-
8

賢
ロ

＼
 

¥
'
ー
｀
｀
＼
＿
＇
ー
！
，
＼
｀
‘
＼
疇
ゾ

口いい！．^
似＇ーー一ー'_ーー、．り闘^

1j
ク

J

¥
rー
ー

（

一

．

＼

ー

、

）

1
-

:
]
、
]
」
ー
＼
＿
月
宣

[
!
'
1
1
`
~

□
,
J
ロ
口
い
:
)
[
¥
¥

：
ロ
ニ
i
]
-
ハ
ヽ
ー
し
し
，
t

•
9

`

[

-

ご
]

[

-

8

八
J
f
"
>
へ
‘.I、一

(・‘,、'、し

ゞ
が
各
＇
’
ー
1
,.. 

烹

｝

5 月

戸

ー

ー
ヽ

、，＇、
、
,
'
‘
,

、
5

．
 

0.I~

i 

,

4

・

 

灼

＿

P

．

}

x
，

ヽ

‘

●
I

¥

¥

 

＼、‘、

-
0
,

、
＼
ぃ
＿

,.l
it1
1

¥

¥

a

-

八
）

9`
、
¥
-
―

/

-

,
i
¥
/
‘
、

l

-

•9, 

.. ,
 
.
.
 ,
'
・
 



・.・ .... 

ー／／）ー ”→

ーロロニ／三□
□ /ー／：ー、[-¥“¥.／ー：1：..//i ¥ 

.，，1/- . / 
．＼、 ・:! /し~· .... 

／／ 
〖·へ ／／／
¥~----/__.. 

口

-• -· . -- ~ 

I 

口 ．—-三＼／―-一
~ , .. 

^
111 

9
1
0
 

天
＞

-90-



，
 

、)、
/

¥

‘

¥

.

l

□

O
‘
＼

□い
＼
＼
＼
＼

＼
 

＼

□

~
｀
`
[
\
＼
ー
＼

1
8
0
)

＼
口
¥
三
：

＞
 

度
）
＇

明

m

透

（
＜
 

0
,
 一

図

¥̀・ 
＇ 

で、
¥ 9 

．． 

？ロ

-91ー
＼ 



表ー 9 BOD (x) -TOC  (y) 

Sample 相関性
Zone (m) n ュ： y ax <1y r 

成i 1 % 5 % 

0. 1. 
70 3.36 2.02 4.548 0.8 51 0.7 40 Yes 

3. 5. 

1-37 All 

゜
37 3.60 2.18 5.089 1.030 0.76 3 Yes 

3 25 2.12 1.7 5 1.313 0.4 4 5 0.8 27 Yea 

1-10,River 

゜
10 5.94 2.8 6 8.828 1.5 3 3 0.7 7 4 

.,  べ．

0. 1. 
1 8 4. 7 3 2.4 9 3.18 8 0.582 0.642 

3. 5' 
Canal l ト

1 1-1 7 I ＆ 
゜

7 5 .• ―66 2.87 3.l81 0.198 -0.067 

Port 

3 6 3.65 2.3 0 1.7 7 4 

□0.316 I 0.5゚927: Sea 
0. 1' 

.41 1,70 1.6 0 0.607 
3. 5 

I All 

゜
20 ・ 1.7 2 1.5 9 0.609 

．． 3 1 9 1.6 4 1.57 0.63 5 0.2 6 4 0.6 7 4 Yes 
一 幽一 9 , ・, 9 , -

0.4 3 7 0.187 0.4 6 9 No Yes 
--•一~9 9 

9 1.92 1.77 0.45 8 0.212 0.7 43 No Yes 
• I 

8 2.2 0 1.8 3 - 0.4 21 0.1 3 9 -0.0 2 4 

18-37. —-

2 3 1.4 3 1.4 5 0.586 0.292 0.417 

11 1.5 5 IA 5 0.68 3 0.3 21 0.3 4 7 

11 1.2 4 1.3 9 0.41 5 

9.、

-92--



Pの95•伯信頼区間
回帰直線

炉＝- ・-_. X= 、

,0.61 Z〈p(0.8 32 

0..58 6〈p(0.869
← 

「- i 

戸 回帰による 回帰からの

I (;¥ I変 動 1変 動 1分散比

--*百
82.50 0.139x+l.559 3.957y-4.693 55 X 782.346 I a: 9.4 8 3 y 27.385 y 0.3 32 

0.1 54エ＋1.624 3.7 6 By-4.6 15 58 
5 4 2.5 4 8 11.140 

22.302 0.4 54 

＊＊ 
4 8.7 ff 

三口］゚：：x:1:：9:：三ロニロ
---二 l令―- :―--- l—+---
ロロ゚：7:6:2:二三□
□()()-〈三□ロローロ

・▼ 8

5

 

6

6

 

5

0

 

o
n
5
 町

92

4

1

 

0.004〈{}く？竺□竺二主主竺竺竺仁こし一塁上
— +--L-- | 

I -

0.29 7 
0.070 

菜
4.4 1 

-93-



表ー 10 COD (x) --TO C (y) 

Sample 
ュ

相関性
zone (ID) n y 6x dy r 

爪 1 % 5 % 

0.. 1. 
7、0 1.70 3 2.0 2 1.57 9 0.8 51 0.8 46 Yes 

3. 5. 

1-37 All 

゜
37 2.14 5 2.1 8 1. 91 8 1.030 0. 86 4 Yes 

3 25 0.9 8 4 1.7 5 0.48 5 0.4 4 5 0.64 6 Yes 

---
1-10 River 

゜
10 4.0 52 2.8 6 2.51 5 1.5 3 3 0. 915 Yes 

； 0. 1. 
1 9 1. 9 8 1 | 2.5 1 1.2 3 4 0.59 0 0.806 Yes 

! 
3. 5. 

Canal 

1 1-1 7 ＆ 

゜
7 2.6 24 2.87 1.0 20 0.1 98 0.528 No 

Port >--

］ 0. 3 1. 
6 1.230 2.3 0 0.6 4 2 0.4 6 5 0. 86 9 No Yes 

•• 

s e.a. 
3. 5. 

4 1 1.00 1 1.6 0 0,519 0.2 9 7 0.2 59 No 

All 

゜
20 1.025 1. 59 0.56 7 0.3 1 6 0.17 4 No 

3 19 0.9 07 1.57 0.4 16 0.2 64 0.49 3 No Yes 

0. 1. 
1 8 1.15 2 1.7 8 0.61 7 0.187 0.12 0 ! No 3. 5. 

0.一30 9 i A 

I ！ 
゜
， 1.110 1.77 0.6 86 0.2 12 No 

(18-26) 

3 8 1.0 7 3 1.8 3 0.4 8 1 0.13 9 0.3 8 2 No 

18-37 --T  ... 

0. 3. 2 3 0.8 84 • 1. 4 5 0.4 04 0.2 92 0.18 6 No 

B 

゜
1 1 0.95 5 1.4 5 0.4 7 3 0. 3 21 -o.o 10 No 

(27-37) 

3 1 1 0.7 86 1.3 9 0.3 34 0.15 8 0.4 22 No 

-94-



Pの95伶信頼区間
回帰直線 r2 回帰による 回帰からの

y= X=  （％） 変 動 変 動
分散比

0.076〈p(0.90 4 0.4 5 6 x+ 1.2 4 8 1.569y-1.457 72 
X l 2 3.0 3 3 a: 0.71 9 ＊＊ 
1/ 3 5.7 5 5 

＂ 
0.209 

171.12 

0.753〈p(0.924' 0.4 6 4x+ 1.1 7 9 l.609y-1.363 75 
9 8.91 3 0.956 ＊＊ 
2 8.54 9 0.2 76 

103.4 7 

0.3 3 7 〈P.〈0. 8 2 8 • 0. 5 9 2 言匹 1 .7 47 ! i68 s y -0. 2 4 9 4 2 2.355 0.14 3 ＊＊ 
1.977 0.12 0 

16.4 7 

0.6 34〈p〈0.97E 7'0.5 57 ly-Q.240 84 
4 7.6 1 4 1.165 ** 
17.683 

40.87 
0.4 3 3 

0.552〈p(0.92 8 5 | 5y-2.24 9 -l―-6 5 17.77 8 

0.56 6 ： 4.0 61, 0.129 ， 3 

0.6 2 9x+ 1.5 ;~r~-199 y-1.5 2 8 0.19 2〈p(0.986 75 
1.5 5 3 0.12 6 
0.81 5 0.06 6 1 

I 

0.050〈p〈 0.773 0. 3 1 3 x+ 1.2 8 6 0.775y-0.30 9 24 
0.7 57 0.13 9 ＊ 
0.30 6 0.0 56 

5.45 

l 

I 會

・・-・-

-95-



表ー 11 BOD(x)- COD(y) 

I S~mple 相関性
zone (m) n の i dx (1y r 

廣； 1 % 5'Ii 

、~’~’ 0. 1. 
70 3.3 6 1.7 0 3 4.548 1.579 0.584 Yes 

3. 5 

1-3 7 All 

゜
37 3.60 2.145 5.08 9 1.918 0.60 9 Yes 

3 25 2.12 0.98 4 1.131 0.4 85 0.4 41 No Yes 

1-10 River 

゜
10 5.94 4.05 2 8.82 8 2.51 5 0.580 No 

〇.1.
1 9 5.59 1.9 81 

3. 5 
4.92 5 1.2 3 4 0.491 No Yes 

Carnal 

11-17 ＆ 

゜
7 I i 5.6 6 2.6 2 4 3.3 81 1.020 0.264 No 

Por.t 
一3 6 3.65 1.2 4 0 1.7 7 4 0.64 2 0.620 No l I I 

Sea 
0. 1. 

4 1 1.7 0 1.001 0.6071 0.519 -0.02 3 No 」I 3. 5. 

A11 I 

゜
20 1.7 2 1.025 0.60 9 0.5 67 -0.165 No 

3 1 9 1.6 4 0.90 7 0.6 3 5 0.416 0.05 2 No 

0. 1. 
1 8 2.05 1.15 2 0.4 3 7 0.617 -0.0 87 No 

3. 5 
A 

゜
， 1.9 2 1.1 1 0l '0.4 5 8 0.6 86 0.0 88 No 

(18-26) 

No I 3 8 2.20 1.0 73 0.4 21 0.4 8 1 -0.3 6 8 

18-37 

I 0. 3 23 1.4 3 0.88 4 0.5 8 6 I I 0.4 Q 4 -0.3 0 5 No 

B 

゜
1 1 1.5 5 0.9 5 5 0.6 83 0.4 73 -0.4 94 No 

(27-37) •- -

3 1 1 1.2 4 0.7 8 6 0.415 0.3 34 -0.36 6 No 

-96-



Pの95弧m駆間1l び 回帰直線 r2 回帰による 回帰からの

X=  (ti,) 変 動 変 動
分散比

0.4 0 7〈p〈0.72 o I。.203ふ＋1.0211.6 8 3y-0.4 9 4 34 X 487,084 ユ 1 3.8 2 5 ＊＊ 
” 
5 8.6 90 

＂ 
1.666 

35.23 

, I 0.356〈P〈0.780 0.2 3 ox+ 1.3 1 9 1.617 y-0.12 4 37 
3 4 6.06 8 16.753 ＊＊ 
4 9.120 2.3 79 

2 0.66 

I 

1 9 
8.039 1.450 ＊ 

5.54 
1.0 9 7 0.198 

..l  9 ■ ー・•一

2 3x+ 1.293 1.9 5 By-1.111 2 4 
105.05 7 19.50 6 ＊ 

5.3 9 

I I ← 
6.5 9 4 1.2 24 

I,  

ー-エ1 I 
！ 

I 三 ！ 

■-.. _,―-一，99 9 し •い
-, --

I 
---ー-「 I 

I 
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表ー 12 TOC(.ん)----Cf―(y) 

Sample 相関性
Zone (m) n X y (JX d y r 

爪 1 % 5 % 

0. 1 
60 1.8 9 16.0 5 2 0.5 9 2 2.1 56 -0.6 2 2 Yes 

3. 5 

1 1-3 7 All 

゜
27 1.9 2 1 5.8 91 0.640 2.0 3 4 -0.6 7 2 Yes 

3 25 1.7 5 1 6.7 6 8 0.44 5 0.4 93 -0.5 3 9 Yes 

0゚. 1 
19 2.51 14.2 87 0.590 3.2 0 1 -0.4 8 1 No Yes 

3. 5 

゜
7 2.8 7 13.269 0.1 9 8 2.5 9 9 0.2 3 9 No 

3 6 2.30 1 6.1 6 7 0.4 6 5 0.65 0 -0.4 20 No 

ぃ0 I 4 1 1.60 16.870 0.29 7 0.28 7 0.05 3 I No 

I 
21 1.6 0 1 6.7 7 7 0.30 9 0.350 -0.01 1 I No 

3 1 9 1.5 7 1 6.9 5 8 0.2 6 4 0.219 0.40 3 No 

0. 1. 
18 1.7 8 16.97 1 0.18 7 0.3 11 0.141 No 

3. 5 

゜
， 1.7 7 1 6.881 0.21 2 0.39 5 0.25 5 No 

3 8 1.8 3 17.09 0 0.1 39 0.162 _。.795 No Yes 
18-37 

0. 3 23 1.4 5 16.7 9 0 0.2 9 2 0.2 4 4 -0.3 54 No 

B 

゜
1 1 1.45 16.7 5 0 0.3 21 0.2 57 -0.4 1 2 No 

(27-37) 

3 1 1 1.3 9 16.8 6 1 0.1 58 0.210 0.260 No 

-9 8--



二

Pの95％信頼区間
回帰直線 r2 l回帰による 回帰からの

，＇分散比
y=. X=  (1,）．裂変 動 変動

ヽ

．． 
X 8.00'.3 a: 0.2 19 ＊＊ -0285〉0〉-0.670-2.266.x+20.323 -0.171 y+ 4.791 39 36.54 
・Y l 06.l 7 8 -y ,2.89 8 

4.8砂 0.23 3 20.6＊4 ＊ -0.393〉p〉-0.83'i-2.1 36::r:+ 19.9 97 -0.212y+ 5.466 45 48.56 8 2.358 

1.3 7 7 
ン

0.146 ＊＊ 
-0.180〉0〉-0.768-0.598.x+ 17.813 -0.486ッ＋9.894 29 

1.6 9 4 0.180 
9.4 3 

9● 

．． . • 

-. 

1.4 4 9 0.283 ＊ 
-0.035){)〉-0.767-2.613X+20.848 -0.089y+ 3.776 23 42.7 28 8.3 37 

5.1 2 

I 

• -
， 

．． 

｀ 

ヽ

0.08 5 0.008 ＊ 
-0.205〉0〉-0.961-0.926x+l8.780 -0.(i ~ 2 y+ 13.111 63 0.116 ・ -OD ,.1~ 1 • 10.63 

.. 

.. 

: 
.. 

.,. 
.. ：． 

~• -

-99;-'--



表ー 13 r
 

の 精 度

ー

I
O
Oー

i 
BOD-TOO COD-TOO I BOD-COD  TOO-Cl,— 

Sample 水深
r1-r2・' rの精度 r1-r2 rの精度 r1 -r2 rの精度 rの精度

J1'o. (m) n r (*i) (*2) n r (*l) (*2) n r (*l)j(*2) n r \]>(* 2) 
（和むgJ70 0.740 0.220 1.3 70 0.846 0.144 0.9 70 0.584 0.313 1.9 60 ~0.622 0.385 2.5 

<f_5J7 0 37 0.763 0.283 2.4 37 0.864 0.171 1.5 -37 0.609 0.424 3.6 27 -0.672 0.444 4.5 

（手ー?,}7 3 25 0.827 0.290 3.1 25 0.646 0.491 5.2 25 0.441 0.686. 7.3 25 -0.539 0.588 6.3 

1-10 0 10 0.7 7 4 0.6 6 2 1 2.5 1 0 0.9 1 5 0.3 4 3 6.5 

11-1 7 ~..；・ 18 0.642 0.617 8.0 19 0.806 0.369 4.6 19 0.491 0.770 9.6 19 -0.481 0.732 9.2 

11-17 3 6 0.869 0.794 22.9 

1 8-3 7 i: ~- 4 1 0.5 9 2 0.4 14 3.4 

1 s-37 o 20 0.527 0.676 s:2 I 

1 8-3 7 3 1 9 U.6 7 4 0.5 4 7 6.8 1 9 0.4 9 3 0. 7 2 3 9.0 • 

18-26 魯；・ 18 0.4 6 9 0.'7 6 3 9.9 

1 8-2 6 0 9 0.7 4 3 0.7 8 6 1 6.0 上II 一 I 
18-26 3 8 -0.795 0.756 16.9 

27-37 0.3 23 0,417 0.701 7.8 • I I I I j 

n：試科数

r ：試料相関係数
rの精度： nが～になれば正規分布を示し、

r=()• となる。

)
)
、
’
’
、
)
‘
,
‘
,

1

2

4

5

6

 

＊
＊
＊
＊
＊
 

9-5，，，信頼限界の上限（ r1)から下限（ r2)を引いたもの。

r1―”2 , X 1 0 0 
2v'ri"'='T 
TOC-C『は 11 - 3 7 (0. 1. 3. 5 m) 
To c - ceーは 11 - 3 7 (0. 1. 3. 5 m) 
1 2~3 7 3 m 
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図ー 1 <BOD- TOC> 
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図ー 12
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図ー 13 <COD -TOC> 
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表ー 14 回掃直線の勾配と切片

Sample 

No 

1-3 7 

1-37 

1-3 7 

1-10 

11-1 7 

11-17 

18-37 

18-37 

18-37 

18--2 6 

1 8-26 

18-26 

27-37 

父 y 
7澤 BOD-TOO  

(In.) n b(x) 

0. 1. 70 0.1 39 
3. 5. 

゜
37 ・.. 0.15 4 

3 25 0.2 80 

゜
10 O.i 34 

0. 1. 18 0.11 7 
3. 5. 

3 

0. 1. 41 0.2 90 
3. 5. 

゜
20 0.27 4 

3 19 • 0.2.81 

0. 1. 
18 0.200 3. 5. 

゜
， 0.34 4 

3 

0. 3. 23 0.208 

n :試料数

b. b':勾配

a. a'~ 切片

a b'(y) a, ， 

1.5 5 9 3.957 -4.6 9 3 

1.62 4 3.76 8 -4.615 

1.156 2.4 4 4 -2.158 

2.06 2 4.4 55 -6.80 2 

1.935 3.516 -4.0 2 5 

1.107 1.2 0 7 -0.2 31 

1.119 1.016 0.105 

1.110 1.619 -0.901 

1.3 6 7 1.0 99 0.0 9 3 

1.10 9 1.6 0 2 -0.916 

1.156 0.83 6 0.218 

-110-

a: y 
COD-TOC 

n b(x) a b'(y) a、I 

70 0.4 5 6 1.2 4 8 1.5 6 9 -1.4 6 7 

37 0.4 64 1.179 1.60 9 -1.3 6 3 

• 25 0.592 1.166 0.7 05 -0.2 4 9 

.1 0 0.557 0.60 2 1.50 1 -0.2 40 

1 9 0.38 5 1.7 4 7 1.6 8 5 -2.2 4 9 

6 0.629 1.526 1.19 9 -1.5 2 8 

19 0.313 1.286 0.77 5 -0.3 0 9 



y = b X + a X = b" y + a' 

a: y 
T X O C - Cy ¢-BOD  - COD  

n, b (X) a b'(y) a ’ n b(x} a b'(y) a I 

70 0.203 1.021 1.683 0.4 94 60 -2.26 6 20.3 2 3 -0.1 71 4.791 

37 0.2 30 1.319 1.61 7 0.12 4 27 -2.13 6 l ・9.9 97 -・0.21 2 5.46 6 

. 2 5 0.16 3 0.63 9 1.19 3 0.94 6 25 -0.59 8 17.81 3 -0.48 6 9.8 94 

19 0.123 1.2 9 3 1.9 5 8 1.711 1 9 -2.613 20.8 48 -0.089 3.77 6 

’ 

8 -0.9 26 . 18.7 80 -0.6 82 1 3.111 
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2 工場、事業場調査

(1) 工場、事業場排水調査

〔1) 目的

秋田県内の公共用水城の主な汚濁発生源となつているものは、都市排水及び工場排水であ

るが、このうち工場排水の実態を把握し、かつ、水質汚濁の防止を目的として、 4 9年度及

び50年度の 2ケ年にわたつて調査を実施した。

［2〕測定方法

1) 秋田県公害技術センクー年報第 1号に準じる。

2) S S 

． 

ア） ミリボア・フィルクー法(JIS K-0101説明会による） →4 9年 9月30日

までの分析

ィ） グラスファイバー・フィルター・ベーパー法(JIS K-0102)→4 9年 l0 

月1日から実施

3) 以下、秋田県公害技術センクー年報第 1号に準じる。

〔3〕考察

今日、公害防止が叫ばれるようになり、排水処理技術も年々進歩改善されている。県内の

工場。事業場においても、排水処理施設の設置が進み、排水は改善の方向にあるが、その使

用方法や維持管理が不十分なため、ある業種においては、その効果があがらない状況Vてある。

また中、小、個人営においては、排水処理施設を設けていない所もあり、より一層の排水処

理対策が必要である。個々の業種の現状については、次のとおりである。なお、 4 9年l2 

月1日から試験研究機関、旅館業 (50戒／日）が水質汚濁防止法の特定施設に追加された。

・1)畜産業

畜肉需要の激増により、家畜の飼養は増加しつつあり、これから排出される汚物、汚水

の処理は、ほとんどが尿溜、田畑及び草地環元の形態をとつており、また、畜舎の規模が

小さく集落内に点在しているため、個々に汚水処理施設をもうけることは困難な現状にあ

る。したがつて、畜舎の団地化とともに、共同排水処理施設の設置を進める必要がある。

2) 食品製造加工業

これらのエ褐は、固形物をはじめ、たん白質、脂肋等が多量に含まれているため、 BO

D負荷が高く、活性汚泥法等の処理が必要とされる。ある企業においては、活性汚泥法を

導入し、排水を著しく改善している例も見られるが、大半は中小企業であり、処理施設の

設置には多額の経贅を要するだめ、対策に苦慮している。

_1 1 9-



3)パルプ工場

県内には、 2つのパルプ工場がある。蒸解工程から出る排水は、赤褐色あるいは黒褐色

を呈し、いずれも有機物質を多量に含み、また排水量が多いため、水質汚濁の原因となつ

ている。パルプ化法には、 SP法 (Sulfite pulp)と KP法 (Kraftpulp)が

あり、：SP法はKP法にくらぺBOD濃度が高い。・

2つの工場は、排水処理施設を数年にゎたり改善した結果、排出水は以前に比較して改

善されてはいるが、脱色、脱臭等の問題を含めさらに高度な処理が要求される。

2)石油精製工場

これらの工場の排水は、冷却排水、精製工程排水及びバラスト等の廃油含有水であり、

従来、排水トラップ等によ：り油水分離処理を行なって来たが、ガードベース；；、凝集沈澱

槽等の処理装置が設樅され．、以前にくらべ排出水は改善されているc‘ 
5)・ーセメント＇、生コン、砂牙瓜砕石業・

生コンクリート工楊は、 PH1 0~1 2と高い排出水を排出するため、中和処理等が必

要であるが、中妬は、中和処理操作の不慣れから逆に、 PH  2~3と低いところもみ受け

られた。

とのように、中和処理法は維持管理に困難な面があるため、最近ではほとんどがクロー

ズドシステムによる排水の循環再使用を実施する傾向にある。なお、重金属については排

水茎準以下であつた。

一方、砂利採取砂石業については、 PHはほとんど某準以下であったが、選別洗浄によ

り生ずる浮遊物質が碁準値を超えているものが多く、これらの排出水が河川に流入すると

汚燭が目立ち、．抜本的た対策が必要とされていたが、最近では疑集沈毅処理装岡を設置す

る事業場の増加及び維持管理の強化等改善が急速l'C進んでいる。

.6)機械・金属工場等

これらの工場では、比較的多量の排出水を排出するが、その多くは冷却氷である。

＇しかしながら、焼入施設からの排出中に鉄等を含んだ排水、集塵施設からの SSの多い排

水、機械からの油の漏出が問題となろが、排水処理施設の改善等もあり、比較的問開が少

ないが、より一層の排水処理技術の確立が望まれる。

7) 旅館業•:

旅館は49年1 2月 1 日から特定施設に追加された。•この施設については、浄化槽及び

＇厨房等からの排出水が問題となると思われる。

分析結果からみると、いまだに処理施設が整備ざtていない所は、明らかに BOD値が高
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く、中には処理施設があっても、管理の不徹底から BOD値の高いものもあった。今後、

排水処理施設の設個を早急に実施し：維持管理の徹底が望まれる。

8) メツキ工場

この業種は、直接、人体や生物に影響をおよぼすシアゾ、六価クロム等の有害物質及び

重金属類を排出する恐れがあるエ楊である。

このため、イオン交換処理、ツアン除去装置、凝集沈殿施設等を設置し、本格的処理を

行なつている。一方、操業状態により著しく排水饉が変化するため、排水基準を超える場

合がある。このため排水処理施設の規模の拡大、処理方法の改善等はもちろんのこと、検

査回数を培し、排水基準の遵守が是非とも必要である。

9) 写其硯像業

これらの事業場においては、排水中のシアン、カト・ミウム等の有害物質が問題となつて

いた力＼使用薬品の変更及び有害物質の回収により大巾に水質が改善されたが、シアンに

・ついては、排水基準を超えることもあるので、 より一井夜の維持管理が望まれる。

10) と畜場

と畜場のほとんどは、市町村、団体営であり、個人営も数軒あるが、市町村の広域化と

ともに、市町村営となってきてお咽、排水処理も活性汚泥法等の処理により、改善されて

いるが、稼動回数が不規則でと畜頭数も一定でないことから、処理機能が不完全になって

いるものもあり、その能力を低下させている。

今後、 と畜顕数の一定化等により処理施設の安定化をはかるとともに、管理の徹底が望

まれる。

11) し尿処理場

し尿処理場は、市町村等で管理運営されており、現在秋田県においては活性汚泥法を用

い14の処理褐が稼動している。市町村の広域化とともに、その処理量も年々増加の傾向

をたどつており、ある事業場においては、過剰投入による処理施設の能力不足や施設の老

朽化！てよる能力低下等により排水塞漁を超えることがあることから、施設の拡張及び新施

設の設置が進んでいるが、既設のものについては尚一陪の維持管理の徹底が必要である。

12) 試験研究機関

試験研究機月は、 4 9年12月1日から特定施設として追加され、保健所、分析機関等

が含まれる。

この特定施設については、浄化槽の排水及び試験室排水の重金属等の問題があげられる

が、分析結果からは、浄化相の排水においてBOD値が利いものや、重金屈等匠おいて基
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準を超えているものもあった。

なお、浄化槽の管理の徹底及び試験室排水においては、重金属等の処理施設の設慨が早

急に望まれる。

13) ガソリンスクンド・自動車整備工場

これらの事業場では、いずれも油水分離槽を設置しているが、その処理能力が不足なも

の、維持管理が不徹底なものなど、処理機能を十分に発揮していないものが見うけられ、

水素イオン濃度、油分、浮遊物質濃度のいずれかが排7.ki基準を超えるものが多かつた。

今後、分離槽の規模の拡大、維持管理の徹底が望まれる。

(4〕分析結果

表ー 15に業種ごとの分析結果を示す。

表ー 15 分析結果

(1) 畜産業

採 水工楊 I 
事業場名 保健所名 年月 日

1 - 1 鹿 角 4 9. 5. 8 

’’ ” 5 0. 5. 2 7 
1 - 2 ” ” 
1 - 3 II 4 9. 5. 8 

” II 50. 5. 2 7 

” 
II 51. 1. v Q 

1 - 4 大 館 4 9. 1 2. 1 7 

II II ； 5 1. 1. 2 2 

1 - 5 ” 2. 4 

1- 6 鷹 巣 50. 6. 3 

1 - 7 II 

” 
1 - 8 II 5 1. 2. 1 9 

1-， 男 鹿 5 0. 4. 2 3 
1 -1 0 秋 田 4 9. 4. 2 5 

1 -1 1 H.  5. 2 

1 -1 2 矢 島 5 1. 2. 6 

1 - 1 3 横 手 4 9. 1 2. 4 

5 0. 6. 1 0 

PH  

6.6 4 

7.0 

8.3 

6.4 8 

8.3 

8.6 

6.7 

6.8 8 

7,13 

6.8 

7.7 9 

6.5 8 

7.0 2 

7.0 

5.1 0 

-12 2-

分 析 項

BO  > s s 
叩／ 叩／¢

2 8.5 11.0 

1 4.3 1 1. 5 

2 3 1 110 

5.4 5.0 

1 7.1 1 7.0 

• 29 9 6 0.0 

1 6 9 1 6 4 

1 2.5 8 4.0 

1 3.4 2 8.0 

4 8.3 8 5.5 

6 7.7 5 2.0 

35.5 4 9.0 

2 3.1 4 1.0 

2.9 

3 a 6 135 

目

油分
備考

叩／¢

ヽ

1 7.8 

1.0以下

2 6.3 

3.8 

65. 1 

4 2.7 
I 
j 



ヽ

(2) 食品製品加工業

分 析 項 目

工 場
保健所名

採 水

事業場名 年月 日
BOD s s 

油分 I 備考PH  
叩／¢ 町／¢ 可／¢

2- 1 鹿 角 5 1. 1. 8 7.2 143 2 4.5 

2- 2 大 館 .4 9. 6. 10 7.7 8.5 6.5 

2- 3 ” 1 2. 1 7 6.7 357 164 

” ” 51. 1. 2 2 56.2 

2 -• 4 ” 5 0. 6. 3 2.3 

2- 5 ＂ 4 9. 5. 2 4 5.9 5 48 0 200 1 7.8 

II ” 1 2. 1 7 6.1 3 2 3 180 

” ” 5 0. 6. 3 2 5.0 

“ 
II 51. 1. 2 1 8 7.1 

2- 6 鷹 巣 5 0. 5. 16 6.5 0 2 4.6 1 9.0 

2- 7 ” ’ 6.2 6 660 1,180 

2- 8 ” 6. 3 6.1 5 2,460 210 

2- ， II 5 1. 2. 1 9 6.6 46.3 2 9.5 

2 - 1 0 五城目 5 0. 1. 7 7.5 9 8 8.8 5 4.0 

” II 7. 1 41 6.7 9 5 6.8 3 5.0 

” ” 5 1. 2. 3 • 7.0 7 1. 82 1 5.5 

2-1 1 男 鹿 5 0. 6. 5 6.7 2,170 1,750 

2-12 ” ” 7.1 119 140 

2 -1 3 ” ” 6.4 4 68 1 30 

• 2 -1 4 ” ” 6.8 1,530 540 

2 -1 5 ” ” 9.7 2 9.6 3 6.0 

2 -1 6 秋 田 4 9. 4. 2 4 6.4 0 4 0.7 2 3.5 

” ” 12. 1 9 6.5 2 244 140 13.0 

” ” 5 0. 6. 6 6.6 5 11 8 6 4.5 6.4 

2-17 ” 4 9. 4. 2 4 6.8 2 7 5.5 92.0 3.7 

-1 23-
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分 析 項 目

エ 場
保健所名

採 水

事業場名 年月 日
BOD s s 油分

PH 備考
m9/¢ I{/9/¢ IIi9/¢ 

2 -1 8 秋 田 4 9. 4. 2 4 6.46 81.3 7 0.6 5.1 
I 

II '! 12. 1 9 6.68 6 2.6 6 4.0 6.1 

2-19 II 4. 2 5 6.08 6 0.6 197 6.1 

2-20 ” I 
6. 7 8 5 8.8 1 0.0 1.0以下

” ” 1 0. 2 5 5.2 6 557 1 7 2 

II II 1 0. 3 1 6.6 8 407 9.2 

” ” 50. 4. 11 5.8 3 892 185 
2 -2 1 ” 4 9. 4. 2 5 6.3 9 5.7 22.0 

2-22 II 4. 2 6 5.8 2 1,529 1,199 9 5.7 

II II 11. 2 9 7.26 18.0 3 8.0 1.0以下

2 -2 3 II 4. 2 6 3.78 540 134 2.1 

II ” 1 2. 5 6.9 6 2 3.7 2 0.8 2.7 

II 

” 50. 4. 1 1 7.0 4 2.5 2 8.0 1.0以下

2-24 II 4 9. 5. 2 10.7 5 183 6 7.0 

II II ,. 1 1. 2 9 9.8 8 1 9 7 5 8.0 

2-25 /I 5. 2 1 1.4 4 5 93 4 6.0 2.9『

II 

” 1 0. 2 5 11.1 4 188 9 4.3 

” 
II. 

1 0. 3 1 11. 3 6 257 2 3 1 

II 

” 1 2. 6 7.5 6 188 し 19. 4 ： 

” ” 5 0. 4. 11 9.0 2 27 8 135 
2 -2 6 ” 4 9. 5. 2 6.10 558 129 4.3 

II II 10. 2 5 5.4 4 438 19 0 

II 

” 1 0. 3 1 6.0 2 270 3 1.9 

If 9, 1 2. 6 6.3 2 148 600 

” 
II 50. 4. 11 6.07 716 80 0 

2-2 7 “ 4 9. 5. 2 7.12 788 81.0 4 1.1 

2-2 8 ” 9. 4 1 1D 8 2 5.6 I 9.5 2 3.3. 

2―-2.9 -・ー・・・---_. It. ~-~ - 12. 6 6.70 243 1 8 1 

-124-



分 析 項 目

工 場
保健所名

採 水

事業場名 年月 日
BOD s s 油分

PH 
叩／¢ Ing/¢ 町／¢

備考

2-30 秋 田 4 9. 1 2. 1 2 7.6 8 9 3.8 
！ 
1 2 2 

2 -3 1 本 荘 4. 10 6.3 3 l 3.1 1 7.0 

” 
II 6. 21 3.5 3 3 9.2 4 7.0 

” ” 11. 2 9 7.1 9.0 3.0 

II II 5 0. 5. 21 
I 
7.9 0.7 ,10.5 

” II 5 1. 2.. 1 9 7.8 1,.  13. 9.  4 1.0 2.0 

2 -3 2 
” 4 9. p. 11 5.91'2 1.2 1 2.5 

-

” II 1 1. 2 7 7,9 0 4 4.4 6 0.0 1.0以下

” 
ff 5 0. 5. 2 1 6.4 8.4 2 7.5 

” 
ff 5 1. 2. 1 9 . 7.2 7 44.0 3 5.5 

2-3 3 矢 島 5 0. 7. 1 6 7.0 1 . 1.9 l.5 

2 -3 4 角 館』 4 9. 1 1. 2 8 6.0 3 , 143 94.0 

” ” 5 0. 8. 8 5.65 1 1 8 6 0.5 

2-35 ” 5.6 8 7 20 8 8.0 

2 -3 6, ” 5.7 3 19.0 1 6.5 

2 -3 7 ff 1. 14 5.9 7 ： 8.5 

2 -3 8 大 曲 4 9. 6. 1 3 6.8 5 0. 7 3 5.0 13.2 

” 
II 5 0. 8. 2 0 3.1 

” 
II 5 1. l. 2 1 1.0以下i 

2-39 ” 4 9. 6.、14 1 2.0 8.6 

” 
II 8. 2 7 4 1.0 8.5 

II II 50. 7. 3 0 ： 1.3 

” II 5 1. 2. 18 1.0以下

“ ” 4 9. 6. 1 4 13.5 1 0.1 

2-40 ” 6. 2 5 6.6 3 2.0 

” 
II 5 0. 7. 3 0 289 

II 
； 

II 5 1. 1. 1 4 1.6 

2 -4 1 ” 5 0. 1 2. 11 ； 2.1 

-1 2 5-



分 析 項 目

工 場
保健所名

採 水

事業場名 年月 日
BOD s s 油分

PH 
呵／¢ nl9/¢ 1119/¢ 

備考

2-42 大 曲 51. 1. 7 1.0以下

2 -4 3 ” 2. 2 5 1. 3 

2-44 横 手 5 0. 6. 1 0 7.26 133 109 3.2 

2-45 ” 6. 1 2 6.1 3 7 5.2 2 0.0 

2 -4 6 ” ” 4.7 3 1 1.7 5 3.0 

2-47 湯 沢 4 9. 1 2. 1 1 6.2 5 6 4.0 1 2 7 

2 -4 8 ” ” 7.5 7 3 1.0 8.5 1.0以下

2-49 ” ” 6.2 4 4 7.1 23.0 

If ” 5 1. 2. 1 7 5.3 6 128 1 6.5 
2 -5 0 黙 巣 5 0. 6. 3 6.8 7 10. 9 1 1.0 

2 -5 1 五城目 1. 7 5.97 33.5 8.5 

II 

” 1. 1 4 6.2 3 2 3 3 1,200 

” ” 51. 2. 3 9.0 2 4 7.8 5.5 

2 -5 2 II 

” 7.0 3 0.6 5 2.0 1.0以下

I 
2-53 II II 7.0 4 1 00 31.0 8.6 

2-54 本 荘 5 1. 2. 1 3 6.7 7 4 1.3 16.5 1.0以下

2-55 ” 
II 6.6 4 7 1 8 883 3.5 

2 - 5 6 矢 島 2. 6 7.8 2. 1 4.5 

2-57 角 館 3. 1 6.5 3 2,6 50 3,4 4 0 5 6.5 

2 - 5 8 ” 3. 2 6.49 3,540 4,550 11.2 

2 -5 9 ” ” 7.2 1 482 534 2.3 

2 -6  0 大 曲 4 9. 6. 2 1 11.0 60 

If 

” 5 1. 1. 1 8 1.0以下

2 -6 1 ” 1. 8 3.7 

2-62 ” 1. 1 4 1.0以下

” II 1. 2 8 1.8 

2-6 3 ” 1. 1 4 1.0以下

2 -6 4 ” 1. 2 1 2.5 

-1 26-



分 析 項 目

工 場
保健所名

採 ‘水

事業場名 年月 日
BOD s s 油分‘

PH  
呵／¢ 叩／¢ 叩／¢

備考

2 -6 5 大 曲 5 1. 2. 2 5 3 4.3 

2 -6 6 ” 2 2.8 

2 - 6 7 ” 1 1.7 

2 -6 8 II 2. 1 8 1.5 

2 -6 9 II 1.0以下

II II 3.1 

2-70 II 2. 1 9 6 3.5 

2 -7 1 湯 沢 4 9. 1 2. 1 1 6.7 6 1 1 6 13.3 

II JI 5 0. 12. ， 6.9 l 6.6 2.5 
， 

2 -7 2 ” 4 9. 1 2. 1 1 6.6 9 2 4 2 2 0.5 

II ” 5 0. 1 2. 
， 6.7 1 273 1 3.5 

2-73 ” 4 9. 1 2. 1 3 6.3 1 443 2 6 8 

II ” 12.08 1 2 8 9 5.5 

” ” 5 0. 1 2. 
， 6.6 9 5 9.2 3 8.5 洗米

2-7 4 ” 5 1. 2. 1 7 7.0 2 10.7 3 4.5 9.1 洗ピン

-1 2 7-



(3) バルプ

分

工 場 I 

事業場名
保健所名 採水年月日 BOD O O D s s Cu  

PH  
呵／¢ 呵／¢ 哨／¢ 呵／¢

3 - 1 秋 田 4 9. 4. 1 0 7.6 0 7 6.0 9 9.1 

If 

” 4. 1 6 6.4 7 11.2 2 15 

II 

” 5. • 9 6. 9 4 81.6 11 2 

” ” 5. 1 5 7.3 0 9 1.3 47.5 

fl 

” ” 7. 5 6 8 6. 9 40.5 
l 

If ” 5. 1 6 
7.0 4 I 7 1.5 2 7.5 

” “ 
． 
5. 1 7 7.0 4 9 2.1 5 3.5 

” ” 5. 18 
7.16 1 I 7 0.4 46.5 

” ” 6. 3 7.0 5 1.3 58.0 tr ． 

” ” 6. 5 6.8 4 I 5 9.2 3 5.0 

” II 6. 2 0 6.6 4 6 9.6 515 

ff ” 6. 2 4 6. 6 5 3 8.4 5 7. 5 

II ff 7. ， 6.7 8 71.2 74.0 

” ” 1 2. 5 7. 7 2 6 2.0 30.8 

I/ 1. 
I! 5 0. 3. 1 0 7.48 1 05 1 0 5 4 8.8 

II 

” 4 -. 1'O 8.04 111 9 3.9 3 8.0 

” II 6. 1 8 7.18 9 6.6 56.5 
l 

” ” 11. 12 7.59 1 2 0 53.0 64.0 

” 5 1. 3. 1 8.3 6 8 1.9 9 1.4 3 9.5 

3 - 2 秋 田 4 9. 4. 16 5.6 2 5 7 7 1,337 152. 

” 9ク 5. 1 4 5.8 3 3 4 3 985 286 

” ” ” 6.0 8 5 5 6 7 90 19 8 
.9 

II ” 6. 3 6.3 327 1,027 187 

If ” 6. 6 7.5 5 2 41 5 2 6 135 

” ” 6. 2 0 5.89 8 2 4 1 0 5 

” ” 6. 24 5.9 1 ． 6 64 1 10 

” ” 7. ， 6.2 6 2 2 8 572 228 

” ” 12. 5 7.7 6 4 8 2 620 1 1 3 

II 

” 5 0. 4. 10 5.8 2 5 4 1 916 9 2.5 

-1 2 8-



析 項 目

＇ 
Zn Cd  p O 3 - Pb C,e― T-N k 

T 6 c 備考4 

叩／¢ 呵／¢ lll9/ ¢ 町／¢ ng/¢ ”19/¢ /LU/cm 

．， 

I 

• 

0.0 7 0.001 nd ! I 

00 5 0.2 5 2.8 2 i 
0.0 5 3.7I 0 

•、

I ．． 

, 2.61 5.4 6 4 5 0.0 .51.8 

..,. 

； 

: 
， ． 

． 

0.1 2 0.5 0 5.07 

0.2 5 0.3 7 3.87 

． 

-1 2 9-



(4) 石油製精工場

分 析 項． 目 t 

工 場
保健所名

採 水

事業場名 年月 日
BOD COD s s 油分

俯考PH  
明／¢ 叩／¢ 明／¢ 明／¢

4-1 男鹿 4 9. 1 1. 2 7 6.6 5 10.3 50.0 1.4 

” 
II 50. 1. 13 6.5 2 11.4 4 0.5 2.8 下水

” ” ” 6.2 2 2 4.3 6 2.0 1.6 大下水

” ” 5. 30 7.6 2 4.4 3 3.5 1.9 

” ” 1 0. 3 1 6.9 1.8 14.2 7 4.0 2.4 

” 
II 11. 25 7.4 8 2.0 3.6 

4 -2 秋田 4 9. 9. 5 6.8 7 1 2 4 366 1,224 

II ” 11. 2 9 8.4 6 343 230 1 1 1 

4 -3 ” 9. 5 8.3 3 3.1 7.5 1.6 

II ” 5 0. 4. 1 1 8.1 2 1 1.4 19.5 1.0以下

4-4 本荘 5. 6 6.1 18.0 6.2 

II ” 8. 2 2 7.2 5 o.o 3 8.5 

” ” 12. 8 7.6 6 6.5 1.4 

(5) セメント•生コン•砂利•砕石業

： 
分 析 項 目

工 場 保健 採 水

事業掲名 所名 年月日
BOD s s 油分 Cu Zn  T-Fe Cd Pb  

備考PH  
叩／¢ 叩／¢ ng/¢ m9/¢ 叩／¢ 叩／¢ 叩／¢ 叩／¢

5- 1 鹿角 49. 5. 8 1 1.2 0 134 

” ” 12. 11 12.1 0 6 3 4 

5- 2 
’’ 
50. 5. 29 9.8 65.5 0.0 1 0.12 tr 0.0 1 

” ” 51. 2. 5 10.8 14.0 

5- 3 ” 50. 10. 14 1 1.1 4 4.0 

” 
II 51. 2. 6 6.5 7.0 

5- 4 大館 50. 6. 3 9.5 3 o.o 1 0.0 5 nd tr 

5- 5 H 6. 12 11.16 0.0 1 0.1 0 t r 0.01 

5 - 6 ” 10. 14 11.5 3 3.5 
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分 析 項 目

工場！暉採水
事原場名所名年月日

BODI SS 袖分 Cu I Zn IT-Fe I Cd I Pb 

PH I明／ ¢1,119/¢1,ig/¢I呵／¢|呵／¢ITlig/¢I呵／¢|呵／¢|備考

5- 71鷹巣Iso. 5.161 1.6 

”
 

II 

＂ 
5 - s I " I so. 9. 16 I 6. 9 9 

”
 5 - 9 I能代I50. 6. 6 I 1 o.5 

4

8

2

5

0

2

5

2

 

2

2

3

2

 

．

．

．

．

．

．

 

6

1

0

1

5

0

1

6

 

1

1

1

1

1

I

I

 

9

g
 

4
 

・
 

目

鹿

城

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

五

男

0

1

2

3

4

 

1

1

1

1

1

 

＿
一

II

I

f

-

―

―

5

5

5

5

5

 

II 

II 

II I 51. 1. 13 J 7.6 

II I 51. 1.13 

”
I
I
I
I
 

5

6

7

 

1

1

1

 

-

l

-5

5

5

 

9. 16 I 1 0.1 1 

II 

II 

6.6 

12.20 

4

2

2

6

9

1

6

9

1

5

 

．

．

 

7

1

8

0

9

0

8

4

4

9

 

.

.

.

.

.

 

8

6

1

6

1

2

1

1

0

 

1

1

1

 

6. 3 I 9.9 6 

5 - 1 8 1本荘149.11.291 11.8 

5 - 1 9 I II I 50. 5. 22 I 1 o. 6 

5 -2 o I矢島I50. 7. 16 I 1 1.3 o 

5 - 2 1 I角館

fl II 

5-2 2 f // 

8. 11 I 1 0.6 6 

1 1. 7 3 

8. 11 3.38 

11 9 

1,1 4 0 

3.3 

3 2 8 

46 7 

6 9.0 

30.0 

2 4.5 

45.3 

2 7.5 

1 4. 8 

2 1.5 

4.0 

2 5.5 

33.0 

1 9 2 

3.5 

10.0 I 1.6 

0.5 

2 5.4 

2.5 

5-2 3 I大曲I49. 6. 61 6.481 1.671 2s.o 

ll II 

I
I
I
I
 

4

5

 

2

2

 

―

―

 

5

5

 

6. 18 I 6. 5 2 7.0 

6. 6 I 6.1 9 I 2.3 5 I 4. 5 

6.181 11.7 1 0 9 

n d I 0.0 8 

0.0 1 I n d 

t r I 0.1 o 

o.o 1 I 0.12 

o.o 1 I 0.1 o 

tr I n d 

o.o 1 I o.3 6 

n d I 0.2 7 

n d I n d 

o.o 1 I 0.0・6 

o.o o 2 I o.o 1 

o.o o 2 I o.o 3 

o.o o 3 I o.o 1 

t r I o.o 1 

t r I o.o 1 

t r I o.o 1 

t r I o.o 1 

nd  

2 7.0 

1 o 1 I 7.5 I t r I 0.11 I 0.1 3 I t r ・ I t r 

n d I tr 

n d I・ 0.0 1 
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分 析 項 目

工 掲 保健 挟 水

事業場名 所名 年月日
BOD  s s 油分 cu Zn  T-Fe Cd Pb  

PH  
1ng/¢ IIlg/¢ 明／¢ 呵／¢ Ing/¢ 呵／ ¢ 呵／¢ mg/¢ 

備考

5 - 2 5 大曲 50. 8. 26 0.0 2 2.21 0.66 nd tr 

5-32 鹿角 5. 29 7.3 16 5 o.o 5 0.13 tr 0.0 3 

5-33 II 51. 1. 7 7.4 34.0 

5 -3 4 大館 49. 5. 14 7.0 6 7.5 上流

II 

” 
II 7.0 5 1 0.0 下流

5-3 5 II 12. 17 6.8 13.0 

5 - 3 6 II 50. 10. 13 7.7 48.0 • 

5-3 7 隈巣 9. 16 6.6 0 7,210 

5-38 ” ” 6.8 6 1,9 10 

” ” 51. 1.13 7.0 1 7.5 

5 -3 9・ II 1. 8 6.6 59 5 

5-40 角館 49. 11. 28 7.2 9 3 05 

II II 50, 8. 11 7.1 8 1 7 8.0 

” ” 51. 2. 23 6. 1 1 1 7.5 

5 - 4 1 ” 49. 11. 28 7.7 0 5 5 1 

5 -4 2 ” 6.7 4 1,3 5 0 

I 5 -4 3 ” 49. 11. 28 6.3 8 1,020 ， 

II 

” 6.. 1 8 8,990 

5-4 4 ” 50. 8 11 4.0 6 20 1 
， 
... 

5-45 ” 8. 12 5.5 3 29.5 : ，． 

” 
II 51., 2'. 2 5 6. 54 15.5 
， 

5-4 6 II 50. 8. 12 6.4 5 •• 3,880 

II II 6. 21 10,830 

” ” 51. 2. 23 G. l 2 172 

5-4 7 II 7.1 3 1,260 

5 -4 8 ” 7.1 8 401 ,~ し；

5 -4 9 ” 6.6 6 372 

” ’’ 51. 2. 23 6.9 9 5 8 4 、 ： 
---

-1 3 2-
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分 析 項 目

工 場 保健 採 水

事業場名 所名 年月日
BOD S 8 油分 cu Zn T-Fe Cd Pb 

PH  備考
呵／¢ 叩／.e lli9/¢ III9/¢ 呵／¢ IIIg/¢ 町／¢ lng/¢ 

5-50 大曲 49. 6. 21 8.2 592, 

5 - 5 1 II 6.7 127 

5-52 6.26 7.1 469 

5 - 5 3 
“ 6.1 7 3.0 

5-54 ” 7.4 1 2 3 

5 - 5 5 ” 5.6 30 5 

5-5 6 6.27 4.4 5 0 

” 8.28 1 7 7 

5-5 7 fn. 9.16 1 1.3 2 6.0 

5 -5 8 横手 6. 17 6. 9 1 1.2 8 0 

5 -5 9 
” 6.14 4,040 

5 -2 6 大曲 49. 6. 18 6.4 1 53 

5-27 II 6.8 9.0 6.8 

II II 3. 4 
！ 

5-28 9. 11 7.5 5 2.5 

5 -2 9 II 8.9 0 70.5 

5-30 
” 10.90 3.0 ， 

5 -3 1 湯沢 11.6 ， 0 507 

5 -6 0 横手 50. 6. 17 6.4 3 25,230 
， 

5 -6 1 6. 19 7.4 3 1 52 

5-62 10. 16 4,700 

5-63 湯沢 6.9 8 1,8 4 0 

-1 3―3 -



(6) 機械金属工場等

分

工 場
保健所名 採水年月日

事業場名
BOD COD s s 油分 cu Zn  

PH  
呵／¢ 呵／¢ 町／¢ 111シ¢ mg/¢ 呪／¢

6- 1 大 館 4 9. 5. 2 4 6.5 0 20.0 12.0 0.0 2 

” ” 1 2. 1 7 7.1 2.2 100 0.0 2 0.1 2 

’’ ” 50. 6. 12 7.2 6 nd 0.1 5 

” ” 51. 1. 1 3 nd 0.4 4 

6 - 2 能 代 4 9. 5. 2 5 6.3 3.9 1 2.6 tr 0.0 6 

” II 5 0. 1. 3 0 6.6 OD 1 0.0 5 

” ” 6. 3 6.5 o.o 2 0.1 8 

II ” 5 1. 1. 1 2 6.8 8 1.2 0 tr 0.0 5 
i 

6- 3 ” 4 9. 5. 2 5 9.8 2.6 2.6 tr 0.26 

” ” 5 0. 1. 3 0 6.3 0.1 4 0. 7 5 

II ” 5 1. 1. 1 3 1 1.9 8 10.9 0.50 4.56 

16 -/1 4 
五城目 1. 7 6、38 13.9 2 9.5 3 1.5 tr 0.7 7 

” ” 6.8 6 1.8 1 5.5 nd 
0.6 7 I 

II 

” 51. 2. 3 7.0 9 3.6 6.0 nd 0.1 7 

6- 5 秋 田 4 9. 6. 4 2.9 1 3.5 0.0 1 0.3 2 I l 
I 

” ” ” 2.5 1 9.5. 0.0 1 0.0 5 

” “ 1 2. 20 6.3 6 6.0 5 o.o tr 0.1 2 

I 

” ” 5 1. 4. 1 2 7.0 7 1 0.0 tr 0.0 6 

I I 6 - 6 ” 4 9. 6. 4 6.7 0 5. 31 22.5 0.0 1 0.2 8 

” ” 1 2. 1 9 6. 6 7 5.4 2 5.0 tr 0.1 4 

” ” 5 0. 4. 1 2 7.0 1 2 6.5 tr 0.0 8 

6- 7 ” 4 9. 4. 1 2 6.3 2 tr 3. 4 3 

” ” 4. 2 5 7.2 Of) 1 14.0 

fl 

“ ” fi.6 0.0 2 10.8 

” ” 6. 2 0 7.7 9 3.2 8 1 7.5 

” II 6. 2 4 7. 7 4 2.2 4 11.0 

II II 5 0. 1. ， 1.1 6 0.0 1 0.7 1 

II II II 6. 3 3 tr 0.5 5 

6- 8 “ 49. 4. 1 6 6.8 4 2.0 39.5 tr 0.16 

II ” 5. 1 5 7.1 2 1.4 3 6.0 tr o.o 3 

” II n 7.04 2.1 3 5.5 tr 0.0 3 

-1 34-



析 項 目

T-FelT-Mn| er6+ | o d | O N―| Po  :―| P b | A S 
町／¢喝¢呵／¢町／¢呵／¢ Tl/ッ.eTliシ¢呵／¢ TOC 

“―|T-N 
喝／¢呵／¢

備 考

2 6.5 

3.9 4 

0.0 9 

0.3 5 

3.0 

0.4 7 

0.4 2 

0.8 7 

0.9 4 

0.9 4 

2.8 7 

I 0.4 7 
0.5 4 

0.1 2 

0.3 8 

0.15 I nd I nd 

0.8 2 

0.3 8 

4.0 6 

o.o 3 

0.0'l 

0.3 2 

0.1 9 

0.1 5 

nd 

nd 

nd 

2.2 2 

4.7 3 I 1.92 

5

9

 

3

m

 

8

6

 

4

&

 

q
5

4

 

2

3

9

1

 

r

r

o

d

0

2

3

d

d

d

r

r

d

 

t

t

o

n

o

o

l

n

n

n

t

t

n
 

0

0

0

0

 

.

.

 

d

d

 

n

n

 

・
 

3

0

2

2

 

d

o

r

r

1

2

2

 

n

⑬

t

t

⑱

⑱

⑬

 

0.0 0 5 

0.0 0 5 

tr 

tr 

tr 

nd 

0.5 

0. 5 8 

0.25 

・
 
．

．

 

．

．

 

，
 

1

0

9

4

5

1

2

 

tr

n
d
n
d

t
r
g
t
r

m

5

邸

3
n
d
n
d
n
d

⑬
t
r

nd

t
r
⑱

nd 

0.01 

o.o 3 

0.0 2 

0.0 4 

o.o 2 

0.0 3 

tr 

tr 

tr 
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2.1 

6

4

 

7

5

 

0

0

 

2

8

 

2

1

 

0

0

 

排水口
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分

•三こ I 保健所名 1 採水年月日 BOD I COD s s 油分 cu Zn 
PH  
呵／¢ nlッ¢ IIty¢ lll9/¢ 1119/¢ 呪／¢

6- 8 l 秋田 49. 6. 5 8.0 0 0.57 1 4.5 tr 0.0 2 

””  6. 1 0 9.59 2.0 0.01 0.2 2 

” ” 
II 9.4 1 3.5 0.0 2 0.3 3 

II ” 6. 1 1 9.3 2 6.0 nd 0.1 7 

” ” 6. 2 0 7.3 8 1.32 8 0.5 

” ＂ 6. 2 4 7.7 8 1.8 6 
3 3.0 I 

” 
II 7. ， 7,4 8 I 0.7 3 2 9.5 | 

I nd I 0.Q 7 
II II 1 2. 5 7.6 7 0.61 31.5 tr 0.07 

II ” 4. 1 6 9.9 0 '1.9 6.0 0.01 0.39 

” “ 5. 1 5 9.11 1.5 6.0 0.02 0.44 

” ” ” !).1 9 1.6. 7.0I • 0.0 1 0.25 

II ” 6. 3 8.8 2 0.9 

1.0 I | 
tr 0.2 8 

II ” 6. 5 9.2 0.88 0.5 0.01 OD 8 

” ” 7. ， 8.7 3 2.6 4 4.0 0.0 1 0.14 

” ” 1 2. 5 5.6 5 1 8.5 0.0 1 00 5 

” ” 6. 11 9.5 1 I 9.0 0.01 1.0 7 

” 
JI 6. 1 3 8.8 0 0.0 2 0.1 6 

” ” ” 8.8 0 0.0 2 0.0 3 

II ” 6. 11 6.4 8 LO 0.0 1 0.1 2 

II ” 6. 5 7.0 0.2 4 0.5 tr 0.14 

II ” 6. 1 0 6.5 2 2.0 tr o.o 3 

” ” 6. 1 1 6.4 7 0.5 nd 0.1 3 

” 
II 6. 1 3 6.4 nd 0.18 

” ” 6. 5 6.9 1.3 1 0.0 0.01 0.7 0 

II 

” 6. 1 0 6.5 0 2.5 0.0 1 0.9 3 

II ” 6. 11 6. 4 2 4.5 nd 0.65 

” ” 6. 1 3 6.4 nd nd 

” ” 6. 5 7.0 0.5 3 1 9.0 tr 0.1 2 

“ ” 6. 1 0 6.7 2 1 5.0 tr 0.11 

II 

” 6. 11 6.6 2 1 4.0 o.o 1 0.2 0 

” ” 6. 1 3 6.5 tr 0.0 7 

” ” 6. 1 0 6.6 8 12.0 tr 0.3 8 

-1 3 6 -



析 項 目

T-Fe T-Mn cr6+ Cd I C N I P01― Pb  AS  C I,— T-N 
考

蜀y¢ 喝／¢ 呵／¢ 叩／¢喝／¢呪／¢ ni釈¢ 呪¢
Toc 

ITlシ¢ 呵／¢
備

0.00 2 tr I 排水口
； 

9,  
nd II 

• 

： 0.00 6 nd ’’ 
0.003 nd ，， 

I 0.06 j 
、.

1 8.3 0.9 8 ” 
．． 0.0 7 18.4 、0.20 ” 
I nd nd ” 
nd nd 

’’ 
I 
| 0.0 06 

I I 
nd 

＇ 
清澄池

I 
0.00 9 tr ” 
0.0 0 5 nd 

” : I, : 
I 

0.00 7 

I 
nd II 

0.00 2 tr II 

0.0 0 3 0.0 € ” • 
0.0 0 2 nd ” ，＇ 

0.012 nd 清澄池入口

！ 0.014 nd ” 
0.0 09 nd 

• 
清澄池出口

I nd nd 清澄池西井戸. 

tr tr 井戸⑦

0.0 0 1 0.01 
” 

tr nd 
” 

0.001 nd I ” 
tr tr 井戸水②

tr 0.0 2 ” 
tr 0.0 1 ” 
nd nd 

” 
tr nd 井戸Aヤード裏

tr tr ” 
0.001 nd ，， 

nd nd 
” 

0.0 0 1 0.0 1 井戸Bヤード哀＿ 1 

-1 3.7— 



分

工 場
保健所名 採水年月日

事業場名
BOD COD s s 油分 cu Zn  

PH 
呪¢ 呵／¢ 咤／¢ 畷／¢ 呵¢ 叩／¢

6- 8 秋 田 4 9. 6. 11 6.5 2 14.0 nd 0.5 0 

” ” 6. 1 3 6.6 nd 0.2 0 

” ” 6. 11 6.4 3 6.0 0.01 0.1 2 

II ” 5 0. 6. 1 3 6.6 nd 0.21 

’ ” ” 6.5 tr 0.0 6 

” ’’ 
6. 1 0 5.9 6 1.5 tr 1.2 0 

” ” 6. 11 5.75 0.5 nd 1.5 0 

” ” 6. 1 3 5.9 nd 1.1 2 

6- ， “ 49. 6. 6 6.84 2、28 2 0.5 

’ ” 6. 2 0 4.5 2 2.7 6 2 3.0 

’’ ” 6. 2 1 6.8 7 3.6 6 3 15 

” ” 5 0. 4. 10 6.40 1.4 8 6.0 

6 -1 0 矢 島 4 9. 7. 8 6.2 2 2 4.0 0.1 2 0.5 6 

6 -1 1 横 手 6. 1 3 82 3 0.0 3 8.0 

” ” 7. 3 1 0.01 0.0 9 

” II 5 0. 6. 1 0 7.3 2 73.2 4 7.0 4.8 tr 0.0 2 

” ” 5 l. 2. 2 6 nd 0. 08 

6 -1 2 ” 4 9. 12. 5 7.6 5 1. 7 1 1.5 2.1 0.01 (l.1 4 

” II 5 0. 6. 1 2 81 1 3.0 5.8 4.5 tr 0.2 0 

I 
” ” 5 1. 2. 18 tr 0.0 4 

6 -1 3 ” 4 9. 12. 5 4.7 9 1.4 91.0 0.0 5 0.0 3 

” ” 50. 6. 1 7 5. 96 3 8.0 tr 0.14 

” ” 5 1. 2. 1 7 0.1 1 0.0 1 

” ” 3. 18 100 0.08 0.0 4 

-13 8-



析 項 目

T-Fe T-Mn cr6+ Cd  ON Poi- Pb  AS  c.e- T-N 
T oc 備 考

呵¢ 呵／¢ 噂¢ 畷¢ 吟¢ 叩¢ 噂¢ 町／¢ 噂¢ 咤¢

0.001 nd ヽ 井戸Bヤード裏

nd nd 

I ” 
0. 00 4 0.0 3 西新井戸④

nd nd 西新井戸⑪

0.0 0 3 0.0 3 ” ② 
0.00 3 0.0 2 煙突脇井戸

0.0 0 3 o.o 3 

0.0 0 2 0.0 2 

1.3 5 

0.15 0.2 9 '55.8 

1.28 0.2 2 3.4 6 

3.5 6 0.18 

0.8 3 0.0 3 tr tr 

2.5 5 o.o O 3 o.o 1 
l 

0.00 2 tr 

1.60, nd nd nd 

0.00 3 o.o 2 

0. 00 3 tr 

0.0 7 nd 0.00 2 nd 

nd tr tr I 

tr 0.0 2 

0.0 2 nd nd 

nd 

ー，139-



(1)旅館

分

工 場
保健所名 採水年月日

事業場名

BOD 三 s s PH 

mg/2¢ .2 mg1 /0.¢ 5 
. 7 - 1 鹿 角 5 0. 5. 2 7 6. 7 

” ” 1 2. 3 6.7 1.4 1.4 

” II 5. 2 7 7.3 4. 4 3.5 

” ” 1 2. 3 6.8 0.7 4.0 

7- 2 ” ” 7. 1 8. 1 6.0 

II II II 7.3 3.9 2.0 

II II ” 7. 1 2 6 5 175 

” 
II II 7.2 7.6 6.5 ． 

7- 3 ” II 6.6 1. 6 1.5 

7- 4 " II 6. 7 4.3 4.0 

7 - 5 II 5. 2 7 7.1 0.6 11.0 

” 
II 1 2. 3 7.1 6.9 1 6.0 

II II 5. 2 7 7.3 9.0 80 

II II 1 2. 3 7.4 0.2 1.0 

/! II 5. 2 7 8.9 1 7. 4 7.0 

” 
II 1 2. 3 7.3 0.6 3.0 

7 - 6 大 餡 6. 3 6.9 4 

” ” 1. 2 9 

7 - 7 ” 6. 3 7.6 7 

7- 8 ” ” 6.4 5 

” II 5 1. 2. 1 8 

7 - ， ” 2. 4 

7-1 0 II ” 
7 - 1 1 /I II 

7 -1 2 ” 2. 1 8 

7 -1 3 
” 2. 1 9 

7-1 4 ” 
II 

7 - 1 5 ” ” 
7 - 1 6 ム月ヒヒ 代 1. 1 3 6.7 0 

7 - 1 7 II II 7.2 1 

7 - 1 8 五城目 5 0. 7. 1 4 6. 7 4 5.3 8.5 

7 - 1 9 男 鹿 5. 2 8 8.4 4.2 7.0 

II 10. 30 7.6 37.2 2 8.5 

7-2 0 ” 5. 2 8 7.0 2 53 146 

11 1 0. 3 0 6.3 4 9 4 736 

” 1 2. 11 6.6 6 56 2 2 3 1 

9 -1 4 0-



析 項 目

~●疇 l 
油分 Cu Zn  T - F e Cd  Pb  

考
叩／£町／¢ ・叩／¢ mg/¢ ”g/¢ mg// 

備

1.1 I nd  0.0 2 t, r nd  雑排水，

nd  nd  nd  nd II 

nd  0.0 9 0.0 0 2 t r 浴垢

nd  0.0 3 nd  nd  ” 
雑（朝）

1.2 I nd  0.0 5 I tr nd  II （昼）

II(夜）

0.0 1 0.04 ， t r nd  浴場浄化槽

nd  tr • nd  n d-

n d 0.0 2 nd  nd  

tr 0.1 0 nd  nd  消｝化柘

t r 0.07 nd  nd  

” 
1.0以下 I nd 0.0 4 n d nd  浴坦

1.0以下 nd  0.0 5 nd  nd  ” 
nd  0.0 3 t r t r 雑排水

tr 0.0 2 nd nd  ” 
2 7.1 0.0 1 0.08 0.0 0 6 0.0 2 

nd  0.0 3 nd  nd  

3.7 0.0 1 • 0.11 。.o06 o.o 2 
1. 9 nd  0.0 9 I ll d n d 

1.0以下 nd  0.0 2 nd  n d 

t r . t r nd  nd  

nd  ,.n d nd  n d・ 

nd  nd  n:d ndい

1.0以下

1.0以下 0.0 1 ().0 3 o.oo 6 0.0 2 

1.0以下 tr o.o 3 0.0 06 0.0 2 

1,0以下 o.o 1 0.0 6 0.0 0 6 tr 

n d 0.0 5 n d t r 

nd  0. 1 2 nd  0.01 

4.0 n d 0:0 5 nd  nd  

1.6 

34.6 0.0 2 0.11 nd  0.0 2 

3 8.5 

1 3.6 nd  0.1 3 I, I -nd  t r 

-141-
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分

工 場 I 

事業場名
保健所名 採水年月日 BOD COD s s 

PH 
叩／¢ 咤／¢ 叩／¢

1-21 男 鹿 5 0. 5. 2 8 7.8 153 1 9 6 

II 10. 3 0 7.2 82.6 515 

7-22 ” 5. 2 8 8.3 6.1 1 80 

” ” 10. 30 7.0 1 6 0 45.0 

ff 

” ” 5.9 293 136 

II 

” ” 7.7 5.7 125 

7-23 II 5. 2 8 72 4 9.0 1 6.5 

” II 1 0. 3 0 6.1 18.4 34.0 

II ” 1 2. 1 1 4.7 5 248 2 06 

7 -2 4 ” 5. 2 8 8.1 2 40 1 8 2 

II ” 10. 3 0 7.3 173 6 0.0 

” ” 1 2. 1 1 7.5 7 14 4 6 9.0 

7 -2 5 ” 5. 2 8 7.8 261 172 

” ” 1 0. 3 0 7.1 550 2 11 

” II 12. 1 1 6.9 9 16 4 8.0 
＇ 

7 -2 6 II 5. 2 8 6.7 10 6 59.0 

” ” 10. 30 6.8 976 48 9 

II II 1 2. 1 1 6.8 5 303 7.5 

7 -2 7 II 5. 28 7.7 280 276 

” ” 10. 3 0 6.6 11 5 一 3 6.0 

“ H 12. 1 1 7.05 9 9.0 15. 5 

7 -2 8 II 5. 2 8 7.3 27 2 164 

7-29 ” II 7.5 27 0 4 48 

7 -3 0 II 6. 4 7.1 1 1.5 2 4.0 

” ” 10. 3 1 7.5 2.7 10.0 

7 -3 1 ” 6. 4 8.0 11.2 6 60 

” 10. 3 1 7.4 13.3 1 2.0 

7-32 II 6. 4 7.2 30.9 12. 5 

7 -3 3 ” 8. 2 7.2 8 5 01 1,3 4 1 

7 -3 4 本 荘 51. 2. 1 2 6.8 7 10.2 8 15.0 

7-35 ” 2. 1 8 7.1 5 1.4 8.5 

II ff ” 7.9 9 1 2.0 8.3 

“ “ ” 6.9 6 • 1 1.5 6.8 

H 

” 
II 6.9 8 4.4 3.5 

” ” ” 7.0 2 8.6 8.8 

7 -3 6 “ 2. 6 7.7 6 2 1.8 16.5 

7-37 矢 島 5 0. 7. 16 7.1 4 16.0 2 7.5 

-142-



• 
析 項 目

油分 | Cu  Zn  I T-F e I Cd Pb 

叩／¢ 町／¢ 叩／¢ 叩／¢ 咽／¢
・備 考呵／¢

2 5.1 tr 0,.08 nd nd  

2.0 

1.0以下 n d nd nd  nd  

3.0 nd  0.11 nd  nd  ① 

27.2 tr 0.1 4 nd  0.01 ② 

1.0以下 n d nd  nd  nd, R 
1 6.2 o.o 1 0.2 4 n d nd  

3.3 

1.0以下 0.02 0.1 3 nd  nd  

8.3 0.0 3 0.2 5 nd  nd  

4.8 

3.6 0.0 1 0.0 9 nd  nd  

36.2 o.o 7 0.1 5 I nd tr 

10.4 

1.0以下 nd  00 4 nd nd  

6.9 0.01 0.0 8 nd  nd 

79. 9 

1 3.5 tr 0.0 2 nd  tr 

11.4 0.0 5 0.1 4 nd  tr 
I 

4.7 

I 8.4 tr 0.0 4 
I 
nd nd  

144 o.o 2 0.16 nd n d 

15.2 0.0 2 0.2 9 nd  0.0 2 

1.8 nd  0.1 1 nd  nd  

1.0以下

2 8.3 0.0 4 0.7 6 nd  t r 

1.0以下

1.5 

.. 

1.0以下 1 NO,1 

2.4 NO 2 

朝

昼

夕
： 

nd o.o 8 0.8 7 nd  nd  

-1 43-



I 分

工 場
保健所名 採水年月日

I 王事業場名
BOD COD 

PH 
町／¢ 呵／¢

7-37 矢 島 50. 12. 4 6.70 121 

7 -3 8 角 館 8. 8 6.38 1 8.1 8.5 

• II 

” 12. 3 

7-3 9 ” 8. 8 6.9 7 10.4 5.5 

” II 1 2. 3 

” 
ff 51. 1. 1 2 

7 -4 0 ” 50. 12. 10 
7-41 ” 1 2. 3 

” ” 12. 4 

7-42 ” 1 2. 3 

” 51. 1. 12 

I 4 3 “ 50. 1 2. 1 0 
4 4 ” II 

” 51. 1. 1 2 

I 

4 5 ” 1. 1 3 

4 6 ” 5 0. 12. 1 0 
4 7 ” 1 2. 3 

4 8 ” 1 2. 4 

4 9 ” 12. 14 

3 0 ” 
I 
51. 1. 14 

5 1 ” 5 0. 1 2. 4 
5 2 ” ” I ， 

5 3 ” 1 2. 11 

5 4 大 曲 7. 30 

5 5 ” 8. 6 

” 51. 1. 2 8 

I ” :• :。8| I 
•• II II 

1. 2 8 

7-56 II 5 0.. 1 2. 3 

7-5 7 II 12. 1 7 

7 -5 8 II 5 1. 1. 2 8 

” ” ” 
7 -5 9 横 手 50. 6. 10 7.0 5 8 0.6 175 

7 -6  0 ” ” 6.4 8 8 3.6 341 

” 5 1. 2. 2 4 

-144-



析 項 目

油 分 Cu  Zn T -F e Cd  Pb  
備 考

町／¢ 叩／¢ 呵／¢ 叩／¢ 叩／¢ 町／¢

6.5 

nd  0.0 2 

｀ 
nd nd  

1.0以下

nd 0.14 nd  nd  ． 
nd  tr nd tr 

1.0以下

nd t r nd  nd  

1.0以下 tr o.o 1 tr tr NO 1 

171 nd  0.0 2 o.o O 2 tr N02 
,・ 

tr 0.0 4 tr ！ nd 

1.0以下

nd  nd 0.0 0 2 tr 

I nd nd  nd  nd 
I 

35.2 

i 1.1 I 

． 
1.1 r 

1.4 I 

1 5.8 
I 

1.0以下
， 

3 2.6 
’' 4.4 

1.8 

I 
0.0 1 0.03 nd  nd  

I 1.1 nd  0.08 n d nd  

I 

I 

2.1 

1.5 一回目

4.0 二同目

1.6 三回目

1.0以下

1.0以下

1.0以下

I 

1.0以下 雑排水

4.6 

I 
1.6 

nd nd nd 

-145-



(8) メッキ工場

場

名

ー

2

3

4

5

製

ー

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

-

I

I

I

I

―
-
I
I
I
I
I
I
I
I
-

業

工

事

8

8

8

8

8

『

ー

PH 
s s 
ng/¢ 

Cu  

11/g/¢ 

”
 ”
 
II 

II 

II 

＂ 
II 

”
 ”
 ”
 
II 

6
 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
-
I
I
I
I
 

8
 

保健所名 採水年月日

分

Zn -, 

1llg/¢ 

田

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

秋

本荘

'II 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

0

4

8

1

8

6

2

9

1

4

0

4

8

1

8

6

2

9

1

1

3

6

6

1

9

 

1

2

2

1

2

2

3

1

1

2

2

1

2

2

3

1

1

2

2

 

II 

5

6

6

1

1

1

1

1

0

2

5

6

6

1

1

1

1

1

0

4

2

6

5

8

0

 

1

1

1

1

1

 

9

0

9

0

 

4

5

4

5

 

3

9

7

2

0

9

 

1

2

2

3

 

．

．

．

．

 

6

L

5

8

0

2

 

1

1

1

1

1

 

．

．

 

9

0

 

4

5

 

7

2

 

2

2

 ．
 

1

5

 

ー

．
 。
5
 

1

|

1

1

 

I
I
I
I
 

4 9. 6. 1 2 

7.7 6 

8. 3 6 

1 2.5 4 

7.8 8 

7.7 6 

8.1 0 

7.7 5 

7.8 4 

7. 95 

7.0 3 

7.9 9 

7.6 2 

4.7 6 

2.4 8 

7.9 9 

4.2 4 

7.9 2 

8.4 4 

2.2 8 

8.0 5 

6. 8 9 

5.9 

6.4 

6.5 

6.3 2 

6.2 8 

7.2 

7.1 

6.8 

7.3 

7. 5 5 

7.51 

7.5 7 

1 1.0 

1 0.0 5 

6.0 
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1 3.0 

15.0 

1 3 7 

10.5 

130 

9.5 

10.5 

15.0 

6.5 

2.5 
l 

7 3. ° | 
3 5.5 

76. 5 

237 

73.0 

1 8.5. 

4.5 

35 

2 7.5 

1 6.0 

3.0 

43.5 

18.0 

3 2 6 

4 5.0 

95 

1 8.0 

2.5 

1 4.5 

11.0 

6.0 

5 1.0 

3 0.5 

3.0 

2.0 

0.3 0 

0.1 6 

0.6 5 

0.2 5 

0.3 0 

0.2 6 

0.1 2 

0.1 0 

OD 6 

ー

4
 .
r
 

，
 
t
 ゚0.01 

0.07 

0.2 1 

0.2 9 

0.09 

4. 4 9 

0.17 

0. 5 8 

0.4 1 

2.0 0 

2.38 

1.5 7 
0.9 4 

2.4 5 

4.5 1 

1.8 4 

3 3.6 

0. 8 8 

13.6 

9 0.0 

3 3.6 

8 0.0 

1.2 2 

0.1 1 

132 

0.1 3 

4.5 5 

0.2 0 

0.8 0 

0. 05 

0.0 2 

tr 

0.1 4 

0.2 4 

0.01 j 0.39 

tr ! O.l'O 

0. 07 



析 項 目

T-Fe T-Mn C r6+ ・ Cd  CN― Pb  d-Fe 

叩／¢ 叩／¢ 呵／¢ mg/¢ 呵／¢ 呵／¢ 呵／¢
備 考

nd  0.0 2 

nd  

nd  

． nd 
nd  0.0 2 

nd  0.8 6 

nd  0.2 0 

nd  0.1 3 

0.19 0.52 0.0 0 4 0.11 0.0 2 

0.09 0.09 

． 

7 5 9 6.0 9 0.011 0.8 8 

o.o 2 tr tr 

0.00 2 tr 

tr nd  

nd  nd 0.0 1 0.03 0.3 8 

n d tr 〇.01 0.0 9 0.4 6 

1 1時 10分

1 3時10分

nd  

nd  0.005 4.3 9 0.04 

nd  0.0 02 0.1 0 0.0 3 

nd  0.0 01 0.71 o.o4 I 
o.o 1 1 0時 30分

tr 1 4時00分

0.8 9 0.2 8 nd  n d 0.16 0.0 1 

nd  

tr nd  nd  ＼ 

nd  nd  n d. n d 
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(9) 写真現像業

分

工 場
保健所名 採水年月日

事業場名 一 BOD s s Cu  
... PH  

叩／¢ mg/ f, 叩／¢

9 - 1 ：大 館 4 9. 5. 3 1 

” II 1 2. 1 8 7.7 2 6.0 

II ” 50. 6. 3 6.8 5 

” ” 7. 11 6.7 

‘ 
” II 7. 3 O・ 

II 

” ” 
If /1 51. 1. 1 3 0.0 2 

9 - 2 II 4 9. 5. 3 1 
,. 

: 
II ” 

,. 
ff 

” ” 12. 1 8 7.1 6 8.0 

” “ 5 0. 6. 3 6. 41 

ff ” 51. 1. 1 3 0.0 1 

9 - 3 II 4 9. 5. 31 

” II 1 2. 1 8 69 6.0 

” ” 5 0. 6. 3 6.4 4 

II II 7. 1 1 9.1 

” “ 51. 1. 1 3 nd  

9 - 4 限 巣 1 ， 7.6 1 7.0 0.0 4 

9 - 5 秋 田 4 9. 5. 1 0 6.6 0 3 3.0 

” ” 7. 8 

” ” 1 2. 1 3 6.0 8 7.0 

” 
II 50. 4. 1 4 7.4 6 4.5 

ヘ9- 6 II 4 9. 5. 1 0 4. 28 8.0 

II ” 7. 8 

fl II l 2. l 3 7.0 5 1 3.0 

9 - 7 角 館 20.0 0.0 4 

9ー 8 大 曲 50. 9. 1 8 7.3 0 4.5 nd  

9- 9, 横 手 4 9. 1 2. 4 

” II 5 0. 1 0. 1 5 • 3 6.0 n d 

!l - 1 0 湯 沢 4 9. I 2. I 3 6.5 8 3 0.8 7 2.5 0.0 1 

If II 5 0、 10. 6.4 4 1.0 t r 

-1 4 8-



析 項 目

Zn  C r.6+ ！ Cd  C N― Pb  T-Hg i 

叩／¢ 叩／¢ 呵／¢ 叩／¢ 叩／¢
備 考

pp b 
．． 

12.3 

0. 8 6 

0.0 0 2 0.2 8 
' 

0.4 3 

nd 

nd 

0.1 9 nd  nd  0.0 9 0.0 1 

0.0 5 

n d i 

2.0 4 

0.0 0 2 0.0 1 

0.1 3 • nd  t r 0.1 5 0.0 2 ； ｀ 

0.0 2 

0.1 0 

t r 0.31 

0.0 0 9 

0.1 3 nd  t r nd  0.0 1 

0.0 9 n d t r I 
0.0 1 

nd  I 
0.0 2 

nd  3 8.1 

n d 
心ヽ、

0.10 • • 

0.10 

n d 0.31 
’:  

0.0 8 n d t r 0.0 1 tr nd  

0.0 9 n d nd  nd  nd  nd  

n d ． 
tr n d nd  0.0 2 n d nd  

0.1 4 '・. n d nd  nd 

0.0 2 n d. nd 
I nd  nd  1.6 ー-1 4 9-



(10)と畜場

分 析 項 目

工場

事業ナ品名
I保健所名 採水年月日

l l ― 

PH 
BOD 

ng/¢ 

s s 

可／¢

大腸茜群1油分

個／品 1叩／¢
I備考

1 o -1 I鹿角 I4 9. 6. 7 
II II 51. 1. 8 

1

6

1

 

2

1

3

 

l

5

5

 ゜
5
 

~
 館

巣

大

鷹
2

3

 

一＿
0

0

 

1

1

 

4

5

5

4

 

荘

曲I
I
I
I
I
I
 

秋

本

大

4

5

6

.

7

 

―

―

―

―

 

I

I

O

O

I

I

O

I

I

I

I

I

I

O

 

1

1

1

1

 

II 

II 

II 

I
I
I
I
I
I
 

I
I
I
I
”
 

横

湯
8

,

 

―― 
II 

0

0

 

1

1

 •19 

”
 

田 I4 9. 

手

51. 4

2

 

1

1

 

．
．
 

1

9

 
5 0. 4. 1 4 

1

9

1

9

3

 

1

2

2

1

1

 

．
．
．
．
．
 

6

1

5

2

6

 

II 

ー

8

6

0

 

2

1

 

．
．
．
 

8

8

6

 ゜
5
 

沢 I4 9. 12. 1 3 

5 0. 1 2. 9 

6.7 5 

7.0 

7.4 5 

6.4 

6.8 4 

7.2 9 

7.2 3 

7.1 

7.1 

3.2 5 

6.2 

6.9 

7.3 2 

7.0 6 

7.1 8 

11.0 

21.9 

209 

2 4.1 

8 6.0 

1 7.5 

41.8 

330 

1 4. 6 

1.3 

365 

7 5.6 

19 2 

0

7

5

 

4

5

0

 

1

1

1

 

，
 

ー

5.0 

13.5 

78.5 

1 6.5 

4 9.8 

2 3.0 

5.0 

130 

146 
l 

8 2.5 I 

1 4 3 

13.0 

128 

8 8 1 

1 3 6 

1 0 5, 

3 3 0 

2.0 

34 

1.0以下

5.7 

6.9 

22 

1.2 

1.0以下

33.8 

1 7.0 

2.1 

3 0.1 

(11)し尿処狸褐
ヽ・・ . 

分 析 項 目

工場
トー

事業場名
保健所名 採水年月日 BOD COD s s 油分

PH 
叩／¢ 叩／¢ 叩／¢ 叩／¢

備考

1 1- 1 鹿 角 4 9. 5. 8 6.8 8 1 2.8 1 7.0 

II II 6. 7 7.5 9 5 5.3 3 5.0 

” II 1 2. 11 7. 8 5 1 9 8 1 8 9 

” ” 5 0. 5. 2 7 7.8 1 0 6 2 6.0 

II ” 51. 2. 1 7 7.56 9.5 2 0,5 

11- 2 大 館 4 9. 1 2. 1 8 7.5 614 304 

1 1- 3 隅 フ出 ． 6. 6 7.8 8 1 0 8 2 LO 

” II 50. 1. 1 4 8.0 7 1 6.2 6 2.0 

” II 5. 1 6 8.4 0 37.2 200 

11- 4 男 鹿 4 9. 1 1. 2 8 8.4 2. 1 5 3 200 

“ ” 5 0. 1 0. 3 1 8.3 3 8.8 7 7.0 
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分 析 項 目

工場
保健所名 採水年月日

事業場名
BOD COD s s 油分

PH  
mg/¢ 呵／¢ 町／¢ 町／¢

備考

11- 4 男 鹿 50. 11. 2 7 1 0.3 171 4.5 

11- 5 秋 田 49. 6. 2 0 7.6 4 3 7.6 4 8.5 

” ” 6. 24 7.80 2 7.6 5 6.5 

” ” 12. 1 2 7.43 12.6 1 2.6 83.0 

II 

” 50. 4. 14 7.4 0 100 6 6.0 

* 1 1 - 6 II 4 9. 6. 20 7.9 6 40.8 17 2 

” ” 6. 2 4 8.1 4 2 9.0 104 

II 

” 12. 1 2 7.70 30.8 6 7.4 

“ ” 5 0. 4. 14 7.5 9' 4 5.3 1 7.5 194 
11- 7.. II 4 9. 6. 2 0 6.9 2 13.8 4 0. 9 

“ 
II 6. 2 4 6. 7 1 1 0.6 325 

II II 12. 1 2 6.9 4 98.4 45.8 

II • ” 5 0. 4. 1 4 6.9 3 
• 3 8.7 32.0 

11- 8 本 荘 4 9. 6. 1 2 8.0 1 4.6 4 1.3 

” ” 11. 2 7 6.7 6 9.3 1 7.0 

II 

” 5 0. 5. 2 1 6.9 8.5 8 4.0 ... 

” ” 5 1. 2. 19 8.8 3 6.3 8 3.0 

11- 9 ” 4 9. 6. 1 2 8.4 4 3.5 1 70 

II II 50. 5. 1 4 7.8 6.0 1 6.5 

II ” 1 2. 3 8,40 10.7 55.5 

11-10 角 館 49. 1,L 28 6.8 8 6 3 2 3 96 

If 

” 51. 3. 1 7.2 8 88.8 1 12 

I 11-1 1 ” 5 0. 8. 8 7.2 6 2 2.3 1 5.0 

1 1-1 2 大 曲 4 9. 6. 1 3 7.2 1 7.4 2 5.5 

11-1 3 横 手 ” 7.0 I 16 9 121 

” 
II 5 0. 6. 1 2 7.9 2 I 1 4.7 45.0 

11-14 II 

” ， 6.1 2 35.0 86.0 

11-1 5 湯 沢 4 9. 1 2. 11 7.8 1 9 4.8 216 

L!.!=_~ 6 ” 50. 12. 
， 6.Q 2 14.8 2 9.0 i 
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(12)試験研究機関

分

工 場
保健所名 採水年月日

！ 
I ~由 分

事業塙名
BOD s s 

PH  
叩／¢ 叩／¢ 叩／¢

12- 1 鹿 角 4 9. 5. 8 6.7 7 2 3.1 13.0 

“ ” 1 2. 1 1 7.28 2 8.2 31.5 

” ” 5 0. 5. 2 7 7.0 2 5.6 2 0.5 

II 

” 51. 1. 8 7.0 2, 6.0 2 8.5 

1 2- 2 大 館 4 9. 6. 1 0 6.8 9 7.0 '6 0.3 

I II 

” 51. 1. 2 1 
1 2- 3 II 4 9. 1 2. 1 8 7.0 9 0.2 4 8.0 

” 
II' 5 1. 

2. 4 I 
1 2- 4 隈 巣 4 9. 6. 6 5.9 6 1 2 4 6 8.5 

” 
II 5 1. 1. 1 4 6.6 8 2.2 35.0 

ヽ

1 2 - 5 If 50. 5. l 6 7.3 8 89.6 1 1 0 

II 
I 
ff 6. 3 5.2 

i 

II 

” 9. 1 6 6.6 1 1 1 3 

I If II 51. 1. 1 4 7.6 2 7 8 84.0 

” II 5 0. 9. 1 6 7.11 2 2.5 

” ” 5 1. 1. 14 7.4 2 6.3 1 LO 

” 
II 50. 9. 16 7.53 3 0.5 

| 12 - 6 ” 1. 1 4 8.9 6 1 3.0 

7.5 I 
I::= 7 今hヒヒ 代 51. l. ， 6.7 3 

8 五城目 50. 1. 7 5.9 0 8 0.0 30.5 2.4 

I’I’I ” 7. 1 4 7.1 3 270 9 9.0 

” 51. 2. 3 7.5 5 101 1 6.5 8.6 

1 2 - ， 男 鹿 4 9. 11. 2 7 7.40 153 5 9.0 2 0.0 

” ” 50. 5. 3 0 I 7.5 8 2.0 1 LO 

” ” 10. 3 1 7.7 7 5.0 56.0 4.2 

II II 1 1. 2 7 7.4 9 8.4 5 8.0 

II 

” 4 9. 11. 2 7 7.9 fi、• 2 6 5 86.0 

II fl 50. 5. 3 0 7.5 8 5.8 106 

” ” 1 0. 31 7.4 11 4 3 7.5 ・ 7.1 

II II 5. 30 7.4 9 0.6 3.0 

-12-10 秋 田 4 9. 1 2. 11 7.2 3 4 9.9 8.9 

1 2 -1 1 ” ” 6.6 6 6 03 1 9 0 

1 2 - 1 2 本 荘 6. 11 6.2 6 101 5 9.0 

I 
” ” 8. 2 6 7.16 

II ff .11. 27 6.7 3 9.1 1 o.o 
n 
” 51. 2. 6 6.7 5 8 5.2 2 9 3 I 

-1 52-



析 項 目

＇ I I T-F  e 

-111-ど-］ Zn T-Mn I Cr 6+ Cd  CN― Pb  I 備 考
叩／¢ 呵／¢ 叩／¢.町／¢ 9 mg/¢ 呼／¢ 呵／¢

tr 0.0 3 nd nd、 tr 

0.0 4 0.13 9'nd ・nd nd 

ヽ；

tr 0.19 nd nd tr 

' 
I 

0.0 1 0.3 4 0.2 8 'nd 
； 

nd 厨房

tr 0.4 8 nd ::rid. t r II 

tr 0.1 5 ; 

I 
nd 'nd nd 2 0 0人楕

tr 0.23 nd Ii d tr II 

0.01 0.15 nd tid・ O.o l 6 0 0人柏
0.0 2 0.82 nd ・tr tr 

0.0 4 0.3 5 nd I •ri ,d • 00 1 

．＇ I 

nd 0.1 4 nd nd nd 

I ① 

” 
” 
I 

II 

I ② 
・' 

” 
" 
③ 

’’ 
， 

i 

LQ.03 0.5 8 nd tr ： o.o 4 I I 
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分

工場

事業場名
保健所名 採水年月日

PH  
BOD 

町／¢

ss 
咤／¢

油分

呵／¢

12~131 本 II 荘 1 49. 8. • 2 1 7 3 

I
I
I
I
 

1 2 -1 4 

” 
II 

” 

5

6

 

1

1

 

-

I

I

I

I

-

2

2

 

1

1

 

II 

II 

7
 
ー-
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

2
 
ー

I
I
l
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 
角 館

” 
” 
” 
大曲

” 
” 
II 

’’ 
“ 
II 

” 
” 

11. 2 9 

51. 2. 6 

4 9. 6. 1 2 

11. 2 9 

5 0. 5. 2 1 

12. 3 

5. 2 1 

12. 3 

4 9. 11. 2 8 

50. 8. 8 

51. 3. 1 

2. 2 5 

4 9. 6. 26 

8. 28 

6. 2 6 

8. 2 8 

6. 26 

8. 28 

6. 26 

8. 2 8 

6. 2 6 

8

0

 

2

1

 

&

6

 
II ゜

5
 

手

I

I

”

 

横8
9

 

1

1

 

II

＿一
2

2

 

1

1

 
'II  I H I 5 1. 2. 2 4 

1 2 -2 o I II I 5 o. 6. 1 o 
,, I II I 5 1. 2. 2 4 

1 2 -2 1 湯沢 49. 1 2. 1 1 

II • I II I 5 0. I 2. 9 

1 2 -2 2 I II I 4 9. 1 2. 1 I 

I/ I I/ 

1 2 -2 3 靡巣

/I I // 

” ” 
” II 

6

6

1

6

4

 

2

1

3

1

1

 

．
．
．
．
 

2

5

5

9

L

 

・

・

 

1

0

1

 

5

5

5

 

7.0 

6.9 8 

7.4 

7.1 9 

6.9 

7.7 

7.9 

7.59 

7.5 

7.31 

7.3 7 

7.1 3 

7.2 2 

6.4 8 

8.6 

7.6 

7.0 

7.1 

7.4 

7.4 2 

6.0 7 

6.7 0 

6.7 6 

6.32' 

7.2 9 

7.7 3 

7.3 7 

8.3 6 

74.8 

8 2.8 

4 0.1 

2 1.6 

89,6 

4 9.9 

8 7.6 

1 5.5 

4 0.8 

4 2.5 

4 0.6 

106 

114 

1.6 

8 0.5 

143 

57.5 

4.6 

5 6.4 

53.5 

1 07 

6 6:4 

9 6.8 

3 9.5 

136 

30.3 

34.0 

2 6.0 

2 2.0 

56.3 

5 5.0 

5 2.0 

3 9.5 

’’ 
7 7.0 

4,9.5 

58.0 

6 2.0 I 

206 

3 1.5 

14.5 

50.5 

4.0 

3.5 

1 2.0 

33.5 

248 

8 7.5 

2 1 

35.5 

2 1.0 

41.0 I 
l 

2 4.0 

48.0. 

2 8.5 

6 1.0 

6 9.0 

190 

3 2.0 

22.。I
＇ 

1

』

7

8

 

0

9

 

ー
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析 項 目
I 

Cu  Zn  I T-Fe T-Mn Cr G+ Cd  CN― Pb  
mg/,e 叩／£叩／¢ 呵／¢ 喝'/¢ 叩／¢ mg/¢ 叩／¢

備 考

0.0 7 0.1 3 0.51 0.0 6 tr 0.01 

0.0 1 0.10 nd nd nd 

① 
II 

tr 0.1 2 nd nd ② 

0.0 2 0.09 nd o.o O 1 o.o 1 ” 

0.0 2 0.2 8 nd nd I 0.0 1 I 
! 

生活排水R

If 

生活排水⑲

” 
7 5 0人相

” 
5 0 0人柄

II 

1 9 5人柏

II 

nd 0.0 1 nd nd nd 

0.1 8 .o.2 9 nd nd 0.0 2 

tr 0. 12 nd 0.0 0 1 tr 

0.0 2 0.14 nd nd 0.0 1 

nd 0.1 0 nd nd nd 

―-155-



ヽ

分

工 場
保健所名 採水年月日

事業塙名
BOD s s 油 分

PH  
mg/,e 7ng/.e 呵／¢

1 2-2 4 鷹 巣 50. 9. 1 6 7.3 7 2 4.0 

1 2-2 5 能 代 1 0. 3 7.2 1 9.2 

II II 5 1. 1. 1 2 11.1 3 

1 2 - 2 6 男 鹿 5 0. 1 0. 2 6.5 1 95. 5 

1 2 - 2 7 
’’ ” 7.52 892 

1 2 -2 8 本 荘 4 9. 12. 2 0 7.8 3 0.5 2 4.0 

” II 5 0. 1 0. 1 6.72 3 6.0 4.7 

1 2 -2 9 II 2. 5 8.3 2 7.9 1 5.5 

II 

” 1 0. 1 7. 3 2 5 1.0 

1 2 -3 0 ” 2. 5 9.1 0 1 i.6 15.0 

II 

” ” 
// 

” 1 0. 1 6.9 0 40.0 

II 

” 5 1. 2. 6 6.5 ti 3.9 4.0 

1 2 -3 1 矢 島 50. 9. 1 7 6.9 1 39.5 

1 2 -3 2 大 曲 4 9. 6. 1 3 7.1 107 44.0 

1 2 -3 3 “ 5 0. 9. 1 7 7.2 
I 

1 4.0 

l 2 -3 4 ” 
II 6.2 0 1 1 9 

1 2 -3 5 横 手 4 9. 1 2. 2 6 6. 8 3 

II 

” 5 0. 6. 1 2 7.2 8 1.9 7.8 

1 2 - 3 6 湯 沢 7.0 3 81.5 

1 2-3 7 鹿 角 5 0. 1 0. 1 4 7.4 3.5 

1 2 - 3 8 大 館 1 0. 1 3 6.0 0.5 

1 2 - 3 9 問 巣 9. 1 7 6.49 1 5.0 

1 2-4 0 能 代 1 0. 3 7.1 4.6 

1 2 -4 1 五城目 1 0. 14 6.8 3 23. 5 

1 2 - 4 2 男 鹿 2. 2 1 8.0 6 2 8.1 1.5 

” ” 
II 1 0.57 10.0 4.5 

” ” 1 0. 2 6.6 1 2.5 

1 2 - 4 3 本 荘 4 !J. 1 2. 1 8 7.4 7 1.4 1 7.0 

II II 5 0. 2. 5 8. 6 0 1 1 3 76.0 

If II II 7. 8 0 2 6.6 9.0 

II II 10. 1 7.3 2 3 8.0 

1 2 -4 4 矢 島 9. 1 7 6.6 6 4.5 

1 2 -4 5 角 館 7.8 5 6 1.0 

1 2 -4 6 大 曲 9. 1 7 6.8 0 1 1.5 

湯 沢 7.6 1 
I 12-47 4 2.0. I 

＇ 

-1 56 -



析 項 目

I I I T--F e 
．． 

cu Zn  T-Mn Cr&+ Cd. C N- Pb  
備

呵／¢ 叩／¢ 叩／¢ 叩／¢ 町／¢ 叩／¢ mg/ I,・ 呵／¢
考

0.0 4 0.2 5 nd nd nd 

3.5 6 0.20 0.7 8 0.20 0 0.07 
， 

00 4 0.0 9 0.02- o.o 0..3 I 、 0.07 0.15 

nd o.o 4 ＇ nd n d.  nd 

0.02 o.o 5 .. nd •. n d: 0.0 8 

tr 0”1 2 0.36 tr nd. 0.08 

tr 0.0:5 '9,  nd • nd nd 

',.. 

0.01 0.3 5 nd nd nd 

02 5 0.0 9 ，． 
nd 0.0 2 放流水

0.9 2 3.-9• 6 '. 
I 

0.0 27 0.8 5 鴫排水

nd o:o 3; nd nd, nd 
| 

tr 0.0 2 nd nd . nd • nd 

nd 0.0 3 nd nd ； ．． nd 

i 
tr 0.0 9 nd. nd nd, 

tr 0.0 6 .. nd n d‘ nd-.・ / 

0.19 nd nd nd (D・

nd I 
tr 0.0 6- tr nd 0.0 4 

0.0 2 0.58 nd nd nd 

0.0 1 0.1 1 n・d nd nd 

tr 0.5 3 nd nd 
9 • 

nd 

o.o 2 0.3 2 nd nd nd 

0.04 0.11 nd tr ． tr 

．． 
＇ ＇ 

定滸水

現像水

tr 0.2 3 nd, nd nd 

o.o 2 0.4 4 tr nd nd 

浄化楕

放流水

0.03 0.11. nP,. nd tr 

tr 0.0 8 n.d nd nd 

0.03 0.1 1 nd nd, nd 

nd 0.0 4 nd. nd nd 

0.0 3 0.0 5 n・d nd 0.0 2 
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(13)ガソリンスクンド、自動車幣備工場

分 析． 項 目

工 場
保健所名 採水年月日

事業場名
BOD s s 油分

PH 備考
叩／¢ ng/¢ 叩／¢

← 
1 3- 1 鹿 角 4 9. 5. 8 6.8 4 113 2.4 

” ” 50. 5. 2 9 7.1 65.0 1.4 

” ” 1 0. 1 4 7.1 75.0 1.0以下

” ” 51. 2. 5 7.0 1 0 5 1 1.6 

1 3- 2 ” 4 9. 5. 8 6.6 4 480 7.0 

” “ 6. 7 6.67 2.9 

” ’’ 12. l 2 6.8 8 2.0 . 8.8 
i 

II II 5 1. 2. 5 6.8 122 8.3 

13- 3 ” 4 9. 5、• 8 7.1 3 441 5.8 

” ” 1 2. 11 8.16 235 15.4 

” ” 5 0. 5. 2 9 8.1 43.0 '1.2 

1 3 - 4 
’’ 

4 9. 5. 8 6.8 0 1 7.o 8.6 

” 
II 5 0. 5. 2 9 7. 1 4 9.0 2.3 

” 
II 51. 2. 5 6.9 49.5 3.2 

13- 5 ” 4 9. 5. 8 7.0 8 9 2.0 6.0 

” ” 12. 1 1 1 2.2 3 90.0 4.8 

” 
II 50. 5. 2 9 6.6 9 2.0 1.1 

’’ ” 5 1. 2. 1 3 6.3 1 7.0 2.8 

1 3- 6 ” 4 9. 5. 8 6.6 9 320 2.7 

“ ’’ 12. 1 1 7.16 2 6 3 7.0 

1 3- 7 ” 12. 2 4 6.3 9 125 1.6 

II II 50. 5. 2 9 9.1 212 4.7 

” ” 1 0. 14 7.2 7 9.5 1.0以下

” 
II 5 1. 2. 5 6.9 917 58.7 

1 3- 8 II 5 0. 4. ， 7.0 6.2 

1 3- ， ” 5. 2 9 6.7 1, 11 8 2.3 

1 3- 1 U ” II 6.8 1 7.0 1.4 

13- 11 ” II 6.6 8 4.0 1.0以下

1 3- 12 ” ” • 7.1 1 19 5.9 

n ” 1 0. 14 7.2 109 1.0以下

” ” 51. 2. 5 6.8 1 3 1 7.6 

13- 1 3 ” 5 0. I 0. 14 6.8 3 9.0 1.0以下 ,, 

1 3- 1 4 ” 51. 2. 6 6.8 3 1.0 16.3 

1 3- 1 5 “ ” 7.1 805 1 7.4 

1 3- 16 大 館 49. 5. 2 4 7.50 3 3 5 9 9.4 

” ” 12. 1 7 6.7 226 6 6.7 
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分 析 項 目

工 場
保健所名 採水年月日 「冨分事業場名

BOD ss 
PH  

呵／¢ 呵／¢ 叩／¢
備考

13- 16 大 館 5 0. 6. 12 1 5.0 ； 

13- 17 ” 4 9. 5. 2 4 7.10 456 3.2 1 

1 3-9 1 8 1 ” 1 2. 1 7 6.9 7.0 2.5 

II 5 0. 6. 1 2 

1.2 o I I 
2.1 

1 3- 1 9 ” 4 9. 5. 2 4 255 1.0以下

1 3- 2 0 ” 
fl 6.6 0 1 6.6 1.0以下

II II 
｛ 

5 0. 6. 1 2 2.4 

13- 2 1 ” 4 9. 5. 2 4 1.0以下

1 3- 2 2 ” ” -1.2 5 I I 1 1 4 16.9 

” II 5 0.. 6. 3 I 2 8.2 I 

1 3- 2 3 ” 4 9. 5. 2 4 6.4 5 I I 1 81 | 2.8 
1 3- 24 ” ” 

I 
6.4 5 1 0.5 1.0以下 i 

13-II 25 I 
II 

” 6.0 5 539 2 3.4 

II 5 0. 6. 3 I 8 2.0 

13- 26 ” 4 9. 5. 2 4 6.65 108 4.1 

” ” 50. 6. 3 3.5 

13- 27 II 4 9. 5. 2 4 6.3 0 1 5.0 1.2 

13- 28 -ff 50. 6. 3 37.6 

1 3- 2 9 ” ’’ 
2.9 

13- 3 0 ” ” 1.8 

13- 31 ” 5.9 

13- 32 ” 1 0. 13 6.7 6 7.0 90.7 I 
1 3- 3 3 ” ” 6.9 635 4.0 

13- 3 4 
’’ 

1 0. 1 4 7.1 87.5 11.1 

1 3- 3 5 ” ’’ 
6.9 5 5. o 2 4.1 

1 3- 3 6 鷹 巣 5. 1 6 7.4 2 4 8 2.0 

” ” 5 1. 2. 18 6.8 1 2.0 8.8・ 

13- 3 7 II 5 0. 5. 1 6 7.2 8 2 21 12.7 

” ” 5 1. 2. 1 8 6.8 9.3 1.5 

13- 38 II 5 0. 5. 1 6 6.6 102 1.0以下

” ” 5 1. 2. 18 6.6 53.5 1.7 

13- 39 ” 50. 5. 1 6 6.8 128 2.7 

II ” 51. 1. 1 3 6.2 10.3 1 0.2 

1 3- 4 0 ” 5 0. 5. 30 7.4 5 5 8 3.8 

II II 51. 1. 1 3 7.2 147 7.1 

1 3- 41 " 50. 5. 3 0 6.6 982 8.2 

” ” 51. 1. 
， 6.4 4 0.2 6.7 
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分 析

工場
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分 析

工場

事業湯名
保健所名 採水年月日
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分 析 項 目

工 場
保健所名 1採水年月日 「］：― ..~ 

事業場名 BOD s s 
油分 I備考

叩／¢ 町／¢ 町／¢

13-10 0 能 代 5 0. 6. 6 6.6 9.1 

13-10 1 ” ” 6.7 57.0 

13-10 2 ” ” 6.6 2.9 

1 3-10 3 II II 6.9 1 5.3 

13-10 4 II 

” -6.7 I 3.3 

13-105 
’’ ” 6.9 3.8 

13-106 II 

” 6.3 2.5 

13-107 五城目． 49. 6. 41 7.o 9 ・31.0 5.9' 

” ” l 50. 7. 1 4 I 6.7 6 15.0 4.7 

13-10 8 II 4 9. 6. 4 7.4 8 3 36 1 7.5 

11 I 50. 
， 

” 7. 14 7.4 8 2 2.5 1.1 

13-10 9 ” 4 9. 6. 4 6.39 450 11. 7 i 
II ” 5 0. 7. 14 6.8 1 40.0 1.4 

II ” 5 1. 2. 5 6.1 8 317 7.4 

13-110 ” 5 0. 7. 14 7.8 5 20.5 1.7 
I ！ 

0 3-111 ” 9. 2 6 7.2 2 1 4 4 4.8 

1 3-112 ” 5 1. 2. 5 6.8 235 1. 8.8 I i 

1 3-11 3 ” “ 6.9 9 149 13.4 

13-114 II 

” 6.1 8 9 8.0 104 

1 3-11 5 ” ” 6.3 5 128 11.7 

13-116 ” 50. 7. 14 6.6 6 4 4.5 1.1 

13-11 7 ” 51. 2. 5 7.14 1, 50 o・ 59.5 

1 3-118 
’’ 

II 6. 74 9 1.0 8.0 

13-119 ” ” 6. 63 2 1 3 20.3 

13-12 0 ” ” 6.42 443 332 

13-121 男 鹿 4 9. 1 1. 2 8 7.0 1 991 11.7 

13-122 ” ” 6.6 7 5.0 1.0以下

” “ 50. 4. 1 5 1 o.o・ 2 7.7 153 10.2 

II ” 11. 2 5 8.3 615 7,241 

13-12 3 ” 4. 1 6 7.8 2 91.2 1 6 7 8.5 

13-124 ” II 7.90 16.3 88.5 4.9 

13-12 5 ” 4. 15 7.6 5.6 3 5.5 1.0以下

13-12 6 ” 5. 30 7.9 5 86 1 2.4 

II “ 10. 2 7.39 617 25.7 

13-12 7 ” 5. 3 0 7.7 5,660 5.3 

1 3-128 II 11. 2 5 6.9 163 28.6 

13-1 2 9 II 6. 4 7.6 ’’ 
4.5 2 1.0 1.5 
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分 析 項 目

工 場
保健所名 採水年月日 I s s I油分BOD 

事業場名 PH  
111'1/.e 

備考
叩／¢町／¢

10-130 男 鹿 5 0. 6. 4 9.3 211 512 

2 1.5 I 13-1 31 ” 5 0. 6. 5 .8.4 360以上 153 

’ ” 6. 11 8.4 6 10.7 26 2 

1 3-132 ” 6. 5 6.8 3 1.0 32D 7.0 

57.51 

． 
13-133 ” ” 8.9 5 2.0 

1 3-1 3 4 ” 11. 2 6 6.9 1 27 9.7 

13-135 ” ” 7.5 ! 5 51 3.4 

13-1 3 6 II ” 7.4 417 9.9 

1 3-1 3 7 ” ” 7.4 3 3.0 9.4 

1 3-138 ” 
II 7.2 7.0 4 7.8 

13-1 3 9 ” 11. 2 7 1 0.3 

11739 1 I 
4.5 

13-140 秋 田 4 9. 5. 2 8 7.1 2 1 3.3 

1 3-14 1 I 
II II 7.2 4 96.0 5.2 

13-142 ” ” 9.1 2, 3 6.0 5 1.9 

” ” 1 2. 6 7.94 20 3 1 5 3 

13-143 ” 5. 2 8 1 0.3 8 1 2 5 1 3.9 

t 3-1 44 ” ’ 7.38 110 4.3 

13-14 5 ” 
ff 9.11 1 29 93.2 

” 
n 1 2. 6 9.0 3 127 19.3 I 

13-146 II 5. 2 8 6. 5 8 37.5 1.3 

13-147 ” 5. 30 6.8 9 10 9 3.4 I 

13-14 8 “ ’’ 7.5 5 5 7.0 11.1 1 

13-149 ” 12. 6 7.90 1 5 9 2 41 

1 3-15 0 ” 5. 2 9 6.8 9 201 7.4 

13-151 ” ” 7.2 4 56.0 4 9.1 

13-152 ” ” 7. 26 3 8.5 1.9 

1 3-153 ” ” 7.42 234 11.9 

13-154 ” ” 7.06 11 4 3.6 

13-155 ” ” 7.5 8 109 4.1 

13-156 ” 5. 3 0 7.6 4 108 3.8 

13-15 7 本 荘 6. 6 6.9 1 7.0 5.4 

1 3-1 58 ” 6. 1 2 6.4 6 6.5 4.5 

13-159 II 

” 6.9 75.0‘ 4.6 

13-16 U ” 6. 1 8 6.4 6 137 6.6 ・

13-161 ” 1 1. 2 7 '7.55 316 1 2.7 

13-162 ” “ 7.18 1,512 6 6.6 

“ ” 5 0. 2. 5 7.7 2 45.0 6.4 

-1 6!3-



口ロ―
l事業螂 1保健所名 採水年月日

分 析項目

PH B O D I S S I 油分
:ng/¢叩／.eI mg/.e 侃考
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分 析 項 目
工 場

保健所名 採水年月日
事業場名

BOD s s I 油分PH  
叩／¢ 7119/¢ 叩／¢

備考

1 3-19 0 本 荘 5 0. i 2. 1 5 8.0 5 212 8 0.9 

13-191 ” ” 7.6 0 7 2,0 4.0 
l 

13-192 ” 1 2. 3 9.9 8 54 5 34.6 

1 3-193 ” 12. 1 5 8.29 338 15.2 

1 3-1 94 矢 島 9. 1 7 7.5 4 2 0 0 11.9 

13-195 

” 12. 3 I 8.6 1 18. 0 7.1 

1 3-1 9 6 ” ” 8.4 5 168 4.7 

13-197 ” II 7.75 1,590 5.6 

1 3-19 8 II 5 1. 2. 5 7.0 168 I 1.0以下
1 3-19 9 

“ 
II 7.3 5 209 6.8 

13-200 II 

” 8.7 7.8 2.6 

1 3-201 ” ” 7.2 5 7 1,,0. 4.4 

8. 3 5 | 
I 

13-20 2 ” ” 4 9.0' 1.1' ・. 

1 3-2 0 3 角 館 4 9. 1 1. 2 8 • 7.19 ・- 252 5.7 

13-20 4 “ ” 7.2 6" 91.0 2 8.5 

13-20 5 
’’ 

II 8.0 3 2 9.0 3.1 ． 

” ’ 5 0. 8. 11 7.0 9 2 0.5 2.8 ① 

II ” ” 6. 7 6 
3 8.0 | 2. 7 I ② 

1 3-2 0 6 ” 4 9. 1 1. 2 8 7.4 8 6 3 6 7.0 

” ” 5 0. 8. 1 2 6.6 5 2 5.0 1.7 
！ 

1 3-2 0 7 II 7.0 7 5.3 I 1.0以下
13-20 8 ” 5 1. 1. 8 7.1 2 257 264 

13-20 9 ” II 6.8 1 , 5 48 4 6.6 

13-21 0 II 1. ， 6.8 6 170 53.0 

1 3-211 II 1. 8 6.61 6.0 1.0以下

1 3-21 2 ” ” 6.8 5 9 3.0 6.9 

13-213 ” 1. ， 72 4 12. 8 4 3.7 

13-214 ” ” 7.2 6. 772 9 0.5・ 

13-215 大 曲 4 9. 6. 14 1.0 8.7 

13-216 ” 6. 18 6.7 9 8. 5 9.6 

” ” 5 0. 8. 1 8 1.0以下

13-217 II 4 9. 6. 1 8 6.4 1.5 3、5

-1 6_5_-:--』 I・



l 分 析 項 目l 

工 場
保健所名 採水年月日

事業場名
BOD 8 8 油分

PH  
呵／¢ 叩／¢ mg/¢ 

備考

l 3-2 1 7 大 曲 5 0. 8. 1 8 1.0以下

13-2 18 II 4 9. 6. 18 6.2 6 0.5 

” ” 5 0. 8. 1 8 2.0 

13-21 9 ” 4 9. 6. 1 8 6.6 3.0 9.8 

” 
II 50. 8. 1 8 1.0以下

13-2 20 II 4 9. 6. 18 7.4 3.0 7.9 

II ” 50. 8. 1 8 1.0以下

” If 4 9. 9. 1 2 7.90 11.0 1.0以下

13-221 
’’ 6. 21 7.4 4.0 4.9 

” ” 50. 8. 7 1.6 

1 3-2 2 2 ff I 4 9. 6. 2 1 6.4 8.5 6.4 

I ” ” 5 0. 8. 7 3.7 

II ” 1 2. l 7 

13-223 ” 8. 1 8 2.4 I 
13-2 2 4 ” II 5.6 

II II 51. 1. 2 9 I 3.5 

1 3-2 2 5 ” 5 0. 8. 26 I 4 2.0 

1 3-2 2 6 ” 51. 1. 16 1.0以下 ① 

” ” II 2.7 ② 

” ＂ ” 3.9 ③ 

1 3-2 2 7 ” 50、 8. 2 6 1.0以下

13-228 ” 9. 1 2 8.0 5 10.0 1.0以下

13-229 ” 5 1. 1. 1 4 1.0以下

1 3-23 0 ” 1. 16 1.0以下 ① 

” ” 1.0以下 ② 

13-231 ” 1 2. 1 7 3.6 

1 3-2 3 2 II 5 1. 1. 2 3 2.8 

13-2 3 3 ” ” 46 

13-234 II 50. 1. 2 9 1.7 
I 

1 3-2 3 5 ” 5 1. 2. 10 1.8 

1 3-2 3 6 .,, ” 5.6 

13-237 ” 5 1. 2. 1 2 1.0以下
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分 析 項 目

工 場
保健所名 採水年月日

事業湯名
BOD s s 油分

PH  
叩／¢ 叩／¢ mg/£ 

備考

1 3-2 3 8 大 曲 5 1. 2. 19 1.0以下
． 

1 3-2 3 9 II 

” 2.7 

13-24 0 横 手 50. 6. 1 9 6. 80 7.6 1 0 6 2.6 

13-24 1 II 6. 2 0 5.8 6 8 2.0 8.4 

13-242 ” 6. 1 8 8.2 3 368 3 8.4 

1 3-2 4 3 ” 
II 10.3 8 

86.5 I 3.1 
1 3-2 4 4 II II 6.6 4 9 2.5 5. 9 

1 3-2 4 5 ff 7. 4 6.9 3 2 9 9 6.6 

1 3-2 46 II 

” 6. 7 o 6 8.5 4. 1 

13-247 

” 
II 5.2 1 

1 11 I 

11.4 

1 3-2 4 8 ” 
II 

6.79 I 
374 3 5 3 

I 13-249 ” 
If 6. 9 6 786 3 9.6 

1 3-250 ” 10. 15 8 2.5 8.6 

l 3-2 51 湯 沢 4 9. 12. 1 3 7.6 1 3 3.0' 2.4 ① 
， 

” ” ” 
8.1 9 205 4. 9 ② 

I 
” 

II 50. 12. 8 7.0 3 4.9D 1.0以下

l 3-2 5 2 ” 4 9. 1 2. 1 1 I 6.6 7 766 6.1 

” ” 5 1. 2. 2 6 7.3 6 866 4 0.2 

1 3-2 5 3 If 6.7 6 4 00 2.3 

1 3-2 5 4 II 7.1 7 l 4.0 1.0以下

1 3-2 5 5 II ` 5 0. 1 2. 8 7.2 9 3 3.0 5 4.9 

13-2 56 II 

” 7.4 4 1,450 10. 7 

1 3-2 5 7 II II f,.2 7 
5 3.0 I 2.4 

1 3-2 58 I II 1 2. ， 7.1 3 159 6. 3 

13-259 ” 12. 8 6. 7 3 3 7.0 1.0以下

13-260 II 5 1. 2. l 7 7.51 1 0.0 I 2 7 1 

13-261 II II 8.1 8 162 1 6.6 

1 3-2 6 2 ” ” 7.37 8 7.0 1 2.7 

1 3-2 6 3 
” ” 

7.3 6 2 3.5 9.9 

1 3-2 6 4 ” 
II 7.2 5 4.0 4.0 

I 3-2 6 5 ” ” 7.8 6 11 0 16.0 

13-266 II 2. 2 6 7.1 1 l 36.0 3.0 

13-2 6 7 ” II 7.8 4 4 2.0 5.1 
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5 温排水影響共同調査

1. •はじめに

近年、原子力、火力発電、鉄鏑、化学等の工場より排出される涸排水が、その周辺水城

の生態系ゃ漁業に与える影響の有無が、問頓となつている。今回、東北電力秋田火力発電

所からの淵排水が周辺水城の水質、微生物および魚介類におよぼす影響を水産試験場と共

同調査を実施した結果下記のとおりである。

2. 調査定点

図ー 2'・6の調奇定点図参照。

3. 調査項目及び方法

(1) 水質底質関係

(a) 水～質……。．m、 5mを採水し、水温、澄明度、水色、 PH、K、DO、'COD、

NHt-N、N02-N、N03-N、 PO!一の分析を行う。
(b) 底 質……スミス、マツキンクイヤ採泥器で試科採集し、粒度組成、灼．熱減請、

dODの分析キ行う。

(2) 生物関係

(a) ブランクトン及び卵・稚仔……プランクトンネツト（底から垂直曳ぎ）．及び稚仔

ネット（水平曳き 10分）を曳為、個体数及び種

の杏定を行う。

(b) 潮問帯五……・カデラート (lm x 1 m)を使用し、水面上下 5O cmの枠内にお
．； ： ． ： ：ける肉眼的牛物を全種採集し、種別、個体数の計算を行．う。

(c) 底生生物…••••スミス、マツキンクイヤ採泥器で試料採集し、ベントスの個体数及

． び種ク）査定ナ行う。

(d) 砂浜生物……熱帯魚用手網によ ・の種及び種の計数を行う。，．

(3) 漁業資源

地曳網ナ実施 1,、入網魚種の全長、体重、胃内容物、生殖線軍景の測定を行う。

4. 分析結果及び考察

生物関係、漁業資源調査の解析け水産試験場で実施していみので水質、底質について考

察し応表ー 20、2:1 VC水質底質の分析結果キ示十？ 9月25日調査当日は午前中、
ESE~S E 1~2 m／記午後、 WNW~N2~3 m、／氾C の風向風速で波浪は 1~2  

でぶった。水色、透明度を図ー 27、 2 8 VCプロツトした。排水口付近は水色 7~8で透

明度 2、5m、その他の地点では水色 15で港明度は上つている。これは排水口付近では浬
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排水による流速が速く、表暦のみが移流しているためと思われる。次に排水口からの距離

と水温、 PH、DO、 COD、 口「との関係を図 29~3 3に示す。；水淵では排水口付近

とその他の地点とでは明らかに差がみられる。pHは取水口の表溺で 7.6 0と若干低いが、

5 m層では変化はみられない。 DOは約 1Kmまで表園が高いが、それ以降は次層が高くな

つている。 CODは排水口付近では移流効果陀より、 St 1、 2の表層はあまり違わない

が次層では開きがある。 St 3、 4、 6、 7は移流効果をあまり受けず、沿岸よりの方が

高応。 C£{d:St4で一番差がなく、 St 3、 6、 7で差がて下いる。 NHt-Nは St1で
次I醤が高く、 St 2ではいずれもtrである。これは表屑が高い。 N02-N、 NO了ーNで

は顕著な差はみられず、． Po!一でも St1の表降のみが検出された。その他は不検出であ

る。表ー 21は底質の分析結果である。内熱減罷と CODから St2が一番、有機物が多

く、次It[St 4 が多い。つまり、洞排水の移流効果•-渦動拡散を頭若陀受けている。次に

粒度分布をメッシユ別に区別し、累積度数分布をみると図―.3 4のようになる。 St 2.、

.4、.7では粒径が小さく、 1 0 0メッジユ以下は約 95 %を占めるの忙反し、 St 6では

約 70 %、 St 3ではI，呼、とんど 20メッシユ以上と大ぎい。このことは潮流と水深の影響

を受け沿岸側では波浪の影騨を強く受けていることに帰因する。

ヽ

図ー26 温排水影響調査査定点図

(_s 5 o. 9. 2 -5 Sampling) 

St5 
◎ 

St2 
◎ 

St4 
◎ 

• St7 

◎ 

＼會

St 3, 

◎ 

XB  

S t6 

◎ 

XC  

｀` 
こ

排水口 1.90m 
5 ~ ・・i 
1 0 m. 
30 m 

500m 

————— 
△ 4 
1400況・ 2800m
1000,n 
．． 

1~20000 

→ 
4200m 
5600nL 

x 魚類調査点（地曳網）

。 付着生物調査点

△ 砂浜生物調査点

◎ 水質。底質及び底生生物調査点
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表ー 20 分析結果

水質

接水地点 水 腐採水時刻 水 息透 明心 水 色 PH  

I 

゜
31.0 8.16 

s t 1 1 4 : 1 0 2.5 7~8 
3 2 6.1 8.27 

゜
2 4.6 8.2 5 

st 2 1 0 : 1 5 2.9 15 
5 2 4.7 8.29 

゜
2 3.9 8.32 

s t 3 I I : 4 0 3.1 15 
3.8 2 3.6 8.3 6 
I 

I゚ 11:00 2 4.0 8.2 9 
st 4 3.2 15 

5 2 3.9 8.35 

゜
2.6.5 8.3 I 

st 5 1 5 : 0 0 2.0 7~8 
5 2 6.2 8.3 3 

゜
2 3.9 8.2 9 

st 6 1 2 : 5 0 3.8 15 
5 2 3.9 ， 8.3 4 

゜
2 3.9 8.30 

st 7 12:20. 3.8 15 
5 2 3.6 8.3 5 

゜
2 4.5 7.60 

取＇水 ロ
＇ 5 2 3.9 8.1 9 
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（単位叩／¢）

I 
(muk /cm) DO COD NH4-N N02-N NO了―N P04 3-

46.00 6.6 0.87 0.1 7 0.02 nd  0.0 87 

4 5.3 5 5.8 0.13 0.28 0.03 nd  nd  

ー1

I 

I 4 8.4 0 8.4 0.9 3 tr tr tr nd  

4 7.4 5 7.5 0.86 tr tr 0.01 nd  

4 3.9 5 8.4 
I 
1.5 4 0.16 tr 0.01 nd  ： 

4 5.4 5 8.9 1.2 9 tr tr nd  nd  

4 4.6 5 8.1 1.16 0.2 3 tr | 0.01 nd 

4490 

I 
8.5 0.67 0.02 tr 

I 

t r nd  

i 

I 
4 3.60 8.5 1.18 0.2 8 tr 0.01 nd  

4 5.90 9.0 0.80 tr tr o.o 2 nd  

`4  4 35.7 1 5 5 i 1 二8' 1 1.241  00..2 02 5 tr tr nd  

tr 0.2 4 nd 

I 

0.3 0 _ tr tr nd 

4 7.15 8.6 1.01 tr tr 0.0 3 nd 

14.80 ］ 2.0 9 0.8 3 0.2 0 0.2 6 0.110 

4 4.9 0 0.3 6 0.01 tr tr 
I 
nd  

ヽ
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表ー 21 分析結．＿果

底質

1
1
7
2
1
 

-' .. 

灼熱減量 COD 
粒― 度 組 成 （，，，） 

採取地点
（，，，） （叩／9） 200mesh lOmesh 20mesh 30mesh 40mesh 60meeh lOOmesh 200mesh 

以 下

st 2 5.15 0.80 0.2 0.4 0.2 0.4 4.4 7 0 .• 9 2 2.3 1.2 I 
3 1.25 6.6 85.8 6.6 0.6 0.2 0.2 

， 

4 4.15 0.4 4 0.4 0.4 0.4 2.0 7 2.4 24.0 0.4 
t 

6 2.4 0 0.14 1.2 2.4 2.6 2 5.3 6 4.5 4.0 

7 3.78 0.34 0.4 0.4 0.4 2.0 7 2.7 2 4.1 
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図ー 31 
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図ー 33 

< ct―> 
--- C¢―Om 

• c¢―3or5m 

ヽ`＇‘

。
、
t
%（ 

c
 

---—•~ --- Cf, 0-3or5m差

18 

17 

+1 

16 

（ 

/ ^¥  
• 1 9 

` ＼ 、 ．＼へ

△------、
--C) 

ヽ

゜
‘、仝― -̀

ヽ
9,  

‘’ 込 ー`と込

‘̀ 
△` 

-1 

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 

放流口からの距離 (Km)
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4 ss測定におけるろ過水量が測定値に与える影響について

1.は・じめに

工場排水基準の環境項目の中に浮遊物質 (ss)があるが、昭和46年のJIS改正に

より従来の分折方法に加え、吸湿性が少なく、個々の重量が均等で、孔の大きさが均ーな

ガラス檬維ろ紙 (GFP)を用いる方法が採用されたのは周知の＇とおりで、その後、一般

の工場、事業場等に普及しているところである。

＇工場、事業褐排水調査でとの GFP法厄よった，SSの分析を行っ．たところ、一部の企業

と筆者らの SS分析値に、かなりのバラッキがみられた。

これはバ）・レプ工場、食品工場の排水、都市下水など、コロイド性物質の多く含まれる水

について、ガラス繊維ろ紙法による SSの測定を行う場合、そのろ過水量を一定限！度をこ

えて多くするとぎ、そのろ過時間が急激に増加して来て、同時に SSの測定結果が限度を

こ克て多くなつた部分の液姑に応じて過大な値をとり、定まつた測定値が得られないよう

陀たることが陸忍められた。

筆者らはこの問呵点を明らかにするため、ろ過水景とろ過時間と陀ついて検討した。

2．．実験

2.. 1 実験試料

県内の製紙工場1社（カルツウムの酸性亜硫酸塩溶液を用いてチップを蒸煮し、繊維

素以外の異物を溶解除去してバルプを製造するいわゆるカルンユームペース亜硫酸ペル

プ SP法を採用している製紙工場）と、し尿処理場の排水を用いた。

対象液としてコロイド性物質を比較的含まれていた•いと思われ・る排水（石灰中和処理

を施した無機肥料工場の排水）を使用した。

2..,.2・・．実験内容’..: 

試料を水湿 15℃に保ち、又、コロイド粒子が安定＋る';ように 24時間放置したのち、

ろ過最 101fl¢、 25叫、 5 01fl¢、 6 5 m.t、 8 01fl8、 1 0 0叫の各量を各々メスシリンダ

ーで採取し、 ミリポアフィルクー（直径 47呵、 3 μ)を使ってろ過時間と重量とを測

定した。

吸引は水流ポンプ（ハンデーアスピレークー WP- 3 3、排気最 4~5l /min、コン

デンサー型モークー 80 W 2極、 2 0 ℃ 1 5~2 0 m/Hg)を使用した。
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表ー 22 ろ過量とろ過時間およびSS濃度の比較
●’ l ●●● ー ，ー一 l● , ., 

ろ 過量 ① 

(1fl¢) ろ過時間 叩／¢

IO {I 70.0 

25 1 t’ 7 2.0 

50 35' 7 4.0 

65 {45I 67.7 

80 15 6 6.3 

100 1 : 3 cf 108 

I 

I ー

② ③
 

ろ過時間 I m<J/£ Iろ過時間 1 可g/¢

{1 I 8 0.0 I { 1 I 1 3 0 

2 s'I 1 6.o I 1'I 1 2 s 
I 1 I 8 0.0 I .{I I 1 3 4 
47' I 10s I ti .129 
1:2c/ i 113 I d' 
5 : 2d | 122 | li’ 
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図ー35 ろ過量とろ過時間との関係

3.結果

3. 1 2 4時間放置後陀おけるろ過量とろ過時間との関係
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図ー36 ろ過時間とSS濃度との関係

表ー 22から図ー 35を画汽てみると、その結果③の比較的コロイド性物質が含まれ

ていたいと思われる排水吐ろ過量にしたがつて、その量に伴う時間でろ過される傾向を

示ナが、①と②ではろ過時間が 15分～20分位キこえると、ろ過量を増すにしたがい

そのろ過時間が急激に増加する傾向がみちれる。

これちの排水中にけ、水に溶けやすく又、水中で拡散しやすいものと、コロイド性物

質十なわち、水忙溶けにくく又、水中で拡散し陀くいもので特殊な分散状態にあるもの

とがあるが、溶けやすく拡散しや十いものはすみやかに 3μの孔径を通過するが、ろ過
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時間が長びくにつれコロイド性の物質は、浮遊物質によるフィルクーの目づまりの目を

更にふさぐため、急激なろ過時間の増加をみるものと思われる。

3. 2 ろ過時間と SS濃度との関係

SSの測定値についてみると、表ー 22及び図ー 36に示したとおり、③の排水でろ

過時間にかかわらず ss禁度は平均して約 30叩／¢と一定の値を示すが、①ではろ過

時間の 15分～20分以内で平均約 70咽／¢、ろ過時間が 20分をこえると次第に増

加し始め、ろ過容量 10 0況¢のろ過時間 1時間 30分では SS濃度は、 2 0分以内の濃

度に比ぺ 30 tfo増の 10 8叩／¢となり、又②の排水もやはり 15分～20分以内で平

均 78呵／¢、 20分をこえるとろ過時間 5時間 20分 12 2呵／¢、約 30％増のSS

猥度となる。

4. むすび

以上のように有機物屑などの浮遊物質でフィルクーの目づまりを生ずると、次に水中の

コロイド性物質がそのろ過層に捕促されてしまい通常の SSの対象でないコロイド粒子ま

でが測定され、過大の SS値を示すようになる。

又、長時間放置したものにあっては、放謄中にコロイド性粒子が浮遊物質に徐々に付着

してしまい、実際¢JSS値よりも非常に高い値が測定される。

なお、この報告では詳述をはぶくけれども、 2 4時間放置後のものと長時間放置後のろ

過時間を比較してみると、 24時間後では、浮遊物質がつまった目のすきまに小さなコロ

イド粒子がつまり、密度の高い目づまりとなりろ過時間が長くなる。

2 4時間をこえるとコロイド粒子が凝集あるいは浮遊物質に付着して、 2 4時間程度放

置したものの粒子の大きさより更陀大きくなっており、ろ過の段階で目づまりの状態が比

較的粗になつて 24時間後のものよりろ過時間は短かい。

したがつてこれらの排水は採水直後か、すくなくとも 1日以内に行うことが必要で、又

適確な値を得るためにはろ過水量をきめるときろ過時間が 20分をこえないように董を選

ぷことi'Cよつて、過大な値の出ることを防ぐことが出来る。

SSの分析操作は単純なものであるが、正確な測定を行うためには相当の注意を払うペ

き必要のあることが判明した。
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